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中期初頭の石製装飾品



本書は上信越自動車道建設に伴って実施された松原遺跡の発掘調査報告書であります。松

原遺跡は平成元年度から3年間発掘調査されましたが、本書はそのうち平成 2年度及び 3年

度に調査した縄文時代についての調査結果を収録致しました。

高速道路が長野盆地を横断するに至り、沖積低地の遺跡が本格的に調査されるようになり

何面にもわたって重層する生活面と掘削深度の増加から発掘調査が難航するようになりまし

た。とりわけここに報告する松原遺跡は当センターにとって最大規模で最も苦労した集落遺

跡と言 うことができましょう。

長野インターチェンジのすぐ東隣に位置する松原遺跡は、千曲川の沖積低地に立地する弥

生時代～古代・中世の大規模遺跡として当初より注目されておりましたが、平成 2年度に地

下数 mか ら縄文時代の遺構・遺物が発見されるに至って、その重要性がますます高まりまし

た。もとより高速道路建設に先立つ調査でありますので、工事計画との整合を図らねばなら

ず、掘削深度の増加に伴ってさまざまな問題も派生し、調査は難航を極めました。しかし、

この困難を乗り切るべく調査体制の強化が図られ、調査技術も向上し、当センターにとって

大きな転機となった遺跡となりました。                        |

千曲川流域に限らず、これまでは沖積低地中央からは縄文時代の遺跡が発見されたことが

ほとんどありませんでした。今回の調査で本格的な集落が営まれていたことが判明し、縄文

時代の遺跡立地について再検討を迫られることになりました。また柵列や建物など沖積地で

なければ残りにくい生活痕跡も把握することができました。多出した良好な資料は目を見張

るばかりで、早々の公表が待ち望まれておりましたが、今回、新たな知見を得る分析ができ、

今後の研究に大いに役立つ結果を提示できたと自負しております。

最後になりましたが、発掘調査から整理作業・本書の刊行に至るまで深いご理解とご協力

をいただきました、日本道路公団名古屋建設局、同長野工事事務所、長野県高速道局、同長

野高速道事務所、長野市教育委員会など関係機関、対策委員会をはじめとする地元の方々、

発掘調査や整理作業にご尽力いただいた方々、直接ご指導を賜った長野県教育委員会に心か

ら感謝申し上げる次第であります。

平成10年 3月 27日

財団法人長野県埋蔵文化財センター

理事長 戸田 正明



例言

1 本書は長野県長野市松代町東寺尾字北堀ほかに所在する松原遺跡 (BMA)の 発掘調査報告書のうち

縄文時代についての調査結果を収録したものである。

2 この調査は、上信越自動車道建設工事に伴う事前の記録保存のための調査として、長野県教育委員会
の委託を受け、県教育委員会の指導のもとに、財団法人長野県埋蔵文化財センターが実施したもので

ある。

3 発掘調査は平成元年度から平成 3年度の 3年次にわたり実施され、そのうち縄文時代に関わる調査は

平成 2年度及び 3年度に実施された。

4 本遺跡の概要については、すでに当センター発行の『長野県埋蔵文化財センター年報』 6～ 13で報告

している。それらと本書での記述に若干の相違があるが、縄文時代に関してのものは、本書をもって

最終的な報告とする。

5 本書で使用した地図は、日本道路公団作成の上信越自動車道平面図 (1:1,000)を もとに作成したほか、

以下の地図を使用した。

・建設省国土地理院発行の地形図 (1:25,000):長 野・須坂・信濃松代・菅平・信濃中条・稲荷山

(平成 5年発行)

・建設省国土地理院発行の地形図 (1:200,000):高 田 (昭和63年発行 )

富山・高山 (平成元年発行 )

長野 (平成 2年発行 )

・長野市発行の長野市者

`市

計画図 (12,500):長野E-13(Ⅷ―HD 83-4)

長野F-13(Ⅷ―HD 83-3)

6 写真図版掲載の空中写真は、国土地理院撮影の空中写真 (CB-65… 6X C10¨ 11)を使用した。

7 本書の執筆及び干J行に関する分担については、第 1章第 2節 3に掲載した。

8 引用・参考文献は一部を除いて巻末に一括掲載した。

9 縄文時代に関わる発掘調査ならびに報告書作成にあたり、以下の各氏・各機関にご指導・ご教示をい

ただいた。お名前のみを記してお礼としたい。 (五十音順・敬称略)

赤塩  仁  赤羽 貞幸  荒川 隆史  飯島 哲也  井口 直司  石井  寛

岡村 道雄  小口  徹  加藤三千雄  小林 達雄  茂原 信生  品田 高志

澁谷 昌彦  島田 修一  関根 慎二  谷藤 保彦  千野  浩  寺崎 裕介

寺島 孝典  戸沢 充則  戸田 哲也  中野  純  野村 一寿  平林  彰

三上 徹也  宮本長二郎  山口  明  山下 歳信  山本 典之  綿田 弘実

和根崎 剛  武石村教育委員会  豊野町教育委員会  長野市埋蔵文化財センター

10 調査は 2年度にわたる分割調査となったため、他遺跡の発掘調査との平行による調査研究員の異動・

重複が加わり、各調査区の担当者との検討が不十分で、記述の方針・方法に一貫しない音

`分

が生じた。

今後の反省としたい。

11 本書で報告した遺跡の記録及び出土遺物は、 (財)長野県埋蔵文化財センターが保管しているが、今

後は長野県立歴史館に移管される。



凡例

本書に掲載した実測図等の縮尺は、特に断りのある場合を除いて下記のように統一してある。

(1)遺構実浪J図

竪穴住居址  1:60

遺構図断面図 1:40

(2)遺物実浪J図等

土器実浪J図   1:4

原石・石核・景J片・石鏃

焼土址・遺物集中・土坑  1:40   遺構図  1:60

石核 (中期末葉～後期前葉)・ 石錘・打製石斧

小形刃器 (前期後葉)・ 磨製石斧・石槍・砥石

台石・石皿 (中期末葉～後期前葉)・ 大形刃器・

打製石斧 (前期末葉～中期初頭)・ 装飾品 (前期末葉～中期初頭 )

磨石・凹石・敲石・礫器・台石・石皿 (前期末葉～中期初頭 )

台石・石皿 (前期中葉 )

(3)遺構写真

縮尺不統一

(4)遺物写真

土器拓影図  1:3

石匙・小形刃器・磨製石斧 (中期末葉～後期前葉 )・ 石錐・装飾品

1:1

1:2

2:3

1:3

1:6

遺構出土土器 (立面単体) 1:4 遺構出土土器 (俯腋) 1:3

遺構外出土土器 1:4 ※PL。65はすべて1:3

原石・石核・景J片・石鏃・石錘・石匙・小形刃器 (前期末葉～中期初頭)・ 磨製石斧 (中期末葉

～後期前葉)・ 石錐・石槍・装飾品

石錘 (前期末葉～中期初頭)・ 打製石斧・磨石 0凹石・

大形刃器・小形刃器・磨製石斧・砥石

台石・石皿 (前期末葉～中期初頭 )

1:1

敲石・台石・石皿 (中期末葉～後期前葉 )・

1:2

1:3

1:6

保管に当たって

台石・石皿 (前期中葉)

遺物実測図の番号は、大別された時期ごとに下記のように付してある。なお、収納・

は、それぞれ「 JZ」 「 JC」 「JK」 の時期略称を遺物番号に冠している。

(1)土器  大別時期ごとに 1か ら通し番号

(2)石器  大別時期ごとに 1か ら通し番号

実浪1図中のスクリーントーン等は以下の事項を表している。

(1)遺構

ア スクリーントーン

①=黄褐色の被熱痕跡      ②=赤褐色の被熱痕跡    ③=暗赤褐色の被熱痕跡
④=色不明の被熱痕跡      ⑤=焼土ブロックの分布範囲 ⑥=焼土粒子の分布範囲
⑦=焼土・炭化物の分布範囲   ③豊炭化物の分布範囲    ⑨=焼骨片の集中範囲
⑩=攪乱, トレンチ,後世の遺構などに破壊されている部分

①= ③=鸞 ⑤=

⑥=躙

②=翻

③=魃

④=

⑩=,Ⅲ
IIIIIIIII



イ 記号

○ :土器     ■:原石・石核   ●:景J片・砕片等  ★ :石器     ▲ :軽石

△ :礫       △:安山岩破砕礫  □:骨       米 :炭化物    ☆ :顔料

(2)遺物

土器

①=陽刻技法による削り出し部分

②=赤色顔料を混ぜた化粧土で覆われている部分 (ミ ガキ痕が顕著に観察される)

③=焼成後に赤色塗彩された部分

④=器面が景J落 している部分

⑤=胎土に繊維を含む土器の断面

⑥=赤みを帯びた色調の焼き上がりを企図し、胎土に褐鉄鉱系の混和材を含む土器の断面

⑦=黒みを帯びた色調の焼き上がりを企図し、胎土に何等かの混和材を含む土器の断面

‥‥‥‥・      ‥‖
:華三     ④=菫華:華①=||‐ l     ②=華彗‖彗     ③=■1

⑦=■
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PL67 中期末葉～後期前葉遺構出土土器 2

PL68 中期末葉～後期前葉遺構出土土器 3

PL69 中期末葉～後期前葉遺構出土土器 4

PL70 中期末葉～後期前葉遺構出土土器 5

PL71 中期末葉～後期前葉遺構出土土器 6

PL72 中期末葉～後期前葉遺構出土土器 7

PL73 中期末葉～後期前葉遺構出土土器 8

PL74 中期末葉～後期前葉遺構外出土土器 1

PL75 中期末葉～後期前葉遺構外出土土器 2

PL76 中期末葉～後期前葉遺構外出土土器 3

PL77 中期末葉～後期前葉遺構外出土土器 4

PL78 縄文前期石器 1

PL79 縄文前期石器 2

PBO 縄文前期石器 3
P毬1 縄文前期石器 4
PB2 縄文前期石器 5
PL83 縄文前期石器 6

PR4 縄文前期石器 7
PB5 縄文前期石器 8
PB6 縄文前期石器 9
PB7 縄文前期石器10
PL88 縄文前期石器11

PR9 縄文前期石器12
PL90 縄文前期石器13

PL91 縄文前期石器14

PL92 縄文前期石器15

PL93 縄文前期石器16

PL94 縄文中期石器 1

PL95 縄文中期石器 2

PL96 縄文中期石器 3

PL97 縄文中期石器 4

PL98 縄文中期石器 5

PL99 縄文中期石器 6

PL100 縄文中期石器 7

PL101 縄文中期石器 8

PL102 縄文中期石器 9

PL103 縄文中期石器10

PL104 縄文中期石器11

PL105 縄文中期石器12

PL106 縄文中期石器13

PL107 縄文中期石器14

PL108 縄文中期石器15

PL109 縄文中期石器16

PLl10 縄文中期石器17

PLlll 縄文中期石器18

PLl12 縄文中期石器19

PLl13 縄文中期石器20

PLl14 縄文中期石器21

PLl15 縄文中期石器22

PLl16 縄文中期石器23

PLl17 縄文中期石器24

PLl18 縄文中期石器25

PLl19 縄文中期石器26

PL120 縄文中期石器27

PL121 縄文中期石器28

PL122 縄文中期石器29

PL123 縄文中期石器30

PL124 縄文中期石器31

PL125 縄文中期石器32

PL126 縄文中期石器33

PL127 縄文中期石器34

PL128 縄文中期石器35

PL129 縄文中期石器36

PL130 縄文中期石器37

PL131 縄文中期石器38

PL132 縄文後期石器 1

PL133 縄文後期石器 2

PL134 縄文後期石器 3

PL135 縄文後期石器 4

PL136 縄文後期石器 5

PL137 縄文後期石器 6

PL138 縄文後期石器 7

PL139 縄文後期石器 8

PL140 縄文後期石器 9

PL141 縄文後期石器10
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第 1章 調査の経過と方法

第 1節 調査の経過

1.調査に至る経緯

当財団法人長野県埋蔵文化財センター (以下「県埋文センター」という。)は、その設立主旨から国及び県
の機関 (文化財保護法施行令 (昭和50年令第267号 )第 1条に定める法人を含む。)により実施される公共開発事業
において、事業の実施に先駆け調査を済ませる義務をおう者 (以下「事業者」)の委託を受けて、埋蔵文化

財の調査を行うほか、埋蔵文化財の保護のための必要な事業及び研究を行う。この時、県埋文センタァが

委託を受けて行う調査 (以下「受託調査」という。)は、それに先立ち長野県教育委員会 (以下「県教委」とい

う。)が、行政上の調整を済ませた上で県埋文センターにおいて受託して行うことが適当であると認めた

ものについて実施される。

松原遺跡は、弥生時代中期後半 ,古墳時代後期 ,平安時代の遺跡と周知されていた遺跡である。平成元

年度に調査が開始されると、それらが一面ではなく、それぞれ間層をともなって文化層として確認される

に至った。このことは、当初予想されなかったことで、調査計画は変更を余儀なくされ、異例ともいえる

1月 から2月 にかけての厳冬期間の発掘調査を行うこととなった。なお、この時点でも確認された文化層

は弥生時代中期後半 ,同後期 ,古代・中世の 3枚で、縄文時代の文化層を確認するには至っていない。こ

れは、一つに工事工程の関係から分割調査が実施され (第 1図 )、 縄文時代の文化層が無い長野電鉄以西

の地区 (以下「西地区」という。)の調査が先行していたことによる。

翌平成 2年 4月 、③-1地区 (第 1図)で弥生時代中期後半の調査が終了し、中世の井戸址の断面図を作

成して調査完了という段階まで調査が進行した。ところが、井戸址を重機 (バックホー)で半割し、断面

観察をしたところ、所謂地山の部分に、炭化物を多量に含んだ黒味を帯びた土層が、地表下約 5mの とこ

ろで確認された。土壌化した土層であることには間違いなく、その広がりや遺物の有無などの確認のため

トレンチを入れたところ、加曽利 E式と思われる土器片と打製石斧がその層位から検出され、その土層自

体も水平堆積していることが確認された。ここに、松原遺跡での縄文時代文化層の発見があり、このこと

第 1節 調査の経過

o  (1:4,000) 100m

第 1図 松原遺跡東地区調査区設定図

｀
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第 1章 調査の経過と方法

は、善光寺平における縄文時代の遺跡の捉え方に対し、重要な問題を投げかける発端となることになる。

以下、年度を追って調査経過を概観する。なお、松原遺跡は上記したごとく、時代ごとに間層をもち、

それぞれ独立した形で捉えられることから、報告書も時代ごとに分冊で刊行していくという編集方針であ

る。したがって、本書は松原遺跡の報告書の中で、縄文時代編であるので、縄文時代の調査と直接関わり

の無い部分については割愛する。

2。 調査の体制と経過

(1)発掘調査 (平成 2年度～ 3年度 )

[平成 2年度調査体制]長野調査事務所長   峯村忠司

同  庶務部長  塚田次夫

同 庶務部長補佐 松本忠巳

同  調査部長  小林秀夫

同  調査課長  宮下健司

調査研究員 原 明芳 上田典男

白沢勝彦 田中 正

甲田圭吾 青木一男

廣瀬昭弘 藤沢袈裟一

[調査経過]前記したように、③‥1区で弥生中期後半面調査終了後、 4月 17日 に中世の井戸址を断ち害Jり 、

断面観察に臨んだところ、地山とされる部分に水平に堆積する炭化物を多量に含んだ黒味を帯びた土層が

観察された。その部分を拡張すると、同層から中期末葉と思われる磨消縄文が施された土器片と打製石斧

の出土をみた。同層の広がりを把握すべくトレンチ調査を実施したところ、すべての断面で同層が把握さ

れ、安定した広がりを持つことが確認された。各 トレンチ内で下部の状況を確認したところ、同層から約

30cmの ところから黒曜石製の剥片等が出土し、遺物包含層がさらに下位に存在することが明らかとなっ

た。下位の遺物包含層の時期を確認するため、 4月 21日 にトレンチを拡張し、面的調査を実施。中期初頭

と思われる土器片と焼土址を中心におびただしい焼骨片が出土した。 5月 2日 には、東側を拡張し、 トレ

ンチ内で遺物の出土をみた面 (南半部=前期末葉)と先の拡張区で遺構が検出された面 (北半部=中期初頭)

の 2面に調査を分け、同時に面的調査を進めた。南半部では、 2× 2mグ リッド内を市松に掘り下げてい

く方法をとり、遺物取り上げについては 1× lm、 深さ10cm幅 を単位に一括することとした。遺物の出

土量は豊富で、粗密はあるものの調査範囲全面に分布することが確認された。出土遺物は前期末葉の土器

片と石器類が中心である。同時に、焼土址が数基確認された。一方北半部では、住居址と想定される落ち

込みが検出され、調査を進めた。その結果、 4軒の竪穴住居址が重複

して検出され、その内 1軒の住居址のピット内からは、中期初頭に位

置付けられる完形土器が出土した。 5月 21日 をもって③-1区の調査を

終了するが、ここでの調査を試掘調査と位置付け、今後の調査計画・

方法の指針とした。また、前年度引き渡しが終了した工事用道路部分

についても、 トレンチ調査実施の了解が得られ、重機による掘り下げ

と断面観察が実施された。その結果、同層及び下位の遺物包含層が山

際まで連綿と続くことが明らかとなり、東地区の調査範囲全面にわた

る調査の必要性が生じた。

この間、県文化課・道路公団・本線工事業者・当センターで協議が

伊藤克己 夏目大助 山崎光顕 三上徹也

宮脇正美 町田勝則 出河裕典 松岡忠一郎

岡沢康夫 小林清人 中沢道彦 西 香子

o (t:1,500) Som

第2図 ③-1区 トレンチ及び調査範囲
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第 1節 調査の経過

進められ、工事エリア 。工程及び調査期間等の変更が承認され、本遺跡の東地区について縄文面の全面調

査に踏み切ることとなった。

以下、分割調査のため記述が煩雑になるので調査区ごとに記載する。

③‐2区

弥生中期後半面調査終了後、7月 10日 より縄文

時代の調査を開始する。③-1区のトレンチ調査で

後期と思われる土器が 1点出土した層位上面まで、

重機による掘削を行う。その後、手作業にて遺構

検出等を実施するが、遺構・遺物とも検出されず、

この面・層位については調査の必要なしと判断す

る。次に、同じく先の調査で、土層上限に褐色土

のブロックが検出された層位上面まで、重機によ

る掘削を行う。手作業による遺構検出等を繰り返

第 3図 02区  中期末葉～後期前葉面 調査状況   し実施したところ、遺物出土はみられないものの、

複数の地点で落ち込みが数か所検出された。半割し断面観察をしたところ、いずれも断面形が不定形であ

り、炭化物の混入はあるものの周囲の混入状況と変化が見られず、遺物及び焼土粒子等、他の混入物も確

認されないため、自然営力によるものと判断した。したがって、この面・層位についても調査の必要なし

と判断し、以後、他の調査区についても、この方針で調査にあたることを確認する。 7月 17日 より、縄文

土器と打製石斧が出土した層位上面まで、重機による掘削を行う。手作業による遺構検出等を実施すると、

土器片の出土が相次ぎ、集中する部分や散漫に出土する部分が捉えられた。後期前葉と思われる土器が中

心で、明確に堀之内式土器と判断されるものも検出された。よって、この層位については面的調査を実施

することとし、中期末葉～後期前葉遺物包含層と捉えた。 7月 23日 に基準杭を設定し、それを基に 2× 2

mグ リッドを設定。10cm掘 り下げるごとに遺物を一括して取り上げる方法をとる。 8月 1日 より、遺物

の集中するグリッドを拡張し、面的調査に移行する。 8月 31日 には竪穴住居址 2軒、焼土址 2基、土坑 8

基という遺構が検出され、本格的な遺構調査に着手する。数々の遺構調査を終え、 9月 28日 に空中写真撮

影を実施する。以後、住居址の床面 。柱穴の断ち割り等を実施するとともに、弥生中期面の調査が残って

いた北東部について、中期末葉～後期前葉遺物包含層上面までの重機による掘削を開始する。なお、これ

まで調査した部分を③‐2a北東部を③…2bと 便宜的に称した。③‐2a区については、10月 5日 をもって調査

を終了し、中期初頭面の調査に向けて重機による掘削を開始する。途中、中期末葉～後期前葉遺物包含層

下限付近にて小ピットが検出され (杭列状遺構の一部)、 その調査にあたる。中期初頭面の調査に入ったの

は10月 15日 からで、早速、石製装飾品の出土を見るなど、豊富な遺物量に圧倒される。遺構調査とともに、

遺構からはずれる部分については、 1× lm、 深さ10cm幅 という単位で遺物取り上げを実施しながら掘

り下げを進めた。なお、③-2b区については、12月 12日 をもって中期末葉～後期前葉面の調査を終了し、

調査区内での段階差が解消された。12月 21日 に空中写真撮影を実施。その後も遺構調査等が続くが、12月

27日 をもって調査を一時中断する。 1月 7日 より調査を再開するが、凍結防止対策や降雪→除雪作業の繰

り返しで調査は難航。 2月 15日 、SB3015の調査終了をもって、本地区の調査を終了する。

⑤区

8月 2日 より、弥生中期面の調査と並行させながら、北半部について縄文時代の調査を開始する。後期

前葉面までの重機による掘削終了後、手作業による遺構検出作業を実施し、 8月 20日 には任意に トレンチ

を設定し、掘り下げを進める。遺物の出土した地点を拡張し、面的調査を実施したが、検出される遺構・

-3



第 1章 調査の経過と方法

中期末葉～後期前葉 前期末葉～中期初頭 遺物とも稀薄であり、9月 7日 をもって調査を終了

し、南半部の調査へ移行する。南半部については任

意にグリッドを設定し、調査を進めた。北半部と同

様に、検出される遺構・遺物は稀薄であり、10月 5

日をもって調査を終了する。中期初頭面の調査につ

いては、4× 4mのグリッド調査を実施した。10月

16日 より調査を開始したが、後期前葉面と同様に、

検出される遺構・遺物は稀薄であり、グリッドを拡

張することなく、11月 7日 をもって調査を終了する。

⑦区

10月 26日 、弥生中期後半面の調査が終了した西側

から縄文時代の調査を開始する。11月 7日 より、重

機での掘削と並行して手作業による縄文中期末葉～第4図 ⑤区 グリッド等設定図

後期前葉の遺物包含層の掘り下げを開始する。遺物は散漫に出土するが、遺構は検出されない。11月 18日

に至り、小ピットが検出され始め、11月 19日 、それらが列状に分布することが確認された。杭列状遺構の

検出である。ピットの分布は⑦区のほぼ全域にわたり、直線的、あるいは弧状の配列、 1列単位 02列単

位の配列等が確認された。12月 13日 には小林達雄國學院大学教授、同20日 には宮本長二郎奈良国立文化財

研究所建造物室長を招聘し、現地でご指導をいただく。この間、調査はピット群の検出・空中撮影・断面

観察を中心に、焼土址・土坑などの遺構調査、遺物の取り上げ等を実施した。また、杭列状遺構について

は、新聞各紙にも報道された。 1月 10日 より、調査の終了した東側から、前期末葉～中期初頭の遺物包含

層上面までの掘削を開始。遺構は検出されず、遺物も少量の出土をみるにとどまる。厳冬期を迎え、 2月

12日 から3月 4日 まで発掘作業を一時中断し、室内での整理作業を実施する。 3月 5日 に再開された調査

では、前期末葉～中期初頭の遺構が検出されはじめ、遺物取り上げ・遺構調査を並行しながら掘り下げを

進めた。 3月 26日 をもって今年度の調査を終了する。

③‐1,2区

弥生中期後半面調査終了後、9月 4日 より縄文時代の調査を開始する。中期末葉～後期前葉の遺物包含

層については、任意に4× 4mのグリッドを設定し、遺構検出を並行させながら掘り下げを進める。一部

で炭化物が集中する部分を拡張した場面もあったが、全体的に遺物の出土は極めて少なく、遺構も検出さ

れなかったことから、グリッド調査のみにて調査

を終了する。10月 1日 より前期末葉～中期初頭の

調査に入る。先の調査と同様にグリッドを設定し、

調査を進めたが、遺構も検出されず、遺物の出土

も得られなかった。途中、悪天候により調査区全

域が水没というアクシデントに見まわれたが、10

月25日 をもって調査を終了する。なお、調査区北

東部で河川址の調査を並行して実施していたとこ

ろ、河川址の断面にて前期末葉～中期初頭の遺物

包含層より下位にあたる層順から竪穴住居址が検

出された (sB3016)。 出土土器から、前期後葉の

住居址と推定され、本遺跡としては最古の遺構及

o (t:t,soo) som
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第 5図 01。2区 前期末葉～中期初頭面 グリッド設定図
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び遺物包含層の発見となる。他の調査区については、これに類する層位は検出されておらず、崖錐地形に

接するがゆえの所産と推浪Jさ れ、隣接する③‐3区の調査が期待された。

[平成 3年度調査体制]長野調査事務所長

同  庶務部長

峯村忠司

塚田次夫

同  庶務部長補佐 山寄今朝寛

同  調査部長

同  調査課長

小林秀夫

百瀬長秀 原 明芳 (整理課長代理 )

調査研究員 原 明芳 上田典男 百瀬忠幸 伊藤克己 大和龍一 田中貴美子

夏目大助 出河裕典 西 香子 岡沢康夫 小林清人

[調査経過]⑦区の前期末葉～中期初頭面と③‐3区の調査を実施。発掘調査の最終年度となる。なお、後

者については、古代面・弥生面及び河川址の調査終了後に着手となる。

⑦区 (前期末葉～中期初頭面)

前年度 3月 から調査を始めており、作業は継続。調査方法についても前年度と同様。遺構調査,遺物取

り上げが主体。地表面から縄文時代前期末葉の遺物包含層までの土層断面を転写し、保存処理室へ搬入。

5月 17日 をもって調査を終了する。

③‐3区

弥生中期面調査終了後、 6月 3日 より縄文時代の調査を

開始。重機による トレンチで 4枚の遺物包含層 (中期末

葉。前期後葉・同中葉・同前葉)を確認。最上面の中期末葉包

含層上面まで、重機による掘削を開始。中期末葉面の調査

に並行して、重機による掘削範囲を拡大するが、巨岩や大

量の排土が伴い一進一退の状況が続く。一方、調査所見か

らは、中期末葉の遺物包含層が調査区外北方へ広がること

が推定された。中期末葉面調査終了後、重機により掘削を

開始したが、出水が著しく、鋼矢板を打設し配水所を設け

る。 6月 13日 には、その配水所でクラムシェルを使用して、

前期後葉面以下の遺物包含層の有無を再確認した。その結

果、前期前葉面以下は礫層となることが判明した。

調査方法は他地区の縄文時代調査方法に準拠するが、遺

物取り上げに際しては全点 3次元 ドットを基本とし、遺構

Noは 8000番台を使用した。また、標準土層を設定し、遺

構・遺物にそれぞれ土層を明示する方法をとった。天候が

不安定だったこともあり、調査日程はずれこむ傾向にあっ

たが、10月 11日 をもって縄文時代の調査を終了するととも

に、本遺跡のすべての発掘調査が終了となる。

(2)整理作業 (平成 4年度～ 9年度 )

前半の平成 4～ 6年度は、松原遺跡全体の基礎整理作業として位置付けられる。調査期間等の関係で、

冬期整理作業の実施が十分でなかったこと、年度を越えた分割調査と大量の調査研究員の動員、さらには

第 6図  クラムシェルによる試掘

第 7図 03区  調査状況

-5-



第 1章 調査の経過と方法

想像を絶する膨大な遺構数・遺物量を抱えていたために、基礎的な整理に 3年間を要した。後半の 3年弱

については、遺物が保持する時代の特殊性ゆえ、整理計画の破綻が幾つかの場面で生じ、計画変更等が余

儀なくされた。以下、順を追って概略を記す。

[平成 4年度整理体制]長野調査事務所長  岡田正彦

同  庶務課長  山寄今朝寛

同  整理課長  原 明芳

調査研究員 上田典男

本格的な松原遺跡の整理作業に着手した年度であるが、本年度は弥生時代中期～中世の図面整理と人

骨・獣骨 ,金属製品 ,植物遺存体 ,昆虫等の分析・鑑定・保存処理を要する遺物の整理に終始し、縄文時

代の整理作業にまでは及ばなかった。

[平成 5年度整理体制] 長野調査事務所長  岡田正彦

同  庶務課長  羽生田博行

同  整理課長  原 明芳

調査研究員 上田典男 山極 充

前年度からの作業を継続しつつ、本遺跡出土のすべての土器・石器等の遺物洗浄・遺物台帳作成・注記

作業を中心とした整理作業を実施。一部、縄文時代の図面整理・土器接合作業に着手する。

[平成 6年度整理体制]長野調査事務所長  岡田正彦

同 庶務課長  羽生田博行

同  整理課長  原 明芳

調査研究員 上田典男 増村香子 調査員 山極 充 西嶋洋子

前年度同様の作業内容を継続するが、縄文土器の接合作業を本格的に開始し、器形復元・接合関係図等

に着手する。

[平成 7年度整理体制]長野調査事務所長  小林秀夫

同  庶務課長  外谷 功

同  調査課長  百瀬長秀

調査研究員 上田典男 青木一男 市川桂子 増村香子

調査員   西嶋洋子

時代別に担当者を置いたことにより、本格的に縄文時代の整理作業に取り組むこととなる。作業は、土

器の接合関係図作成・拓本・実測と石器類及び礫の基礎整理、水洗選別資料の整理、遺構図並びに遺構所

見の検討が中心となる。                            r

[平成 8年度整理体制]長野調査事務所長

同  庶務課長

同 調査 1課長

調査研究員 上田典男

調査員   西嶋洋子

小林秀夫

外谷 功

百瀬長秀

青木一男 市川桂子 藤森俊彦 増村香子
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第 2節 調査の方法

土器の実測・拓本・分類と石器の器種分類・観察・実測を中心に、実浪1図版・写真図版のレイアウトを

作成する。原稿執筆開始。なお、古代の遺構分析・住居址出土土器の接合作業を並行して実施した。

[平成 9年度整理体制]長野調査事務所長  小林秀夫

同  庶務課長  外谷 功

同  調査 1課長 百瀬長秀

調査研究員 上田典男 青木一男

調査員   西嶋洋子

実浪1図版・写真図版のレイアウトと土器・石器の実測・

版・原稿執筆にあたり、 3月 27日 に本報告書を刊行した。

した。

市川桂子 町田勝則

トレース・写真撮影などを経て、 トレース・製
なお、古代の土器接合・実測等を並行して実施

第 2節 調査の方法

発掘調査の方法

はじめに遺跡の名称・記号について触れておく。遺跡の名称は、長野県教育委員会作成の遺跡台帳に掲

載された「松原遺跡」とした。なお、文化庁に登録されている長野県埋蔵文化財包蔵地番号「6177松原遺

跡」に相当する。遺跡を表す記号は、当センターではァルファベット3文字で表記することを原則として

いる。本遺跡の場合、頭文字に長野県を9地区に分割した長野市に該当する「B」 を用い、次の 2文字は

「MATUBARA」 の「MA」 を付加して「BMA」 とした。この遺跡記号使用の目的は、発掘調査段
階での便宜を図ることはもとより、今後の情報処理システムにおけるデータベース化に対応するためのも

のでもある。したがって、少なくとも当センターが用いる遺跡記号については、 3文字の構成に重複はな

い。なお、遺物への注記、遺構・遺物の実測図についても「BMA」 の略号を用いて表記してある。

(1)試掘調査

中世井戸址の半割調査の際に、縄文時代の文化層の存在が確認されたという経緯があるため、計画的に

トレンチ調査を実施するまでには至らなかったものの、道路公団・本線工事業者の好意と協力を得て、短

期間の内に最大限の調査をすることができた。文化層の広がりとその時期判別を目的に、 トレンチ調査を
基本に、遺物の集中した地点については、一部面的な調査を実施した (第 2図 )。 加えて、平成元年度に

すでに調査が終了した側道部分についても、適宜 トレンチ調査を実施し、文化層の広がりを確認した。掘

り下げには重機 (バ ックホー)を用い、各地点とも中世井戸址半割の際と同様な深さ (弥生時代中期後半面以

下3～ 4m)をめどに掘削し、その後断面観察を実施した。

(2)面的調査

試掘調査の成果をもとに、原則的に東地区調査区の全面を調査することとした。ただし、調査面が深い

ため、安全確保や湧水除去を目的に、法面・大走りや排水溝などを設定したため、実際の調査面積は狭ま

っている。加えて、工事工程の関係から、分割調査を余儀なくされており、その者『度調査範囲の確保 ,安

全確保に努めた。しかし、各調査区との連携,調整が不十分な場合もあり、調査区を越えて分布する遺構

については、十分な調査ができなかった場面もあった。反省点として、今後に生かしていきたい。



第 1章 調査の経過と方法

調査は、試掘調査の段階で文化層と捉えた層序の上面まで、重機 (バックホー)に より掘削した。次に

手作業による遺構検出等を行い、その後遺構等の精査を実施した。

(3)主な遺構の調査方法

掘り込みを伴う遺構 (竪穴住居址,土坑等)については、先行 トレンチを入れて土層の状況を確認した後、

層位を追って面的に掘り下げるという一般的な方法をとった。‐ただし、遺構と遺構外との土質の違いが明

確でないため、平面からのプラン確認とサブトレンチによる断面での確認とを併用している。また、微細

な剥片・砕片が多量に出土した場合など、随時、遺構に対して任意に 3次元を設定して土ごと取り上げ、

後に水洗選別を実施した。

掘り込みは明確でないものの、遺物の分布が視覚的にまとまりとして捉えられたものについては、遺物

集中と称し、遺構として取り扱い、同様の調査を行った。

なお、遺構についても遺跡記号と同様の観点から、その性格により分類化した記号を用いた。ただし、

遺構記号は、遺構検出時に付しているため、調査を進めていく段階で、あるいは整理作業を進めていく中

で、記号が表す遺構の性格と実際の遺構の性格とが合致しなくなる場合もあり得る。本遺跡で使用した記

号は以下のとおりである。

SB・ ・・竪穴住居址

SK・ ・・土坑

SDe..溝 状遺構

SQ・ ・・遺物集中箇所

SFO・ ・焼土址

ST・ ・・掘立柱建物址

また、遺構記号の後に付加した番号は、他の時代の調査との重複を避けるため、試掘調査と捉えた③-1

地区を除き、基本的に3000番台を用い、地点が離れた③‥3地区についてのみは8000番台を用いた。

(4)測量の方法

グリッドの設定は、国土座標のメッシュに従うことを原則とした。浪J量基準点は国土地理院の平面直角

座標系の原点 (x=o。 0000 Y=0。0000長野県第Ⅷ系)を基点に 200倍の数値を選んで調査範囲内のX軸・Y

軸を浪J量基準線とした。これをもとに 200× 200mのグリッド (大 地々区)を設定し、さらにこれを40× 40

mの区画 (大地区)に分割した。大々地区は南西から北東方向へ I～Ⅷと記号を与え、大々地区の中に25

区画入る大地区については、北西から南東方向へ順次 A～ Yの記号を与えた。大地区をさらに、 8× 8m

ごと (中地区)、 2× 2mご と (小地区)に分割した (第 8図 )。 このうち中地区は、割付平面図 (縮尺1:20)

を作成する基準となり、調査を進めていく上でも一つの単位とした。こうして設定したグリッドを基準に、

簡易遣り方浪J量で遺構の実浪1等に当たった。なお、調査面が深くかつ複数に渡るため、実際の基準杭の設

定並びに絶対高の算出は浪1量業者に委託した。

(5)遺物の取り上げ方

遺構内から出土した遺物については、部分的に、一括して層位ごとに取り上げた場合もあるが、原則的

に、遺物の種類に囚われることなく全点番号を付し、 3次元 ドットで浪J量 した。遺構外出土の遺物につい

ては、 8× 8mの中地区を 1× lmの小区画に64分割し、それぞれ機械的に10cm単位の層厚で一括して

取り上げた。なお、③-3地区については、斜面上に立地することから、遺構外出土遺物についても3次元

ドットで測量し、取り上げを実施した。

(6)写真撮影

遺跡・遺構・出土遺物等の写真撮影には、マミヤRB6× 7と ニコンFM2(35mm)を 併用し、とも
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′          第 8図 大々地区の設定と割付

にモノクロプリント (フ ジネオパン)と カラーリバーサル (フ ジクローム)で撮影した。ただし、 6× 7カ

メラは、遺構の状況や性格による必要に応じての使用を原則とした。

写真撮影は調査研究員が行い、現像及び焼き付けについては業者に委託した。また、航空写真について

も業者に委託した。なお、報告書掲載写真の焼き付けは、当センターの写真セクションが実施した。

2 整理作業の方法

(1)発掘記録の整理

ア 図面類

検索の利便性を図るために、割付平面図

図面内容を明記した一覧表を作成した。

イ 台帳類
発掘調査中に作成した各種の台帳については、「現場台帳」と位置付け、それらを基に項目の変更や補

完等を行い、新たに各種台帳を作成した。

ウ 写真類

・断面図・微細図の 3種に分類し、それぞれ通し番号をふり、

大地区割付図

‐
２５

‐

20 22 23 24

25 26 27 28 29 30 32

33 34 35 36 37 38 39 40

42 43 44 45 46 47 48

49 50 52 53 54 55 56

57 58 59 60 62 63 64
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写真の整理については、発掘調査と並行して実施していたため、年度別調査区ごとにアルバム・台帳が

作成された。整理作業に至り、検索の利便性を図るために、モノクロ写真のネガアルバムについては年度

順に通し番号をふり、リバーサルフィルムについては遺構ごと・撮影項目ごとに並べ換えて新たにスライ

ドファイルを作成した。そして、モノクロ・リバーサルとも管理台帳・遺構別写真台帳を作成した。

(2)遺物の整理

ア 土器

出土したすべての土器を、前期中葉、前期末葉～中期初頭、中期末葉～後期前葉の 3種に大別し、遺物

台帳作成→注記→接合という流れで整理作業を実施 した。接合作業については、SBOO出土や○○区出

土といった枠組みを取り払い、全体が見渡せるように努めた。接合作業が終了した個体については、類型

ごとに通し番号をふり、接合関係・同一個体出土分布図 (平面・垂直)及び一覧表を作成した。ここで作

成された図を基に、分布の主体を検討し、個体の所属を判断した。ここで言う「所属」とは、あくまでも

分布の主体となる位置を指しており、遺構に伴う・伴わないといった従来の観念とは異なる。また、同時

に個体の文様要素・施文部位・施文順序・器形・出土レベル (絶対高)等の属性を一覧表化した。この時

点で、実測・拓本の別や写真撮影の方法等、報告書にむけての資料化の方法を決定した。

実測については、器形復元された個体を中心に、業者委託の写真実測撮影を積極的に採用した (lal写真

測図研究所,卸シン技術コンサル)。 納品された等倍の写真に トレシングペーパーを掛け、実物を観察しなが

ら写真をトレースしていく方法をとった。拓本については、文様の凹凸が著しい資料が多く困難を極めた

が、市販の食品用ラップフィルムを用いることでそれを克服し、忠実にかつ鮮明に文様を写し取ることが

可能となった。なお、報告書の掲載資料については、文様構成が認識される資料を基準に、できるだけ多

くの資料を掲載することに努めた。

イ 石器

遺物洗浄後、遺物台帳を作成。注記については、器種によって方法を変えて実施した。大形の礫石器に

ついては土器と同様に注記を施し、剥片石器については遺物に直接注記をせず、ビニール袋に注記Noを

記載するにとどめた。その後、時期別に器種分類をし、器種ごとに観察・計浪J・ 分析を進めた。実測につ

いては、土器と同様に業者委託の写真実測を大幅に導入した (lalシ ン技術コンサル)。 なお、土器で試みた

ような接合作業ができなかったことを明記しておく。

ウ その他の遺物 ,資料

遺跡内から出土した礫については、上記遺物と同様に一連の作業を実施した後、石質・重量・完形率の

度合い・被熱痕跡の有無などの観察項目を設定し、一覧表を作成した。合わせて遺構ごと・グリッドごと

の集計表を作成した。

獣骨に関しては、一覧表作成後、縄文時代のみならず一貫して、茂原信生京者『大学教授に鑑定 0分析を

依頼した。

種子・土壌試料 0年代浪J定試料に関しては、下記に示した通り、業者に委託した。なお、これらの成果

については、平成11年度刊行予定の「松原遺跡―総論編」で報告したい。

種子同定 :帥パレオ・ラボ

花粉・珪藻分析 :帥パリノ・サーヴェイ

プラント・オパール分析 :lalパ リノ・サーヴェイ

C14年代測定 :lalパ リノ・サーヴェイ
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第 2節 調査の方法

3。 報告書作成の分担

(1)執筆分担

本書は調査第 1課長百瀬長秀の指導と助言のもとに、調査研究員上田典男が編集・校正を行った。各文

章の執筆分担は下記のとおりである。

第 1章 ,第 2章第 3節 ,第 4章第 102節・第 3節 6,第 5章第 2節 1,第 6章第 2節……上田典男

第 2章第 102節 ,第 3章……………………………………………市川桂子

第 5章第 1節 2,第 2節 2,第 3節 2,第 6章第 3節……………町田勝則

第 4章第 3節 1～ 5,第 5章第 3節 1……………………`..………西嶋洋子

第 5章第 1節 1,第 6章第 1節………………………………………贄田 明

第 6章第 4節……………………………………………………………川崎 保

第 7章……………………………………………………………………原 明芳

また、本書には、茂原信生氏 (京都大学霊長類研究所教授)、 櫻井秀雄氏 (獨協医科大学第1解剖学教室)よ り

玉稿を賜わり、第 5章第 2節 3と して掲載した。記して謝意を表する。

(2)作業分担

基礎 作業 :上田典男・山極 充 0西嶋洋子

青木明美・鎌田美和子・北沢節子・北村久美子・近藤朋子・立岩洋子 0田 中由美・塚

田祐子・西村はるみ・半田訓子・半田純子・待井明美・朝倉妙子・飯田和子・市川佳

代子・今井美枝子・岩田あさ江 0梅原 祝・大沢映子・大沢 豊・太田豊子・大塚利

枝・大西啓子・大山久子・岡野みさ子・奥 幸子・奥田真弓・尾嶋平一・笠井純子・

片桐はまよ・片桐ゆかり・金子実子・熊木澄江・雲井博子・倉島恵子・小坂井定子・

小須田優子・小林尚子 0小山千恵子・西東千佳子・佐々木勅美・佐藤弘子・椎塚フサ

江・清水まゆみ・菅沼かよ子・鈴木洋子・摺田伸子・竹内幸子・田島富子・土屋京

子・土屋由美子・戸谷栄子・中村紀子・西沢英子・西村ウメノ・橋詰定子・原内美和

子・広瀬礼子・藤木正枝・前野よしえ・増沢ふさえ・松井礼子・丸山すみ子・丸山裕

子・丸山公子・三井美津子・三石恵子・峯村恵子・宮川千栄子・宮川美津枝・宮崎鶴

井・宮島珠子・宮原豊子・母袋欽哉・母袋満喜子・柳沢尚美・山崎恭一・山村容子 0

吉池浜子

土器・遺構 :上田典男 0西嶋洋子・贄田 明

赤羽啓子・石井ゆみ子 0風間春芳・鎌田美和子・北澤三枝子・倉島由美子・倉島洋

子・黒岩美枝・近藤朋子・高山徳子・竹内富美子・竹鼻多佳子・立岩洋子・寺沢恵

子・西村はるみ・半田訓子・半田純子・村松良子・山下千幸・米山敏子

石   器 :町田勝則

大田節子・児玉昌之・小林喜美子・島田恵子・清水栄子・高橋美穂・多羅澤美恵子・

名取さつき・西澤すみ江・西村美登子・村田雅子・山崎明子・米山広美

土器 復元 :徳永哲秀

安東武子・内山美砂・北沢節子・小林タイ・島崎信江・中沢さか枝・西川恵美子・西

沢米子・長谷川征子・松林節子・宮入さち・山岸隆男・米田ちえ子

写   真 :西嶋 力

北島康子 0小出紀彦
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第 2章 位置と環境

第 2章 位置と環境

第 1節 遺跡の位置

松原遺跡は長野盆地南東部の長野市松代町東寺尾に位置する。北側を金井山、南側を愛宕山で囲まれた

千曲川右岸の松原自然堤防上 (寺尾自然堤防とも呼|ゴれていた)に立地し、西側は蛭川によって削られている。

調査地は自然堤防上の最も幅広い部分に位置し、鳥打峠の南西の山麓から蛭川に向かって北東―南西方向

に約800m延びている。途中を道路等で分断されているが、便宜的に長野電鉄河東線より北東側を松原東、

南西側を松原西と呼んだ (第 9図 )。

第 2節 自然環境

長野盆地の地形

長野盆地は南北長さ40km、 東西幅8～ 10km、 標高330～ 400mの紡錘形をした盆地である。西側は西部

山地、東側は河東山地に明瞭に区分される。盆地の周辺は流入する中小河川の扇状地で埋められている。

長野市街地の中心部は裾花扇状地上に発達し、盆地南部は犀川扇状地からなる。盆地の中央部を南西―ゴL

東に流れる千曲川は、それらの扇状地の発達に影響され自由蛇行している (第 10図 )。

千曲川氾濫原上には、自然堤防や旧河道の砂堆・中州などの微高地と旧河道・後背湿地などの微低地が

あり、微地形を形成している。千曲川は更埴市稲荷山 0人幡付近で河床勾配を1:1000mと 緩め、北西か

第 9図 遺跡の位置 第10図 長野盆地の地形 (「中部地方 I」 赤羽花岡 1988に加筆)
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第 2節 自然環境

ら北東方向へ流れの向きを変え、蛇行を始める。千曲川の左岸側には八幡、稲荷山、塩崎、平久保、旧篠

ノ井 (東篠ノ井、横田)、 東福寺にかけて大規模な自然堤防が発達し、その西側には後背湿地が発達する。

右岸側も雨宮・清野・松代・牧島の自然堤防とその東側に後背湿地となる湾入低地が形成されている。

遺跡周辺の地形

長野盆地東側の河東山地は壮年期の侵食地形を示す。河東山地から延びる主な尾根は北西―南東方向に

延び、さらに枝状に小さな尾根が広がる。山麓線は入り組んでおり、千曲川氾濫原と山地との境界線はリ

アス式海岸線のようである。松代付近の河東山地山麓部にはかなり急傾斜の扇状地が発達する。これらに

は崖錐性の堆積物の供給が多く扇状地堆積物とともに崖錐扇状地を形成する。松代城下町は、地蔵峠より

流れ出る蛭川 (関屋り||)・ 神田川によって形成された扇状地の末端部に発達した。清野や東条、西条付近

の山地において崖錐性の堆積物が押し出し地形を作る。松代町南東に位置する皆神山は標高659m、 比高

250mの、更新世中期の溶岩円頂丘である。

千曲川右岸は氾濫原であり清野、松代、牧島には道島・猫島・柳島・牧島など島のつく地名が多い。こ

の氾濫原はやや高い自然堤防 I群とやや低い自然堤防Ⅱ群、後背湿地、旧河道に区分される (第 12図 )。

清野付近は妻女山と離山の間に位置し、山脚は半円状の円弧を描く。ここには山沿いに後背湿地、その

北側に大規模な自然堤防が見られる。後背湿地はかつて排水不良の湿田で蓮田であった。自然堤防は明瞭

な旧河道を境に I群とⅡ群に区分できる。Ⅱ群は千曲川に近い地域に発達する。 I群 とⅡ群の比高差は最

大約1.5mである。自然堤防の中の旧河道部分も砂質の土壌からなり、畑として利用されている。松代町

岩野は薬師山の北側の山かげに洪水を避けて立地する中州集落である。

松代付近の低地は、ほぼ長野電鉄河東線より千曲川寄りに位置する。松代と東寺尾を結ぶ線より東に旧

河道はなく、千曲川の東側への湾入はこの辺りまでであった。海津城はかつて千曲川に臨んでおり、江戸

時代に大がかりな人力による流路変更が行われた。旧河道は百間堀と呼ばれ、現在まで残る。また、神田

川沿いの水田地も旧河道である。神田川は平成6年に蛭川を経ずに直接千曲川へ流れ込むような直線的河

川に改修された。

松原遺跡の立地する金井山や愛宕山の西側低地は、蛭川の東側の自然堤防 I群 と西側の自然堤防Ⅱ群に

区分される。 I群とⅡ群の比高差は最大約1.5mで ある。現地表面での帯状の凹凸や等高線の様子は縄文

時代以来の地形形成を反映していることが分かってきた。例えば現在山沿いに用水が流れて帯状に低くな

っている部分は古代までここに流路があった場所である。蛭川と直交する帯状の凹地の一部は地表面下 1

mに礫が分布し少なくとも古代に河道であったことが確認された (長野市教育委員会 1993)。 また弥生中期

の蛇行河川の跡は等高線と二致しているように見える。現地形が出来上がったのは中世頃である。自然堤

防上は桑畑、長芋栽培が行われており、近年果樹園も増加している。西寺尾集落は自然堤防Ⅱ群の中州上

標高351m前後の場所に立地する。蛭川は東寺尾で藤沢川を合流し、その下流で自然堤防を大きく侵食し

ながら千曲川に流れ込む。合流地点より上流では天丼川が発達し、周囲に低湿地を形成する。

更埴橋と関崎橋南方の牧島付近の低地は、小島田・牧島・大室の集落を取り巻くように湾曲している。

この低地は少なくとも2本の旧河道が明瞭に認められる。旧河道は水田として利用されていたが、近年に

なって畑へ転換されることが多くなってきている。金井池も旧河道の跡で千曲川の水位が上がれば水が噴

き出すといわれている。旧関東枝街道 (1日前橋街道)は湾曲した自然堤防上を通らず、松代丁′島打峠―大

室の直線的なルー トであったが、大正5年に山麓を通じる道につけかえられた。明治以前には千曲川の流

路を反映するように東寺尾・柴は埴科郡、牧島・小島田は更級郡、大室は高井郡に属していた。

松代町柴は千曲川に向かって突き出した金井山の突端にある標高349m前後の場所に立地する紡錘形を

-13-
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第 2章 位置と環境

した中洲集落である。水田が無く、大部分が疏菜地で、金井池の水を潅漑に利用していた。微高地ではあ

るが、対岸の小島田花立集落よりは2m程度低いので、堤防が出来る以前は洪水の際には集落背後の旧河

道の微凹地に湛水した。集落の立地としては、川が直接ぶつかりそうな場所は避ける場合が多いが、柴集

落を取り囲むように千曲川は曲がりながら流れている。松代藩祖真田信之の隠居所が柴にあった。

松代町小島田・牧島は、更埴橋下流の千曲川の水衝部に面した中洲上標高348mの場所に立地する集落

で、集落域の長軸が千曲川の流れと一致する楕円形である。南には半円を描いて旧河道の低地があり、水

田が開かれている。集落中央部の神社の辺りが、最も標高が高い。集落の耕地の大半は畑である。旧河道

の低地では陸稲を作っていたが、昭和30年代になって井戸をいくつも掘って水田化するようになった。

松代町大室は小規模な自然堤防 I群上に立地する。標高は346。 5mで自然堤防Ⅱ群との比高差は最大約

1.5mで ある。洪水に備え家屋は80cm程度の石積みをしたり、味噌蔵は1.8m程の間知を築いてあり、水辺

の集落景観を残している。

第 3節 縄文時代の遺跡分布

ここでは、長野盆地南東部及びその周囲の山間地に地域を限定して、縄文時代の遺跡について、時期を

追って概略を記す。なお、長野盆地南西部の状況については、当センターですでに報告しているので参照

されたい (綿田他 1994,市川他 1997)。

草創期 :山間地では須坂市の石小屋洞穴 (36)な どが知られるところであるが、長野盆地を取り囲む地域

では、唯一、爪形文土器が長野市村東山手遺跡 (6)で検出されている。ただし、村東山手遺跡では、該

期の遺構や他の遺物は検出されておらず、現状においては遺物散布地に相当するに過ぎない。とはいえ、

縄文時代の最も古い時期の足跡が、長野盆地南東部に印されていた点だけは抑えておきたい。

早期 :押型文土器を出土する遺跡は幾つか点在するが、いずれも山間地に位置している。本遺跡から程近

い長野市稲葉遺跡 (4)や更埴市百瀬遺跡 (53)・ 森将軍塚古墳などが挙げられる。しかし、草創期同様、

遺構等が検出されておらず、遺物散布地にとどまる。条痕文系土器群は、本遺跡の他に、村東山手遺跡で

土坑に伴って検出されている。出土した土器は鵜ケ島台式に相当し、この段階に至って生活の痕跡が、当

地域に明確な形で残されることとなった。しかも、遺跡が盆地部と山間部の境界線上 (崖錐末端部)に立

地している点注目される。

前期 :盆地内の自然堤防上に確実な形で生活の拠点が進出するのは、前期初頭の段階になってである。対

象地域から若千はずれるが、長野市石川条里遺跡 (9)に おいて地表下2。 5mの地点から、前期初頭段階

の竪穴住居址を中心とした遺構群=集落が多彩な遺物とともに検出されている (市りII他 1997)ι こうした

集落が検出された遺跡は、本遺跡を含めても、現状では2遺跡に過ぎず、盆地平坦部における居住域ある

いは土地利用の継続性等は見出し難い。ただし、 2遺跡とも地表下 2m以上での検出ということもあって、

広大な手つかずの地域にさらに多くの情報が埋没していることは想像に難くない。長野盆地周辺の扇状地

及び丘陵地帯で、前期後葉段階の集落遺跡や祭祀遺跡と考えられる遺跡が調査されていることも、それを

首肯する一つの拠り所となろう。なお、前者には中野市立ケ花遺跡 (26)・ 長野市松ノ木田遺跡 (10)な

どがあり、後者には豊野町上浅野遺跡 (37)が ある。一方山間地では、前代と同様に、遺物散布地という

形で少数ながらも検出されている。前述の稲葉遺跡や百瀬遺跡がそれである。

中期 :盆地内の自然堤防上に位置する更埴市屋代遺跡群 (49)で は、多少の断絶はあるものの、中期初頭

の段階から末葉に至るまで継続的に集落が形成されている。この遺跡も地表下 5m以上での検出となるが、

一般に見られる台地上の遺跡と何等変わるところはない。他に、詳細は不明ながら、須坂市三入道遺跡
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L 遺跡名 所在地
草

創 早
前 中 後 晩 文献

松原遺跡
長野市松代町
東寺尾

○ ◎ ◎ ◎ 11・ 12

屋地遺跡
長野市松代町
東条屋地

○

中村遣跡
長野市松代町
西条

○ 23・ 49

稲葉遺跡
長野市松代町
西条稲葉

○ ○ 〇

四ツ屋遺跡
長野市松代町
清野

○

村東山手遺跡
長野市松代町
大室

○ ◎ Ｏ

ｔ

◎ ◎

宮崎遺跡
長野市若穂
保科上和田

◎ ◎ ◎ 26・ 51

榎田遺跡
長野市若穂
綿内

○ 未報告

石川条里遺跡
長野市篠ノ井
塩崎

◎

松ノ本田遺跡
長野市浅川
東条

◎ 未報告

大倉崎遺跡
飯山市常盤
大倉崎

◎ 2・ 35

宮中遺跡
飯山市瑞穂
宮中

○ ◎ ◎ 2026

須多ヶ峰遺跡
飯山市飯山
須多ヶ峰

○

有尾遺跡
飯山市飯山
有尾

◎ 2・ 5026

山ノ神遺跡
飯山市静間
法花寺 0宮下

〇 ○ ○ ◎ 2・ 26

深沢遺跡 飯山市蓮深沢 ◎ 102・ 26

三枚原遺跡
木島平村穂高
三枚原

○ ○ ○ ○ ○ 6026

貫ノ木遺跡 信濃町柏原 ◎ ○ 14015・ 16

日向林B遺跡 信濃町官濃 ◎ ○

20 塞ノ神遺跡 信濃町富濃 ○ 24026
上赤塩遺跡 三水村上赤塩 ○ 38

22 風呂屋遺跡 豊田村上今井 ○ ○

23 南大原遺跡
豊田村今井
南大原

◎ 4・ 26

姥ヶ沢遺跡 中野市大俣 ○ ◎ 46

25 栗林遺跡
中野市栗林
北原

◎ ◎

立ヶ花遣跡 中野市立ヶ花 ◎ 47

間山遺跡
中野市間山
森下

〇 ○ 48

伊勢宮遺跡
山ノ内町
夜問瀬

◎ 26・ 64

佐野遺跡
山ノ内町
佐野畑中

◎ 26・ 63

上林中道南遺跡 山ノ内町上林 ○ ◎ ◎ 65

坪井遺跡 高山村中山 ○ ◎ ○ 26・ 34

橋場遺跡 須坂市日滝 ○ 30031
三入道遺跡 須坂市人町 ◎ ○

頭山遺跡 須坂市仁礼 ○

菖蒲沢岩陰遺跡
須坂市仁礼
仙仁山

◎ 26・ 31

石小屋洞穴遺跡
須坂市仁礼
仁礼山

○ ○ ○ 〇 ○ ○ 26・ 31

37 上浅野遺跡 豊野町上浅野 ◎ ○

38 丸山遺跡
牟礼村
高岡丸山

◎ ◎ ◎ 26・ 61

39 荷取洞窟遺跡
戸隠村
柵追通荷取

○ 26

40 宮遺跡
中条村中条
宮本

◎ ◎ ◎ 26043

L 遺跡名 所在地
草

創 早 前 中 後 晩 文献

41 筏遺跡
小メ|1村

小根山筏
○ ◎ ○

42 宮平遺跡
信州新町
信級宮平

○ ○ ○ ○ 26・ 29

43 お供平遺跡
信州新町
下市場

◎ 28・ 29

44 斎宮遺跡 信州新町水内 ○ ○ ○ ○ ○ 27・ 29

土口遺跡 更埴市土ロ ○

46 日ノ尾遺跡 更埴市土ロ ○

生仁遺跡
更埴市雨宮
生仁

○

48 城ノ内遺跡
更埴市屋代
城の内

○

49 屋代遺跡群 更埴市雨宮 ○ ◎ ◎ ◎ 13・ 14015
50 更埴条里遺跡 更埴市屋代 ◎ ◎ 12・ 13・ 14

屋代清水遺跡 更埴市屋代 ○ ◎

52 大穴遺跡 更埴市森 ○ ○ ○ ○

53 百瀬遺跡 更埴市倉科 ○ ○

54 沢山遺跡 更埴市森 ○

55 小坂西遺跡 更埴市桑原 ◎ ◎ ○ ○ 20

56 鳥林遺跡 更埴市桑原 ◎ ○ 〇 ○ 〇 20

57 池尻遣跡 更埴市桑原 ○ ○ 〇 ○ ○

58 佐野山遺跡 更埴市桑原 ○ ○

59 鍋久保遺跡
大岡村鍋久保
中牧

◎ ◎ 26・ 62

60 巾田遺跡 戸倉町幅田 ◎ ◎ 26

蝶葉遺跡 戸倉町羽尾 ◎ 32

62 保地遺跡 坂城町南条 ◎ ○ 26・ 33

63 唐沢岩陰遺跡
真田町
長十ノ原

○ ○ ○ ○ 26

陣の岩岩陰遺跡
真田町
長十ノ原

○ ○ ○ ○ 26060

四日市遺跡
真田町長横尾
四日市

○ ◎ ◎ ○ 25

大川遺跡 東部町和 ○ ◎ ○

67 鍛冶屋遺跡
東部町和 0

井高
○ ◎ ◎ ○ 40

68
桜畑遺跡
油田遺跡

東部町祢津
東町

○ ◎ ○ ○ 44

69 古屋敷遺跡 東部町新張 ◎ ○ 39

70 不動坂遺跡 東部町新張 ○ ◎ ○ 39

久保在家遺跡 東部町新張 ◎ 42

72 桜井戸遺跡
東部町滋野
桜井戸

◎ ○ 45

73
成立遺跡
寺ノ浦遺跡

東部町滋野戌
立・小諸市井
子寺ノ浦

◎ ◎ 26

74 郷土遺跡
小諸市
甲中郷土

◎ ◎ 26

75 石神遺跡 小諸市人幡 ◎ ○ ◎ ◎ 10012

76 大庭遺跡
立科町芦田
大庭

◎ ◎

77 深町遺跡
丸子町生田
深町

○ ◎ ◎ 57

78 渕ノ上遺跡 丸子町腰越 ○ ◎ ○ ○ ○ 59

79 下久根遺跡 丸子町東内 ◎ 58

80 岩ノロ遺跡
武石村上武石
岩ノロ ◎

六反田遺跡
長門町古町
六反田

○ ◎ ○

中道遺跡
長門町古町
中道

◎ ○

片羽遺跡
長門町長久保
新町片羽

○ ○ ○ 26・ 52

84 向六工遺跡 坂北村向六工 ◎ ○ ○

85 北村遺跡 明科町光 ◎ ◎
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第 3節 縄文時代の遺跡分布

(33)で 中期後半から後期にかけての敷石住居及び配石遺構が地表下0。5mの地点から検出されている。こ

れを含めても集落が形成されている遺跡は本遺跡と合わせて 3遺跡のみで、いずれも盆地平坦部に立地す

る。また、断片的な資料が、同様な立地をもつ長野市中村遺跡 (3)・ 榎田遺跡 (8)等から得られてい

る。山間地においても前掲の稲葉遺跡などで遺物出土の報告がなされている。

後期 :遺跡数は増大化傾向にあり、遺構を伴う遺跡としては、村東山手遺跡一敷石住居址・石棺墓等― ,

更埴市更埴条里遺跡 (50)一建物址・焼土址等―などが挙げられる。更埴市日ノ尾遺跡 (46)で も、地表

下 5mの所で土器が発見されたという報告があり、近接する更埴市土口遺跡 (45)を 含めて集落の存在が

推定されている。

晩期 :終末期に属する資料を出土した遺跡が多く、松代地区でも屋地遺跡 (2)・ 四ツ屋遺跡 (5)が あ

り、他に、屋代遺跡群・更埴条里遺跡などがある。これらの遺跡は、いずれも弥生時代を代表する遺跡と

なっており、次代への継続性が窺える。なお、今回の報告では掲載できなかったが、本遺跡からも弥生中

期の河川址から該期の土器が出土している。

以上のように、長野盆地南東部には縄文時代を通しても遺跡数は少なく、周囲の山間部を含めても、縄

文文化を叙述するには未だ材料不足と言わぎるを得ないのが現状である。本遺跡や屋代遺跡群のような、

地中深く包蔵されている遺跡が特別な事例なのではなく、むしろ一般的であったとすれば、ここに来てよ

うやく当地域の縄文文化の片鱗に触れたことになる。こうした遺跡の発見には偶然が伴い、ゆえにそれを

調査するとなると多岐にわたる諸条件をクリアしなければならない。いずれにしても、今後の動向に期待

すると共に注意を払う必要がある。

引用 0参考文献 (五十音順 )

1 飯山北高校地歴部     1966 『深沢遺跡』
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5 神田五六         1953 「長野県下水内郡飯山町有尾遺跡調査概報」『信濃』5¨8
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8 更埴市教育委員会     1992 『長野県更埴市屋代清水遺跡』
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向六工遺跡 十二遺跡 野口遺跡 古司遺跡 子尾入遺跡』
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28 信州新町教育委員会    1989 『お供平遺跡 Ⅱ』
29 信州新町史編纂委員会   1979 『信州新町史』上巻
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35 高橋桂・中島庄一・金井正三 1976 「JL信濃大倉崎遺跡調査報告」『信濃』28-4

36 武石村教育委員会     1993 『岩ノロ遺跡』
37 立科町教育委員会     1990 『大庭遺跡』
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48 中野市教育委員会     1992 『間山 Ⅱ』
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50 長野市教育委員会     1980 『四ツ屋遺跡・徳間遺跡・塩崎遺跡群』
51 長野市教育委員会     1988 『宮崎遺跡』
52 長門町教育委員会     1976 『片羽遺跡』
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58 丸子町教育委員会     1990 『下久根遺跡・二反田遺跡』
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調査地の層序

発掘調査地の堆積物は粒度の違いにより上部層と下部層の 2つに分けられる。これらをさらに色調、粒

度、遺物包合の有無によって I層からⅢ層に細分した。上部層は I層からⅥ層、下部層はⅦ層からШ層

である。上部層は全体的に砂質であり下部層は粘土質である。なお I層からⅦ層までは調査中に基本層序

として確定されたものであり、Ⅷ層より下位は整理作業中に区分したものである (第 図)。

I層は層厚20～ 30cmの茶褐色砂質シル ト層で現耕作土である。Ⅱ層は層厚20cmの黒褐色砂質シル ト層

で中・近世の遺物を包含する。Ⅲ層は層厚20～ 40cmの 暗褐色砂質シル ト層で古代の遺物包含層である。

Ⅳ層は層厚20cmの黒褐色砂質シル ト層で古墳・弥生後期の遺物包含層である。V層は層厚20～ 60cmの黄

褐色砂層で無遺物層である。松原東地区にはⅣ層の一部とV層は欠如している。Ⅵ層は層厚20～ 60cmの

黒褐色砂質シル ト層で弥生中期の遺物包含層である。Ⅶ層は層厚80～ 140cmの黄褐色砂混じリシル ト層で

無遺物層である。淡褐色のバンドを一部で挟むこともあるが層準として認められないのでⅦ層で一括した。

松原西地区では記録がないためⅧ層以下に相当する地層については不明である。Ⅷ層は層厚10～40cm

の黒褐色粘土質シル ト層で縄文中期末葉から後期前葉の遺物包含層である。Ⅸ層は層厚20～ 50cmの灰茶

褐色粘土質シル ト層である。 X層は層厚40～ 50cmの暗灰褐色から暗青灰色の粘土質シル ト層で縄文前期

末葉から中期初頭の遺物包含層である。Ⅲ層は層厚40cmの灰茶褐色粘土質シル ト層である。Ⅲ層は層厚

20～ 30cmのオリーブ褐色粘土質シル ト層で縄文前期中葉の遺物包含層である。Ш層は層厚20cm十の灰オ

西地区 東地区 ボーリング資料

I

Ⅱ

Ⅲ
黒褐色砂質シル ト層

Ⅷ

Ⅷ

Ⅸ

X

Ⅲ

Ⅲ

X皿

黒褐色砂質シル ト層

暗褐色砂質シル ト層

黒褐色砂質シル ト層

黄褐色砂混じリシル ト層

黒褐色粘土質シル ト層

灰茶褐色粘土質シル ト層

暗灰褐～暗青灰色粘土質シルト層

灰茶褐色粘土質シル ト層

オリーブ褐色粘土質シル ト層

灰オリーブ色粘土質シル ト層

く現代

く中近世

く古代

く弥生中期

く縄文中期末葉～後期前葉

く縄文前期末葉～中期初頭

く縄文前期中葉

シル ト質粘土

粘土

砂質粘土

新

世

更
　
新
　
世砂礫

第14図 基本層序
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350.0____

リーブ色粘土質シル ト層である。青色やオリーブ色味を帯びるのは地下水の影響と考えられる。

ボーリングコアの層序

昭和59年の道路公団によるボーリング調査の第一次土質調査報告書によると、松原遺跡内ではBl-41、

Bl-42、 Ssl-3の 3本の機械ボーリングがおこなわれている。ボーリング位置は、Bl-41は およそⅡ

I-25グ リッド付近、Bl-42は VH-16グ リッド付近、Ss l-3はⅦY-25グ リッド付近である (第 図)。

Bl-41は深度37.25mの コアで深度5。4mま では上位より砂質粘土、シル ト質粘土、砂混じり粘土からなる。

深度5.4m～ 6.5mは シル ト質の砂層からなり、深度6.5m以下は礫層からなる。深度16.35m以 下では再びシ

ル ト質粘土からなり、・腐植物を混入する層準もある。深度26.5m以下では砂層、深度28。7m以下で砂礫層

となる。Bl-42は深度10。45mの コアで、深度7.4mま では上位よリシル ト質粘土、粘土、砂質シル ト、シ

ル ト混じり細粒砂からなる。深度7.4m以下では砂礫層からなる。Ss l-3は詳しい記載はない。

2本のボーリングとも上部はシル ト・粘土などの細粒物質からなり、深度 6～ 7m以下は砂礫などの粗粒

第15図 柱状断面図
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現耕作土

中近世遺物包含層

古代遺物包含層

弥生後期～古墳前期包含層

砂層

弥生中期遺物包含層

シル ト層

0                     50m

物質からなる。またBl-41で は再び細粒物質と粗粒物質の堆積が繰り返されることが分かった。急激な

岩相の変化は堆積環境の変化を表している。細粒物質は小規模な洪水の堆積物、粗粒物質は大規模な洪水

の堆積物としてとらえることができる。このボーリング調査ではC14年代測定や年代の指標となる火山灰

層の検出などが行われていないので明確なことは言えないが、更新世と完新世の境界付近で海岸に接する

沖積低地では同じ時期に粗粒物質から細粒物質への岩相変化がみられること (井関1962,1983)、 内陸盆地

では諏訪湖の湖底堆積物に認められる岩相変化 (安間ほか199o)や長野盆地北部の延徳低地のボーリング

コアに認められる岩相変化 (赤羽1995)が報告されている。このことから深度 6～ 7mの急学な岩相変化
が見られる層準がほぼ更新世と完新世の境ではないかと考えられる。
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● 柱状位置
現耕作土

中近世遺物包含層

古代遺物包含層

弥生後期～古墳前期遺物包含層相当層

砂層

弥生中期遺物包含層

シル ト層

350.0

348。0____

第16図 柱状断面図
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縄文中期末葉～後期前葉遺物包含層

シル ト層

縄文前期末葉～中期初頭遺物包含層

縄文前期中葉遺物包含層

シル ト層
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第 4章 遺構

第 4章 遺構

第 1節 縄文時代早期末葉～前期後葉

概要 :時期別の遺構の種類・数は下記のとおりである。数字をみても明らかなように、前期中葉有尾式期

の遺構が主体を占め、前後の時期の遺構はわずかである。いずれも、金井山山麓斜面部の③-3区に位置す

る。出土土器の分布も、諸磯 b式土器を除いてこの地区に限定される。早期末葉に位置付けられる絡条体

圧痕文土器や貝殻背圧痕文が施文される土器等の出土はわずかであり、それ以後有尾式に至るまで、該当

する土器型式の土器の出土は皆無となる。有尾式期以前もしくは有尾式期でも古段階と考えられる2基の

焼土址については、遺構検出面が深いものの遺物の出土が無く時期を特定できない。また、有尾式に後続

する諸磯 a式土器は本遺跡から出土しておらず、本遺跡としては2度目の大きな断絶期を迎える。諸磯 b

式期に至ると、土器の分布状況が示すように、斜面部から平坦部への、いわば生活領域の拡大化が見てと

れるが、生活の痕跡となる遺構の存在は、調査した範囲では、斜面部に限られている。以後、断絶をはさ

んで下島式期に至るが、この段階で生活領域の中心は平坦部へと移動していく。

前期中葉有尾式期以前 :焼土址 2基

前期中葉 有尾式期 :竪穴住居址 2軒 ,焼土址42基 ,遺物集中箇所 4か所,土坑68基
前期後半 諸磯B式期 :竪穴住居址 2軒 ,遺物集中箇所 1か所

9:SK8013   21:SQ8002   33:SF8003

キ 10:SK8010 22:SK8042 34:SF8004
11:SIC8024   23:SQ8004   35:SF8007

ギト

第17図 早期末葉～前期後葉遺構分布図 (1:400)
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第 1節 縄文時代早期末葉～前期後葉

1。 竪穴住居址

SB3016    位置 :Ⅶ Y16

検出 :弥生中期面の調査終了後、SD102(河り|1址)の河床面よりさらに下の遺構検出を実施したところ、

調査区境の断面でSD102に削平される住居址の床面及び立ち上がりを確認。法面での検出のため、法面を

その部分だけ垂直に掘り下げていくことで調査を実施し、次年度に多くを託した。しかしながら、調査面

が深く、加えて軟弱地盤とおびただしい出水のため、次年度についても安全確保のためにこの部分を法面

として確保せぎるを得なくなり、調査は不能となってしまった。

規模・形状 :40cm幅の調査のため不確定ではあるが、平面形は円形を基調としていることが予想される。

なお、円形と仮定した場合、直径は4mと なる。

覆土 :炭化物を含む単一層。

床面 :平坦で、全体的に堅く締まっている。粒子状に粉砕された焼骨片が散布する。

炉 :調査した範囲のほぼ中央に位置し、30cm×25cmの範囲に赤褐色の被熱痕跡を残す。焼土及び炭化物

等の堆積は認められなかった。

柱穴 :柱穴とは断定しがたいが、径50cmの 円形ピットが 1基確認された。

遺物の出土状況 :ピ ット内から大量の安山岩製の砕片類が集中して出土している他、床面直上部などから

も大量の安山岩製の砕片類が出土した。

出土遺物 :[土器]諸磯 b式の土器片が 3点出土。 2点は浮線文系土器群で、 1点は沈線文系土器群であ

る。 [石器]石核 1点、剥片・砕片が2,708点 出土。

時期 :出土した土器から、前期後半諸磯 b式期とする。

SB8001    位置 :Ⅶ X5

検出 :周囲との合有物の差及び土器片・剥片類の出土から遺構の存在を確認し、平面精査の結果、遺構の

コーナー部が幾つか確認され、その規模から住居址と判断し調査を進めた。

規模・形状 :302× 281cmの 方形プランを呈し、深さは21cmを測る。床面積はおよそ 7ぽである。

覆土 :上下 2層に分層されるが漸移的で、大小の礫や炭化物が含まれる。

床面 :掘り方は見られず、地山を掘り下げ床面としている。特に堅緻な部分は見られず平坦であるが、地

山に包含されている大礫等が所々突出しており、それらは除去されてない。北西隅の壁は地山の巨礫の側

面をそのまま利用している。

炉 :な し。

柱穴 :竪穴の四辺に平行する配置のようにも見えるが、柱間は不揃いで、かつ直線的な配列も見出し難く

不明確。径15cm前後を最大とし、10cm前後が主体を占める。深さはいずれも10cm以下。

出土遺物 :[土器]大半が本址以外の所属とした土器の接合破片及び同一個体片である。本址所属の土器

は20片程で、爪形文を施した有尾式土器 (No.9)の他は、有尾式の範疇で捉えられる縄文が施文された

胴部・底部片である。一方、本址以外の所属とした土器は、多遺構間接合土器としたNo.107,115、 遺構外

土器としたNo.81,109,151、 SQ8002遺物としたNo.28の接合破片が出土している。また、諸磯 b式土器の遺

構外遺物としたNo.180の接合破片が出土している。[石器]Jヽ形刃器 1点、石核 3点の他、剥片・砕片が

11点出土。[その他]骨片・礫が出土。

時期 :所属を問わず、出土土器のほとんどが有尾式土器であることから、前期中葉有尾式期とする。
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SB30

SD102の 断面図 ※スクリーントーンは河川址 (SD102)河道内堆積土
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第 1節 縄文時代早期末葉～前期後葉

SB8002    位置 :Ⅶ Yll,16

検出 :調査区境に排水用として溝を設けた際、その断面に落ち込みを確認した。ほぼ中央には焼土の集中

箇所があり、落ち込みの規模から住居址と判断した。前年度に調査したSB3016に 近い位置にあり関連が

予想されたが、両者とも炉が検出されていること、床面レベルに隔たりがあることから別々の住居址と判

断した。重複部分が調査不能地域となってしまったため、新旧関係は不明である。

規模・形状 :322× 297cmの隅丸長方形プランを呈することが予想される。深さは34cmを測る。床面積は

3.5ぽ以上 9。 6ぽ以下と想定される。

覆土 :3層に分層され、壁際に所謂逆三角堆土が形成されている。

床面 :ほぼ平坦であるが、北側 (山側)に向かって低く傾斜する。

炉 :断面のみの確認ではあるが、中央南寄りに位置する。浅い皿状の掘り込み内に、多量の炭化物と共に

焼土がブロック・粒子状に遺存する状況で、被熱痕跡等は確認されなかった。

柱穴 :径15cm以下、深さ14cm以下の小規模なピットが 8基検出され、その内、壁に近い 3基が径・深さ

とも最大の部類で、柱穴としての機能を想定することが可能である。

遺物の出土状況 :出土遺物はほとんど無いという状況だが、西壁寄りの床面付近に剥片・砕片類の集中箇

所が見られた。

出土遺物 :[土器]2点 出土しており、一つは、屈曲する口縁部形態から諸磯 b式土器に比定され、一つ
は、斜縄文が施文される胴部破片である。いずれも遺存状況が悪く文様が不鮮明であり、図示 し得ない。

[石器]安山岩・黒曜石・チャート製の剥片・砕片が19点出土。

時期 :わずかに出土した土器片から、諸磯 b式期とする。

SK8015    位置 :Ⅶ S24,25

検出 :他遺構との重複関係が多く判然としない部分もあったが、色調や炭化物の混入の度合いによって、

平面精査で範囲を確認した。他遺構との重複部分については断面精査により新旧関係を把握した。

規模・形状 :大部分が調査区外にかかっているため推定の域を脱し得ないが、おそらく隅丸長方形プラン

を呈することが想定される。深さは16cmを測る。

覆土 :炭化物の混入の度合いや壁際など、部分的に異なる箇所が存在するが、いずれも漸移的な変化で、

基本的には単一層と捉えた。

床面 :ほぼ平坦で、堅緻な部分等は確認されなかった。また、付近の等高線と同様に、南西方向に緩やか

に傾斜している。なお、炉・柱穴とも調査した範囲では検出されなかった。

出土遺物 :[土器]本址所属とした土器では、口唇部に縦位に短沈線が施文される有尾式土器や、有尾式
土器の胴部屈曲部破片などがある。他に、絡条体圧痕文の施文された早期末葉の土器片や諸磯 b式の回縁

部破片が出土している。また、重複するSK8014所属土器とした、全面縄文施文の有尾式土器の接合破片

遺構
No. 位置

範囲(cm) 面積
(r)

平面形 炉 柱穴
出土遺物

時期 備考長軸 短軸 深さ 土器 石器 その他

3016 ⅦY16 400 (1,513) 地床炉 不 明 No。 6(Ⅳ ),No。 7(Ⅳ ),No.8(Ⅳ )
石核 ,剥片 B,大形剥片
砕片

諸礫 b

式

ビット内から大量の

安山岩製大形剥片

8001 ⅦX5 7,086 隅丸方形 盤
〔
20基 ,散在

No。 9(Ⅱ A3a),No.10(Ⅱ  Bb)
No.28(Ⅲ A),No.81(Ⅱ Alc)
No。 108(Ⅱ A2aア ),No.109(IA4aア )

No。 115(Ⅱ A3a力 ),No。 151(Ⅱ B4a)

No.180(Ⅳ ),Ⅱ Bb,底部

小形刃器 ,石核 ,剥片B
大形剥片 ,剥片 ,砕片 礫 有尾式

ⅦYll
ⅦY16

(322) (297) (3,567) 隔勒
皿状
ビット

8基 ,中央と
壁に沿う

No。 11(Ⅳ ),IV 剥片 B,大形剥片 ,剥片
砕片

礫
諸礫 b

式

SK
8015

Ⅶ

Ⅶ 266 (112)
(隅丸

長方形 )
不 明 不明

No。 12(Ⅱ A2aア ),No。 13(Ⅳ )
IA,Ⅱ A2,I Bb,文様不明

石鏃 ,石匙 ,小形刃器
磨石類 ,台石・石皿
大形剥片 ,剥片 B,砕片

礫 有尾式

第 2表 前期中・後葉 竪穴式住居址 (SB)一覧表
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第 4章 遺構

が出土している。 [石器]石鏃 3点 ,石匙 1点 ,小形刃器 2点 ,

片・砕片類が 5点出土。

石皿 0台石 1 点 ,磨石類 1点の他、剥

時期 :調査時はその規模から土坑 (SK)と して扱ったが、整理作業の段階で、底面が平坦なことや想定

される規模、出土遺物の組成及び量から、有尾式期の竪穴住居址と判断した。

2。 焼土址

45基が検出・調査された。このうち 1基は土坑として調査され、整理作業の段階で焼土址と把握 した。

いずれの遺構も検出が困難で、約 7害Jが火床面での遺構検出となってしまった。このことは、調査区が斜

面堆積物で覆われていることや、弥生から中世まで続く河川址の影響を受けているといった土壌環境のみ

に起因するのではなく、消火の際に周囲の土を利用するといったような焼土址の機能的な背景も一要因と

なったことが考えられる。半数近くの焼土址は、火床面下に覆土を伴っており、これは、数次にわたる使

用の痕跡が窺えるばかりでなく、利用方法の一端を示唆しているものと考える。

焼土址の平面分布を見ると、粗密があるものの、第23025図にあるように視覚的に弧状もしくは環状に

分布する地点が 2か所見られる。規模・形態等諸属性に共通性を見出し難いが、何等かの規制が働いてい

たことが予想される。また、垂直分布からは高低差が認められ、時期差を想定し得るが、傾斜地という立

地を考慮すれば即座に判断しかねる。むしろ、旧地表面の傾斜を表していると捉えるべきと考える。ただ

し、同一地点での高低差については、時期差と判断したい。こうしたケースは、第21図のSF8042,8044と

それ以外の遺構、第42図の土坑群と焼土址群に認められる。SF8042,8044を 有尾式期以前もしくは古い段

階の所産と想定したことは、このことによる。

構

ｏ。

遺

Ｎ 位置

規模 (cm)

平面形 被熱痕跡の状況

出土遺物

備考
長軸 短軸

火床面ま

での深 さ
掘 り込み
の深さ

土 器 石器 その他

8001 ⅦX 4 106 楕円形
底面にブロック状に赤褐色の被
熱痕跡 ,そ の周辺に暗赤褐色の

被熱痕跡

文様不明 小形刃器 礫 。骨

ⅦX 9 楕円形
底面から壁面にブロック状に被
熱痕跡 ,色不明

8003 ⅦX 9 楕円形
底面から壁面にブロック状に被
熱痕跡 ,色不明

ⅦX 9 長楕円形
底面から壁面にブロック状に被
熱痕跡 ,色不明

文様不明 骨片

8005
Ｘ

Ｘ

Ⅶ

Ⅶ
楕円形

底面にブロック状に被熱痕跡
色不明

No。 124(Ⅱ A3a力),Ⅱ Blb

文様不明
石鏃

小形刃器
礫 。骨片 大礫で覆われる

ⅦX10 128
不整

楕円形
ブロック状に被熱痕跡 ,色不明

No。 14(IA),No。 16(Ⅱ A2a)
No.66(Ⅱ A2),I Blbイ ,I Bl
文様不明

石鏃 礫 。骨片

8007 ⅦX10 楕円形 被熱痕跡 ,色不明 ⅡB,文様不明 骨片

8008 ⅦYll 124 不整形
底面に分散する形で暗赤褐色の

被熱痕跡有
台石 。石皿

砕片
礫・骨片 地山焼土化

ⅦYll 不整形
壁面から底面に至る範囲に赤褐
色の被熱痕跡

骨片 地山焼土化

8010 ⅦX10
不整

楕円形
ブロック状に被熱痕跡 ,色不明 No.15(Ⅱ Al),文様不明 RF,砕片 礫 。骨片

ⅦX 9
ⅦX10

楕円形 ブロック状に被熱痕跡 ,色不明 No。 16(Ⅱ A2a) 原石 ,剥片 B 礫 。骨片

8012 ⅦY 6 不整

楕円形
ブロック状に被熱痕跡 ,色不明 No.144(Ⅱ  Blbイ ) 礫 。骨片

8013 ⅦX10 不整

楕円形
ブロック状に被熱痕跡 ,色不明 骨片

ⅦX 4 104
不整

楕円形
ブロック状に暗褐色の被熱痕跡 No.65(Ⅱ A2),文様不明 台石 。石皿 礫・骨片

8015 ⅦX 5 楕円形 ブロック状に暗褐色の被熱痕跡
No。 18(Ⅱ Blbア ),No.115(Ⅱ A3a力 )
Ⅱ Blbア ,Ⅱ b

礫・骨片

8016 ⅦX10
不整

楕円形

底面にブロック状に被熱痕跡
色不明

No.65(Ⅱ A2),文様不明 礫・骨片

ⅦY25 不整形
壁面から底面に至る範囲に被熱

痕跡有 ,色不明
礫

8018 ⅦX 5 不整形 ブロック状に被熱痕跡 ,色不明
No.17(Ⅱ A3a),No.18(Ⅱ  Blbア )
No。 125(Ⅱ  A5c),Ⅱ B

大形剥片

砕片
礫 。骨片

8019 ⅦX10
不整

楕円形
ブロック状に被熱痕跡 ,色不明 No。 88(Ⅱ A2aア),No90(Ⅱ A2a工 ) 礫・骨片

第 3表 前期中葉 焼土址 (SF)一覧表 (1)
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遺構
No. 位置

規模 (cm)

平面形 被熱痕跡の状況

出土遺物

備考
長軸 短軸

火床面ま

での深さ
掘 り込み
の深 さ

土 器 石器 その他

ⅦXlo 不整

長方形
暗赤褐色の被熱痕跡

No.95(Ⅱ  A2a力 ),No。 125(Ⅱ  A5c)

No。 137(Ⅱ  B4b),Ⅱ A2,Ⅱ B
砕片 骨片

8021 ⅦY 6 楕円形 ブロック状に被熱痕跡 ,色不明 剥片 底面に小 ビット

8022 ⅦX 5 136 楕円形 中央に暗赤褐色の被熱痕跡
No.45(Ⅱ A3bア),No。 115(Ⅱ A3a力 )

No。 174(皿 G),Ⅱ B,文様不明
石核 ,石鏃
剥片B,砕片

礫

8023 ⅦX10 不整

長方形
被熱痕跡 ,色不明

No。65(IA2),No。 95(Ⅱ A2a力 )
No。 103(Ⅱ A2aア ),No。 117(Ⅱ A3a)

文様不明
磨石類 礫

8024 ⅦXlo 154 不整

長楕円形
ブロック状に被熱痕跡 ,色不明

No。 19(Ⅱ  Blbオ ),No.89(Ⅱ A2aイ )
Ⅱ Al,Ⅱ B,底部,文様不明

礫・骨片

8025 ⅦY 6 不整

楕円形
分散 して被熱痕跡 ,色不明

No.20(Ⅱ A2),No.65(Ⅱ A2)
ⅡA3,IB,文様不明

砕片 礫

ⅦXlo 不整形 な し ⅡA, IB 礫
遺構外に暗赤褐
色の被熱痕跡

8027 ⅦY 6 楕円形
壁面から底面にかけて被熱痕跡
色不明

No。 98(Ⅱ  A2a力 )

8028 ⅦY 6 不整

楕円形

底面に ドーナツ状に被熱痕跡
色不明

IB 礫・骨片

8029 ⅦY l 不整

楕円形
中央に被熱痕跡 ,色不明 石鏃

ⅦS25 楕円形
底面及び壁面にブロック状に被
熱痕跡、色不明

砕片 礫

ⅦY 6 46 (32) 楕円形 ブロック状に被熱痕跡 ,色不明 骨片

8032
ⅦY18
ⅦY19

不整

楕円形
赤褐色の被熱痕跡 地山焼土化

8033
ⅦY18
ⅦY23
ⅦY24

69 不整

楕円形
暗赤褐色の被熱痕跡 地山焼土化

ⅦX 5 (105) 不整

楕円形

上面に焼土堆積が認められるが

顕著な被熱痕跡は認められない
文様不明

礫

(集積 )

8035 ⅦY24 楕円形 2ヶ 所に暗赤褐色の被熱痕跡有 地山焼土化

ⅦYll 不整

楕円形
被熱痕跡 ,色不明 大形景J片 礫

8037 ⅦY 6 154 120 楕円形 中央に被熱痕跡 ,色不明 礫

ⅦY 6
ⅦYll

330 236 不整

楕円形
底面中央に赤褐色の被熱痕跡

No.21(Ⅱ A2aア ),No.22(Ⅱ A2a工 )
No.23(Ⅱ A4c),No。 24(Ⅱ  Blc)

No.65(Ⅱ A2),No。 90(Ⅱ A2a工 )
ⅡAlaイ ,IA2bア ,IA2,Ⅱ  A3
Ⅱ B3a,Ⅱ B,底部,文様不明

石核 ,小形刃器
磨石類 ,剥片 B
剥片 ,砕片

礫 。骨片 地山焼土化

ⅦY12 不整形 暗赤褐色の被熱痕跡 礫 地山焼土化

8040 ⅦY12 不整形 赤褐色の被熱痕跡 文様不明 地山焼土化

8041 ⅦY17 47 不整形 焼土堆積 礫

8042 ⅦX 5 158 楕円形 中央に暗赤褐色の被熱痕跡 UF

ⅦX 5 楕円形
焼土粒子を多量に含むが顕著な

被熱痕跡は認められなし

8044 ⅦY 7 (146) 不整形 2ヶ 所に被熱痕跡有 ,色不明
ＳＫ

８０２２
ⅦX 4 不整

楕円形

壁面から底面にかけて暗赤褐色
の被熱痕跡

IB 小形刃器

第 1節 縄文時代早期末葉～前期後葉

第 4表 前期中葉 焼土址 (SF)一覧表 (2)

約 7害Jが火床面での遺構検出となってしまったため、全体的な属性分析は困難であるが、いずれの焼土

址にも被熱痕跡が認められることから、機能的には火を焚いた施設とすることができる。さらに、火床面

で検出された焼土址のうち 6害Jが火床面下に覆土を伴っており、地表面を掘りくぼめて構築されることが

一般的であったことが窺える。また、SF8008(第 25図)や SF8034(第 23図)のように、大礫を伴う例が

あり、注目される。両者とも、掘り込み長軸の延長上に大礫があり、機能的な側面からの必然性を表して

いる可能性がある。しかも前者については石皿・台石であり、被熱により破砕した状態で出土している。

同様に、SF8034の礫にも被熱痕跡が認められる。したがって、これら二者については、礫を構造物の一

部とするか対象物とするかは別として、火を扱う行為において、礫が重要な意味をもって介在していたこ

とが理解される。出土した遺物の種類・組成で注目されるのは、SF8038で ある。突出した規模の焼土址

で、遺物の組成は、竪穴住居址に類似し、土器の接合関係も豊富で、中心的な役害Jを担っていた施設であ

ったことが想定される。したがって、他の焼土址とは一線を画して捉えておくことが必要となろう。いず

れにしても、焼土址は、本遺跡においては有尾式期の主要な遺構であり、情報量は少ないとはいえ、いま

だ活発化していない該期の遺構研究に一石を投じる重要な資料となり得るだろう。

-31-



第 4章 遺構
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第 1節 縄文時代早期末葉～前期後葉

3。 遺物集中

土器片の集中する 5か所を遺物集中として把握 した。その内 1か所 (SQ8001)については調査上の不

手際により、詳細が不明となってしまった。前期後葉のSQ8003を除き、他は前期中葉の土器群が集中す

る。 前期中葉の遺物集中については、SQ8002の ように複数個体の土器片が集中す るもの と、
SQ8004,8005の ように 1～ 2個体の土器片が集中するものとがある。前者については、地山に包含される

大礫に囲まれた部分に土器片が集中しており (第 19図 )、 大礫が地表面からそれぞれ露出していたとすれ

ば、大礫は土坑と同様な機能を有していたと考えられ、他の遺物集中とは性格が異なる可能性がある。な

お、三者とも石器類の出土は無に等しい。

SQ8003は 、ほぼ 1個体分の諸磯 b式土器が破片の状態で出土しており、他に多種の石器類が出土した。

構

ｏ。

遺

Ｎ
位置

範囲 (cm) 検出面での遺物組織 (%) 出土遺物
時期 備考長軸 短軸 垂直幅 絶対高 (m) 土器 石器類 礫 骨 土器 石器 その他

8001 ⅦS25 79 345。32～ 345。 45 詳細不明

8002 ⅦX 5 168 123 344.87～ 345。 05 94

No.25(Ⅱ A2),No。 26(I B4b)
No。 27(Ⅱ  Blb),No.28(Ⅲ A)
No。 108(Ⅱ A2aア ),No。 146(I Blb工 )
Ⅱ A2,I Bb

石鏃 礫
計
有尾式

ⅦY24 137 344.81～ 344.99 No。 29(Ⅳ ),文様不明
小形刃器 ,UF
RF,大 形剥片
剥片 ,砕片

講
式
ほぼ 1個体分の
土器

ⅦX 5 344.82～ 344.90
No。 30(I A2bイ ),No.115(Ⅱ A3a力 )
ⅡA2 剥片 有尾式

8005 ⅦY23 344.23～ 344。 35 No.31(IA2aア ),I Bb,文 様不明 有尾式 周囲にも散布

第 5表 前期中・後葉 遺物集中 (SQ)一覧表

4.土坑

66基が検出・調査された。規模・形態は様々であるが、相互の相関関係は認められない。断面形は皿状

を呈するものが半数以上あり、深さ20cm以下の土坑が約 8害Jを 占め、覆土は単一層のものが多い。また、

底面に凹凸のあるものや、地山の礫を壁または底面としている土坑も1割近く存在する。これらの特徴を

合わせて考えると、地表面において微地形としてあらわれる窪みに、遺物や堆積土が集積した可能性も否

定できない。ただし、その判断は困難で、今回土坑として報告する中にそうしたものが包括されている可

能性もあることを指摘しておきたい。

土坑の平面分布を見ると、他の遺構同様粗密が認められる。注目されるのは、重複関係が無く単独で構

築されているものが少ないという特徴があることに加え、重複関係をもつ土坑はほとんどの場合、土坑同

士という点である。また、焼土址が検出に困難を極めていたのに対して、比較的検出が容易であったこと

が指摘できる。これは、土坑覆土と地山の判別が焼土址に比し容易であったことを示 している。このこと

からして、土坑自体の機能が、多くの場合、地表面の一定の範囲を掘りくぼめ開放しておくことにあった

ことが推測される。したがって、今回報告する土坑群については、穴を埋め戻した状態で機能する墓墳等

に相当する遺構とは、一線を画することができると言えよう。種類・量とも豊富な遺物を出土 した

SK8053,8054,8055,8057,8059な どの大型で断面皿状の浅い土坑については、廃棄の場としての機能が想定

され、焼土址と重複、または近接するSK8044,8061な どは、焼土址と直接的あるいは間接的な関連を持っ

て構築されていたと考えられる。=方、単独で構築されているSK8052は 、断面袋状を呈しており、貯蔵

穴であった可能性が指摘される。いずれにせよ、上記の土坑も含めて機能・性格を云々するには、今回の

調査で得られた情報は少なく、さらなる資料操作が必要であることは言うまでも無く、竪穴住居址や焼土

址を含めた遺構群の一資料として、今回は提示せぎるを得ない。
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第 4章 遺構

遺構No. 位置
規模 (cm) 形状

覆土の状況
出土遺物

備考
長率由 短軸 深 さ 平面形 断面形 土器 石器 その他

ⅦS24 楕円形 鍋底状 複層、炭化物混 SK8062-→ SK8001

ⅦS24 楕円形 鍋底状 単一層 礫 SK8015-SK8002

ⅦS25 楕円形 皿状
単一層

炭化物・焼土粒混

No。 32(Ⅱ  Blb),No。 83(Ⅱ A2a力 )
Ⅱ Blb,I Bb

石鏃 ,小形刃器 ,磨石類
剥片 B,砕片

礫・骨片
SK8015,SK8018
-→SK8003

ⅦX 5 楕円形 すり鉢状 単一層

8005 ⅦX 5 楕円形 鍋底状 単一層

8006 ⅦX 5 楕円形 鍋底状 単一層

8007 ⅦX 5 44 楕円形 鍋底状 単一層

ⅦX 5 50 楕円形 皿状 単一層、炭化物混 骨片
地山の大礫を壁面
として利用

ⅦX 4 長楕円形 皿状 単一層 Ⅱ Bb 礫 SK8009-SK8063

ⅦX 4 隅丸

長方形
鍋底状 単一層 No.105(Ⅱ A2aオ),Ⅱ Al,Ⅱ B 底面に凹凸有り

SK8010-SK8012

ⅦX 4 楕円形 皿状 単一層
No。 105(Ⅱ A2aオ ),Ⅱ B
文様不明

礫
SK8012,SK8022,
SK8023-→ SK8011

ⅦX 4 楕円形 鍋底状 単一層
No。 105(Ⅱ A2aオ),IB
文様不明

礫
SK8010-SK8012→
SK8011,SK8013

ⅦX 4 楕円形 鍋底状 単一層 石鏃 礫
底面に段差有 り
SK8012-→ SK8013

ⅦS24 楕円形 鍋底状 単一層、炭化物混
No.36(Ⅱ  Blbオ ),No.39(Ⅱ  Blbイ )
ⅡA2

礫 。骨片
SK8015-→ SK8014→
SK8065

ⅦY 7 楕円形 皿状 単一層、炭化物混 文様不明 剥片 ,砕片

ⅦX 5 楕円形 鍋底状 単一層

ⅦS25 皿状 単一層、炭化物混 小形刃器 ,剥片 B 骨片
SK8015→ SK8018-
SK8003

ⅦX 5 楕円形 皿状 単一層 SK8019-SF8018

8020 ⅦX 4 楕円形 皿状 単一層、炭化物混
No。 37(Ⅱ A3a工),No。 38(I Blb)
No。 137(Ⅱ  B4b),IB 大形剥片

8021 ⅦX 4 128 不整形 皿状 単一層、炭化物混

No。 39(Ⅱ  Blbイ ),No。 40(Ⅱ Blb)

No。 146(Ⅱ  Blb工 ),Ⅱ Al,Ⅱ A2
Ⅱ Bb,Ⅲ A,文様不明

石核 ,小形刃器 礫 SK8021-→ SK8023

8023 ⅦX 4
不整

楕円形
鍋底状 単一層 No.33(Ⅱ Ala) 砕片

SK8021→ SK8023→
SK8011,SK8022

ⅦX 4 楕円形 皿状
上下 2層
炭化物・焼土粒混

No.41(Ⅱ A5b工 ),No.42(ⅢA)
No.81(Ⅱ Alc)

石鏃 ,小形刃器 ,砕片

8025 ⅦX 4 楕円形 すり鉢状
単一層
炭化物・焼土粒混

ⅦY12 楕円形 鍋底状 単一層 底面に段差有り

8027 ⅦY12 172 108 楕円形 鍋底状 単一層
上げ底気味
SK8066-SK8027

8028 ⅦY17 楕円形 皿状 単一層 砕片 SK8067-→SK8028

8029
ⅦY17
ⅦY18

20 長楕円形 皿状 単一層 Ⅱ Bb SK8068-SK8029

8030 ⅦY18 224 23 不整円形 鍋底状 単一層 SK8030-SK8069

8031
ⅦY18
ⅦY23

楕円形 皿状 単一層

ⅦY23 298 長楕円形 皿状 単一層

8033 ⅦY18 楕円形 皿状 単一層

8034 ⅦX 4
不整

楕円形
鍋底状

上下 2層
炭化物混

SK8035-→SK8034

8035 ⅦX 4 長楕円形 皿状
単一層
炭化物 >焼土粒混

No.41(Ⅱ A5b工 ),Ⅱ A2,I Bb 石鏃 ,石核 , 砕片 礫
SK8035→>SK8034,

SK8036

ⅦX 4
ⅦX 5

108 不整円形 鍋底状

3層 に分層
(地山崩落土層含 )

炭化物混

焼土粒下層のみ混

No.65(Ⅱ A2),No.83(Ⅱ  A2a力 )
No。 134(Ⅱ  B2cウ ),Ⅱ Blb,Ⅱ  Bb

文様不明
石鏃 ,石核 ,剥片 ,砕片 礫 。骨片 SK8035-→SK8036

8038

ⅦY24
ⅦY25
VE 4
VE 5

楕円形 皿状 単一層、炭化物混 剥片 SK8039-SK8038

8039
ⅦY24
ⅦY25

142
不整

楕円形
鍋底状 単一層 骨片 SK8039-SK8038

ⅦY25 楕円形 皿状 単一層 SK8040-SK8041

8041 ⅦY25 144 長楕円形 鍋底状 単一層、炭化物多混 Ⅱ Bb,文様不明
SK8040-SK8041-→
SK8042

ⅦY25 楕円形 皿状 単一層、炭化物多混 SK8041→ SK8042

ⅦY25 楕円形 皿状 単一層

ⅦY25 楕円形 柱穴状 単一層 SK8044→ SF8017

8045
ⅦY19
ⅦY24

132 楕円形 鍋底状
上下 2層
上層に炭化物混

8046
Ｗ

Ｅ

Ⅶ

Ｖ
隅丸方形 鍋底状 単一層 SK8046-SK8047

8047 ⅦY24 楕円形 皿状 単一層 SK8046-SK8047

8048 ⅦX10 (長楕円形 ) 皿状
単一層

炭化物・焼土粒混

No.89(Ⅱ A2aア ),No.98(Ⅱ A2a力 )
No。 148(I Blb),Ⅱ 2,Ⅱ B3a
Ⅱ Bb,文様不明

骨片

8049 ⅦS24 楕円形 皿状 複層
No。 34(Ⅱ A2a),No.35(Ⅱ A2)

Ⅱ Al,Ⅱ Bb,底部 原石 骨片 SK8049-→SK8070

ⅦX15 楕円形 鍋底状 単一層、炭化物混
No.43(Ⅱ Ala),No.35(Ⅱ A2a)
ⅡAl,Ⅱ Bb,底部

礫

8052 ⅦY24 不整円形 袋状 複層 文様不明
壁オーバーハング
底面凹凸有り

第 6表 前期中葉 土坑 (SK)一覧表 (1)
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遺構No. 位置
規模 (cm) 形状

覆土の状況
出 十キ音物

備考長軸 短軸 深 さ 平面形 断面形 土 器 石 器 その他

ⅦX 5 228 長楕円形 皿 状 複層 (漸移的 )

No.23(Ⅲ A),No。 34(Ⅱ  B2cウ )
No.45(Ⅱ  A3bア ),No.46(ⅢA)
No。 47(Ⅱ Ala),No。 48(Ⅱ B4b)
No.80(Ⅱ Ala工 ),No.115(Ⅱ A3a力 )
No。 136(I Blbウ ),No.174(Ⅲ G)
ⅡAl,Ⅱ A2,I Blb,I Bb
ⅢC,底部,文様不明

石鏃 ,大形剥片 ,砕片 礫

底面凹凸有 り
中央部高まる
SK8053→ SF8022

8054 ⅦX 5 130 不整形 皿状 単一層

No。 18(Ⅱ  Blbア ),No.52(Ⅱ A4bア )
No。 53(Ⅱ A2a),No.54(Ⅱ A2)
No。 55(Ⅱ  B4bイ),No.65(Ⅱ A2)
No.89(IA2aア ),No。 115(Ⅱ A3a力 )
底部,文様不明

石核 ,uF,磨 石類
剥片 ,砕片 礫 SK8056-→ SK8054

ⅦY 6 107 長楕円形 皿状
単一層
炭化物・焼土粒混

No.51(Ⅱ Ala),Ⅱ  Bb,文様不明
石鏃 ,台石 。石皿 ,剥片
砕片 骨片

ⅦX 5 楕円形 すり鉢状 単一層、炭化物混 SF8034→ SK8056-
SK8054

ⅦY13 150 楕円形 皿 状
No.56(Ⅱ Ala),No.57(Ⅱ A3a)
No.58(Ⅱ A3a),No.59(Ⅱ A2)
No.60(Ⅱ B4b),No.61(Ⅱ Blb)
No.81(Ⅱ Alc),No。 98(Ⅱ A2a力 )
No。 141(I Blb),Ⅱ Al,Ⅱ A2
ⅡA3,Ⅱ B4b,I Bb,底 部
文様不明

石核 ,石鏃 ,刃器
磨石類 ,台石・石皿
UF,剥 片 ,砕片 SK8059-SK8057

8059
ⅦY13
ⅦY18 273 楕円形 皿状

ⅦY 6
ⅦY 7 楕円形 皿状 複層 No。 115(Ⅱ A3a力),Ⅱ Bb 礫 。骨片

地山の礫を壁面と
して使用

ⅦYll 楕円形 皿状
上下2層

炭化物・焼土粒混

No.21(IA2aア ),No。 62(Ⅲ A)
No.63(Ⅱ B4b),No.149(I B4b)
ⅡA2,I Bb,文様不明

石 匙

8061 ⅦYll 47 長楕円形 二段底 No.64(I Blb工 ),Ⅱ Bb 石核 ,剥片 B 骨片 SF8038-→ SK8061
8062 ⅦS24 楕円形 鍋底状 単一層 SK8062-→ SK8001
ⅦX 4 不整

楕円形
皿状 単一層 。炭化物混 底部 ,文様不明 礫

SK8009,SK8064→
SK8063

ⅦX 4 稚帥
皿状 単一層・炭化物混 SK8064-SK8063

8065 ⅦS24 楕円形 皿状 単一層 SK8014-SK8065
8066 ⅦY12 148 楕円形 鍋底状 単一層 SK8066-SK8027
ⅦY17 (楕円形 ) 皿状 単一層 SK8067→ SK8028
ⅦY17 82 長楕円形 皿状 単一層 SK8068-SK8029
ⅦY18 長楕円形 鍋底状 単一層 SK8030-SK8069
ⅦS24 楕円形 皿状 単一層 。炭化物混 SK8049-SK8070

0 (1 :500)lom

第 7表 前期中葉 土坑 (SK)一覧表 (2)
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第 1節 縄文時代早期末葉～前期後葉
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第22図 前期中・後葉 遺構図 1 断面図 (1:40)
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SF8008

第 1節 縄文時代早期末葉～前期後葉

C345.00  D
SF8008 粒∠ゆ畿

S

SF8008
1:暗オリーブ色土 焼土粒子一少 炭化物一多 骨粉一微
2:暗赤褐色焼土 炭化物一多 骨粉一微
3:赤褐色土 被熱により地山が赤変化

A345.00            B
~~~   SF8009

1:暗オリーブ色土 焼土粒子一少
炭化物一多 骨粉一微
2:赤褐色土 被熱により地山が赤変化

A345.00    B

SF8021

オリーブ色土

焼土粒子・炭化物一微

A345.00  B

SF8031

1:赤褐色焼土
オリーブ色土粒子・炭化物一微

2:オ リーブ色土
焼土粒子・炭化物一少

A345.00

A345.00       B

SF8012
:暗オリーブ灰色土 炭化物一少 骨粉
:赤褐色焼土 オリーブ色土粒子―微
:オ リーブ色土 焼土粒子・炭化物・炭化物―微

A 345.00      B

SF8019

1:赤褐色焼土
2:オ リーブ色土 焼土粒子・炭化物一少

SF8038

骨粉

A345。00     B

SF8025

:赤褐色焼土 炭化物一微
:オ リーブ色土 焼土粒子・炭化物一少

A345.00     B

SF8036

345。00 A    B

SF8027

A345.00

:オ リーブ色土 焼土粒子・炭化物―少
:赤褐色焼土 オリーブ色土粒子 。炭化物―微
:オ リーブ色土 焼土粒子一微

B

オリーブ色土

焼土粒子一少

A345.00

SF8037

B    C 345。 00 D

SF8038

1:黒褐色土 焼土粒子・炭化物・骨粉
2:赤褐色焼土 炭化物 骨粉一少   3:暗 赤褐色土 被熱により地山が赤変化

E 345.00                                             F

上限に骨片多量に分布

A345.00       B

SK8050

SF8038

暗オリーブ灰色土 炭化物一少

A345.00 B   A 345.00

SK8055

B

SK8055

A345.00    B

SK8060

1:暗オリーブ灰色土
焼土粒子一微 炭化物―少
2:杯オリーブ色土
焼土粒子・炭化物一微 骨粉

暗オリーブ灰色土 焼土粒子一微 炭化物―少 o 土器

・ 石器類

第26図 前期中・後葉 遺構図 3 断面図 (1:40)
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第 1節 縄文時代早期末葉～前期後葉
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第 4章 遺構
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第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭

概要 :該期の遺構数は、遺物の出土量と

ともに本遺跡では最も多く、同時に、重

複関係も著しい。遺構分布をみると、調

査区南西部に集中し、ほぼVP区 を境に

分布が散漫かつ希薄になり、調査区北東

部は遺物散布が確認されるのみとなる。

数値的にみると、前期中葉と同様に焼

土址が主要な遺構となろうが、竪穴住居

址も、該期においては検出例の多い遺跡

として捉えられよう。検出された遺構の

種類・数は下記の通りであるが、遺構の

重複関係が示すとおり、相対的にはさら

に細分時期が与えられる。しかしながら、

伴出遺物が僅少あるいは皆無であったり、

構築―使用一廃絶といったサイクルが施

設によって異なっていることが予想され

るので、総体的な評価を得るには至って

いない。ただ、竪穴住居址については、

ある程度均一的なサイクルが予想 され、

かつ遺物からの情報が得られているので、

個々の遺構の項に記した。

また、土器編年上、前期末葉晴ケ峯式

期には、該当する土器も含めて、遺構の

減少化傾向が窺えるものの、下島式期か

ら中期初頭に至るまで一貫して平坦部を

生活領域の中心 としてお り、斜面部

(③ -3区)に は、わずかに土器片が散布

するに留まる。斜面部には該期の遺構が

一切検出されておらず、前期中葉の在り

方とは対照的である。以後、断絶をはさ

んで中期末葉に至るが、生活領域の変動

は見られない。

竪穴住居址 :22軒

焼 土 址 :140基

遺物 集中 :34か所

土   坑 :103基 第32図 前期末葉～中期初頭遺構分布図 1
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第 4章 遺構

0

SF3Oee \ O Sm136

o            (1:400)           20m

◎

SD300が
≡`≡)          SQ3ッ ′′

1:二 :｀ 、ヽ
馳04     つSRИ0       1S品ぎ

開
′)

Ⅲ l^翠 И ⌒ /s円∞4     、` ノ′/′

l sttaO     ,3鑓        S顆
7§

0

∬剛2 も 型bS
S03022f 
｀`
 ヽ 
τてfゝ

38%郷」∬‰  邸獅` 覇

ゴ       W4X l
SQ30161、、_〕)

0~′重驚♀ブ
Ю2鳳

1。4 V SR033 /短 r｀
毬175 ~`′

蓼〆h絣碗1%Ⅷ"ず
36t、
T2ザぎy7登圭

SUO剛
%…
 二

軋 浙 な 紺 ン

Ss4諭 =t馬
て 予

⑩ 8
SK3237 Q゙3010ノ ざt=驚

sogon&l<i

"W3  m… ⌒  SⅧl」● sttЮ 0
◎  SF3051t叉淋
S“Ю2 s円解6dS円 "9

没
Sttr◎

■マ7n S“鮮 ′瑾  ^sttw 誠

∩

sF1010
o

sKlzo1@ o sptoog

o osptott
sF1008

第33図 前期末葉～中期初頭遺構分布図 2

′9´ ⌒́、
SW4

Q  Q

-48-



第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭

1 竪穴住居址

SBl165  位置 :Ⅱ E8,9   SBl167を切る
検出 :中期初頭遺構検出面にて、一定の範囲でおびただしい量の土器・石器類の出土がみられ、その遺物

の集中箇所にトレンチを入れたところ、立ち上がり等が確認できたため、後述するSBl166 0 1167と ともに

竪穴住居址と判断し、調査を進めた。

床面 :堅緻な部分や貼り床等検出されなかったものの、遺物出土の減少とそれが面的に抑えられたこと、

また、その面で複数の落ち込みが確認された点を考慮し、床面と判断した。床面以下には、掘り方は確認

されず、地山を掘り下げて床面を形成している。

炉 :明確な痕跡は見出せなかったが、床面のほぼ中央に皿状のピットがあり、覆土中から焼土が検出され

ている。床面上で検出された他のピット内からは焼土は検出されていないことやその位置関係などから、

中央部の皿状ピットを炉址もしくは炉に相当する施設として捉えておく。

柱穴 :15基確認されたが、いずれも深さ15cm内外と浅く、配置も規則性はみられない。

遺物の出土状況 :石器類が主体を占め、ほぼ全域からの出土をみるが、東半部により集中する。

時期 :本址を分布の主体と,する土器はいずれもⅦ群に属し、また、文様不明の土器片を含めても、出土土

器全体の60%以上がⅦ群であることに加え、SBl167を 切って構築されていることから、中期初頭とする。

SBl166  位置 :Ⅱ E4,9   SBl167を切る
検出 :SBl165と 同様に、遺物の集中する範囲を竪穴住居址と捉え、断面観察から遺構のプランを確定した

が、住居址の東半部となる③-2区においては、遺物の集中出土,掘 り込み等は確認できなかった。

床面 :堅緻な部分や貼り床等検出されなかったものの、遺物出土の減少とそれが面的に抑えられたこと、

また、その面で複数の落ち込みが確認された点を考慮し、床面と判断した。床面以下には、掘り方は確認

されず、地山を掘り下げて床面を形成している。

柱穴 :7基確認され、いずれも深さ15cm以下と浅いものの、壁に沿って分布する。

遺物の出土状況 :石器類が主体を占め、床面からやや浮いた状態で、調査範囲のほぼ全域から出土する。

時期 :本址を分布の主体とする土器のほとんどはⅦ群に属し、また、文様不明の土器片を含めても、出土

土器全体の74%以上がⅦ群であることに加え、SBl167を切って構築されていることから、中期初頭とする。

SBl 1 67   位置 : ⅡE3, 4, 8, 9   SBl165,1166,1173に 切られる

覆土 :単一層であるが、部分的に焼土粒子・炭化物が集中する箇所がある。本址を切るSBl165よ りも炭化

物等の混入物が多く、やや軟弱である。

床面 :堅緻な部分や貼り床等検出されなかったものの、遺物出土の減少とそれが面的に抑えられたこと、

また、その面で複数の落ち込みが確認された点を考慮し、床面と判断した。床面以下には、掘り方は確認

されず、地山を掘り下げて床面を形成している。

炉 :明確な痕跡は見出せなかったが、床面のほぼ中央に大形のピットがあり、覆土上層から焼土ブロック

が検出されている。床面上で検出された他のピット内からは焼土は検出されていないことやその位置関係

などから、中央部のピットを炉址もしくは炉に相当する施設として捉えておく。

柱穴 :15基確認され、最大40cm、 最小 9cmと 深さにばらつきがある。中央寄りに 3基分布するが、基本

的に壁に沿って分布する形態をとる。

その他の施設 :長軸96cm、 短軸55cmの不整楕円形プランを呈し、深さ47cmを沢Jる ピットが北東壁際で検
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第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭

出された。底面にやや斜めながらも正位に置かれていたかのように中期初頭の完形土器 (13)が出土した。

ピット自体及び完形土器の持つ機能・用途については不明であるが、柱穴とは異なった施設とすることが

できよう。

遺物の出土状況 :石器類を主体に、床面から浮いた状態で、南西部に集中する。

時期 :P3底面から中期初頭の完形土器 (13)が出土していることから、中期初頭とする。

SBl 1 73   位置 :Ⅱ E3,4    SBl167を切る

検出 :調査区境に位置することから、調査行程の関係で 3次に分けての調査となる。

床面 :貼り床等は施されていないものの、ほぼ全面にわたってタタキ状の堅緻な床面をなす。床面以下に

は、掘り方は確認されず、地山を掘り下げて床面を形成し、敲き締めたと考えられる。部分的に周満状の

落ち込みが検出されたが、間仕切り等の意図を持って施されたものかどうかは不明である。また、赤色顔

料 ,炭化物の集中箇所がそれぞれ床面直上で検出された。

炉 :床面のほぼ中央に 3基検出され、いずれも著しい被熱痕跡が床面と同レベルで確認されているが、様

相はそれぞれ異なっている。Flは 、黄褐色の被熱痕跡を中心に、赤褐色、暗赤褐色の順で同心円状に被熱

痕跡が観察されており、使用した時間・回数とも頻繁であったことが想定される。F2は、浅い掘り込みの

上面に暗赤褐色の被熱痕跡のみが確認された。F3は、炭化物層の下位及び周囲に暗赤褐色の被熱痕跡が確

認された。これら三者に、用途面で使い分けがあったのか、あるいはFlの状況が、炉または住居使用の最

終形態を示しているのかは判断がつきかねるところである。なお、各炉址からそれぞれ 2点の土壌試料を

採取し、燃料材を推定する目的でプラント・オパール分析をlalパ リノ・サーヴェイに依頼した。詳細な報

告については別の機会に譲るが、イネ科植物及びイネ科以外の植物珪酸体を形成しない植物を燃料材とし

て利用していたことが分析結果から導き出されている。また、組織片ではなく単体の植物珪酸体の産状か

ら、住居址または集落の周囲に、ススキ属やヨシ属などのイネ科植物の生育が推定されている。

柱穴 :規模の相違はあるものの、30基が壁に沿う配置形態で検出された。径45cm前後の大形のピットは

深く、かつ炉の周囲に位置し、小形のものは壁際に巡る。前者を主柱穴、後者を支柱穴と言えようか。

遺物の出土状況 :土器・石器類とも覆土中、床面直上、ピット内等、満遍なく出土。赤色顔料が北東の壁

際、床面直上に集中出土している。

時期 :本址を分布の主体とする土器のほとんどはⅦ群に属し、また、文様不明の土器片を含めても、出土

土器全体の70%以上がⅦ群であることに加え、SBl167を 切って構築されていることから、中期初頭とする。

SB3009  位置 :Ⅲ A196,7

検出 :不明確ながらも、周囲との遺物出土状況の差及び含有物の差から平面的にプランを抑え、その規模

から住居址を想定した。先行 トレンチにて壁の立ち上がりを確認し、ほぼ中央に位置する古代の井戸址に

て炉及び床面を確認し、住居址と判断した。

覆土 :上下 2層に分層されるが、漸移的である。焼骨片を多量に含むことが特徴的である。

床面 :床面全面というわけではないが、炉の周囲を中心として比較的堅固な部分が面的に広がる。床面以

下には、掘り方は確認されず、地山を掘り下げて床面を形成している。

炉 :床面のほぼ中央に 2か所構築されている。いずれも、掘り込みの浅い皿状の地床炉で、被熱痕跡が顕

著にみられる。なお、両者の使用に関わる時間的な先後関係等は見出せなかった。

柱穴 :壁に沿う配置形態で13基検出された。いずれも径20cm前後、深さ10cm前後と規模の小さいもので、

主柱穴とみなせるようなものは存在しない。

―-53-―



第 4章 遺構

ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
寸
。ｏ
ヾ
∞
　
く

器
訳
ミ
く

Ｈ
民

６
一
ネ

陣
経

¨
９

あ
Ｈ
タ

総
博

Ｈ
ヽ

お
Ｈ
ネ

製
陣

¨
口

寺
Ｈ
ネ

』
Ｄ

¨
∞
Ｈ
Ｉ
“
ネ

漱
博

ニ

ネ

ぜ

ml

〉くメミS'1::|

ミ
ｆ
　
』
認
弊

図
や
像
尽
興

/∞    ヨ

∫●

―

ｌ

ｌ

ヽ

Ｒ

ＩＩ Ｉ

ＩＩ Ｉ

閣

Ｗ

＝

――

―

―

Ｈ
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
』

づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
　
　
　
´
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

Ｒ
Ｆ

０
飩

ρ
　
　
　
　
　
　
“

０
１
傘
中

・
゛
ざ
ヽ
　
引
螺
綱
燿
煮
雪

（Ｋ
Ｋ
）
＼
“
９

Ｈ
ヾ

０
１
傘
車

。
さ
翠
べ
　
引
螺
綱
翠
煮

（興
煮
）
＼
“
９

¨
∞

ml

Ｄ
拠
朧
畑
興
引

¨
К
翼

―

　
　
―

　
　
ト

　
　
ト

曽

“
　
　
　
　
　
　
Ｎ
Ｈ
飩
　
　
　
　
Ｈ
Ｈ
飩
　
　
　
　
ｏ
Ｈ
飩

ρ
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
´
　
　
　
“
　
　
　
　
´
　
　
ｄ
　
　
　
´
　
　
“
　
〇
〇
．〇
寸
∞

―

　

　

，

　
　
，

∞
魚
　
　
　
　
　
　
Ｎ
魚
　
　
　
　
　
Ｈ
魚

´
　
　
　
　
　
ｄ
　
　
　
ρ
　
　
　
ｄ
　
　
　
ρ
　
　
　
“
　
〇
〇
．〇
寸
∞

喩
―
傘
蚊
　
さ
―
さ
ご
ム

・
中
興
引
螺

（燿
楓
罫
）
＼
饉
ｒ８

¨
Ｎ

哺
―
傘
車
　
さ
―
゛
ざ
痣

（燿
紙
罫
）
＼
饉
６
Ｈ
¨
Ｈ

〇
〇
．Φ
寸
∞
　
く

×

:1配〉

11こ b

ilと

'

00°9フ8  Э

電1昌

[|こ

遵 |

第37図 前期末葉～中期初頭竪穴住居址 (4)
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1:10YR%(に ぶい黄褐)
2:10YR%(に ぶい黄褐)炭化物・骨粉―少
3:10YR%(褐 )黄褐色砂質土 。暗赤褐色の焼土ブロック混

遺物分布図 (土器 )

第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭
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第 4章 遺構

遺物の出土状況 :床面より浮いた状態で、多量に出土。平面・垂直とも特に集中する部分は見られない。

時期 :本址を分布の主体とする土器のほとんどはⅦ群に属し、No.38の同一個体がSBl165,1173か らも出土

していること、また、文様不明の土器片を含めても、出土土器全体の73%以上がⅦ群であることから、中

期初頭とする。

SB3010  位置 :Ⅲ A2,7

検出 :不明確ながらも、周囲との遺物出土状況の差及び含有物の差から平面的にプランを抑え、その規模

から住居址を想定した。先行 トレンチにて壁の立ち上がりを確認し、プラン内に位置する古代の井戸址に

て炉及び床面を確認し、住居址と判断した。

覆土 :上中下の 3層に分層され、色調からは漸移的な変化が読み取れる。ただし、中層には焼骨片が混入

し、下層には地山の砂質土がブロック状に混入しており、混入物の変化は明確である。

床面 :堅緻な部分や貼り床等検出されなかったものの、遺物出土の減少とそれが面的に抑えられたこと、

また、その面で被熱痕跡の明確な炉址と思われる部分が 3か所確認された点を考慮し、床面と判断した。

床面以下には、掘り方は確認されず、地山を掘り下げて床面を形成している。

炉 :3基検出され、いずれも床面中央ではなく壁に寄った部分に位置する。掘り込みは浅く、不整なプラ

ンを呈する。なお、F10F2は暗赤褐色の被熱痕跡、F3については、赤褐色・暗赤褐色の被熱痕跡が確認

されている。

柱穴 :不規則な配置で 6基検出されている。すべてが柱穴と言えるかどうかは、不規則な配置
0深さとい

った点から、疑間が残る。

遺物の出土状況 :平面的には、石器類は満遍なく分布するものの、土器片は南北 2極に集中する傾向が読

み取れる。

時期 :本址を分布の主体とする土器のほとんどはV群に属し、また、文様不明の土器片を含めても、出土

土器全体の86%以上がV群であることから、前期末葉下島式期とする。

SB3013  位置 :Ⅳ Y20,V U16

検出 :中期初頭の遺物包含層を掘り下げ中、焼土址が 2基検出され、その周囲から器形復元が可能な土器

の大形破片が数個体分出土したことで、この一帯を竪穴住居址と想定し、調査を進めた。柱穴と考えられ

る落ち込みが同一面で数か所確認され、床面と判断した。整理作業の段階で、上面で検出された遺物集中

(SQ)の分布範囲と重なることから、調査時点で確認したプランを若干広げ、竪穴住居址として遺構図を

作成した。

覆土 :上下 2層に分層されるが、漸移的である。

床面 :堅緻な部分や貼り床等検出されなかったものの、遺物出土の減少とそれが面的に抑えられたこと、

また、その面で複数の落ち込みが確認された点を考慮し、床面と判断した。床面以下には、掘り方は確認

されず、地山を掘り下げて床面を形成している。

炉 :床面のほぼ中央に、明瞭な被熱痕跡 (赤褐色・暗赤褐色)を伴う地床炉が2基検出された。両者とも

掘り込みを伴わず、周囲に小ピットが巡る。被熱痕跡内には焼獣骨片集中部が観察される。なお、両者の

使用に関わる時間的先後関係等は見出せなかった。

柱穴 :炉周囲の小ピットを除き15基が検出された。Pl～P6は径・深さとも大形で、炉をはさみほぼ対称形

の配置が窺えることから主柱穴と想定できよう。

遺物の出土状況 :床面から土器の大形破片が個体別にまとまりを持って出土している。

-56-



第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭

陶 斎
P靱
聯 哩 響 Ⅲ 驚

○
■

0∫%○ 電
（翠
）
＼
饉
６
日

（翠
枢
■
“
星
）
＼
饉
ｒ９

（翠
枢
К
）
＼
饉
６
Ｈ

（駆
紙
■
“
せ
）
＼
饉
６
Ｈ

（暉
楓
■
“
里
）
＼
饉
６
Ｈ

（翠
枢
■
“
星
）
＼
饉
ｒ８

た

ト

ヽ
［
　
　
　
【
　
ヽ
出
　
　
　
　
　
脳

器区外 Pヽ:9T～フI挙 器里 :9～シ挙
In:81～ι挙 騨ュ :ε 挙

弔比 :Z挙

器区 :I挙

▽
▽

▽▽

卜

Ｆ

け

Ｆ

ト

ー

　

ト

ド

炉

レ

，

卜

　

”

Ｐ

い

い

ト
レ

図
に
転
゛
興

芋ヨ
ヨ

いいオ

や
　
ヽ
“
　
　
　
　
　
“

〇
〇
．Ю
寸
∞

OI°9フ 8

汀%

（駆
枢
■
“
里
）
＼
饉
６
Ｈ
一
Ｎ

騨
Ｓ
∞
傘
¨

・
゛
ざ
痣

（翠
紙
■
“
せ
）
＼
饉
６
Ｈ
¨
［

Ｏ
Ｈ
．Φ
寸
∞
　
くく|

∞
Ｈ
）
∞
ｍ
∽

Cl

マ
。

υ♂
・

事澤

口gl ぜ
覺
flロ ロ    l

ロ
ロL%8  ▽・

16 Ъ」
□□
  。

}

乳
・
□▽・l

第39図 前期末葉～中期初頭竪穴住居址 (6)



（暉
蒸
便
）
Ｓ
Ｒ
ヽ
か
口
纂
Ｏ
引
狐
台
綱
駆
枢
　
ぶ
∞
―
∞
Ｓ
ギ
痣

（翠
纂
―
い
ヽ
）
＼
袂
ヽ

一
ｏ

押
蝶
突
引
凱
台
綱
駆
枢
Ｏ
∃
釈
測
興
“
一
´

Ｓ
∞
ヽ
か
口
ヽ
Ｏ
引
凱
台
Ｊ
駆
枢
　
Ｓ
Ю
Ｉ
∞
墨
ざ
業

（駆
纂
―
ヽ
長
型
）
＼
袂
ヽ

一
ｃ

К

Ｆ

Ｄ

，

ト

ト

い

ｈ

‥

Ｄ

寸∞
飩
　
∞Ｎ
』
　
　
　
　
∞Ｎ
飩
　
　
　
　
　
Ｈ∞
餞
　
　
　
ｏ∞
飩
　
　
　
　
０「
』
　
　
　
　
∞Ｈ
飩
　
　
　
　
　
卜Ｈ
飩
　
　
　
　
　
　
。
「
飩

P19じ

A 345.60

1:10YR/(褐 )炭化物 2%混
2:10YR%(に ぶい黄褐)炭化物 1%混
3:10YR%(に ぶい黄褐)炭化物 2%混 (集中箇所あり)
4:10YR%(灰黄褐)
5:2.5Y%(暗 オリーブ褐)
焼土粒子 2% 炭化物 3% 骨粉 1% 黄褐色砂質土のブロック5%
6:5Y/(暗オリーブ)竪穴掘り方に相当 炭化物 1%

[|こ |

ρ

l Φ
飩

● |

遺構外出土 土器No。234・ 248・ 279・ 298

接合関係及び同一個体分布図

ρ
　
　
　
　
“

ρ
　
　
　
　
“

∩
|∩|

へ
、́
口
纂
幽

ヾ

，

，

ト

ト

⇒

非

↓

李

口
餞
　
　
　
　
　
　
ヾ
Ｈ
飩
　
　
　
　
∞
】
飩
　
　
　
Ｎ
Ｈ
角

ρ

　

ｄ

ρ

“

ρ

“

ρ

“

ρ

“

ρ

　

‘

´

　

“

蜃

ヾ
∞

―

ト

ト

ー

出

　

”

fVUE12

第 4章 遺構

SB3014

・ VUC12

ρ
　
　
　
　
“
　
　
　
ρ

　

‘
　

　

ρ

　

ｄ
　

　

ρ
　
　
　
“
　

　

ρ
　

　

“
　

　

´
　
　
　
　
　
に
　
　
　
ρ
　

　

　

“

〇
い
。い
「
∞

崎
飩

寸
飩

ρ

　

　

“
　
　
　
ρ

　

　

“

Ｎ
飩
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
飩

「

　

Ｊ

　

¶

Ｊ

Ｒ

Ю記

〇
〇
。い
０
∞
　

〇

Ｂ
一

OPl

L◎

+OL◎P"可
∴ b牲◎蹴P9 aP19

P loag」Ъ   .。上
P13

A

+

∞
魚

´
　
　
　
　
“

％
ｈ

(土器の縮尺不同)

為Y19   +

４５

４５

４５

４５

４５

４５

４５

４５

４４

４４

４４

・No。234
・No。248
▲No.279
△No.298

第40図 前期末葉～中期初頭竪穴住居址 (7)

―-58-―



第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭

時期 :床面からまとまって出土した土器の大形破片がいずれもⅦ群に属し、加えて、本址を分布の主体と

する土器についてもほとんどがⅦ群に属することから、中期初頭とする。

SB3014  位置 :V Ull,12,16,17

検出 :遺物包含層最下部で土器片等の遺物が集中して出土したため、 トレンチを入れ遺構検出をしたとこ

ろ、住居址床面と想定される堅緻な面が平坦に、一定範囲広がることから住居址と判断し調査を進めた。

覆土 :基本的に上下 2ないし3層に分層されるが、漸移的であり、いずれも堅く締まった覆土である。ブ

ロック状の堆積土を含むことから、人為的な埋め戻しが想定される。

床面 :本址は竪穴に掘り方を伴うことから、粗堀り後、土を入れ平坦に整えた上で、床面を形成している

ことが窺える。

炉 :床面のほぼ中央に、断面形が皿状で、覆土に焼土粒子・骨粉が混入するピットが検出された。明確な

被熱痕跡は確認されなかったが、竪穴覆土・柱穴覆土ともに焼土粒子は混在しておらず、形状・位置・覆

土といった点から炉址と判断した。

柱穴 :小規模なものを含めて24基検出された。P10P20P80P130P18は深く、主柱穴の可能性がある。

その他の施設 :南壁東部に台形状の突出部があり、 4基の浅い柱穴とともに出入口部を形成していた可能

性がある。

土器の接合関係 :遺構外に分布の主体を持つ土器群 (234024802790298)が 、本址出土の土器片と接合

関係を持つ。垂直分布からも明らかなように、いずれも本址検出面よりも高位置に分布の主体があり、遺

構外に廃棄された複数の土器が、本址の埋没過程にともなって破片として混入していると判断される。

時期 :出土土器及び上記の土器の接合関係から、下島式期とする。

SB3015  位置 :Ⅳ Y20,24,25

検出 :遺物包含層最下部で土器片等の遺物が集中して出土したため、 トレンチを入れ遺構検出をしたとこ

ろ、住居址床面と想定される堅緻な面が平坦に一定範囲広がることから住居址と判断し調査を進めた。

覆土 :上下に 2大別され、下層はさらに、混入物と位置によって 3細分される。 203層は竪穴を全体的

に覆うが炭化物の混入の度合いで 2分 され、 4層は壁際でブロック状の崩落土を混入する。

床面 :炉を中心として柱穴に囲まれた範囲に、 2～ 3cmの厚さをもつ堅緻な貼り床が施される。本址は

竪穴に掘り方を伴うことから、粗堀り後、土を入れ平坦に整えた上で、床面を形成していることが窺える。

炉 :4か所確認され、いずれも被熱痕跡が著しい。そのうち、床面中央の 2か所については掘り込みを伴

う。なお、これらの使用に関わる時間的な先後関係等は見出せなかった。

柱穴 :壁に沿う配置形態で、13基確認された。深さに差は見られるものの、柱穴として安定した深さを保

ち、規模も比較的そろっている。このうち、北壁際に位置するPlについては、位置関係や規模からいって

柱穴としての機能差、もしくは柱穴以外の機能を想定することもできよう。

土器の接合関係 :遺構外出土土器とした個体 (23302360294)の接合関係をみると、遺構外に廃棄され

た複数の土器が、本址の埋没過程にともなって破片として混入していると判断される。

時期 :出土土器及び上記の土器の接合関係から、下島式期とする。

SB3017  位置 :Ⅳ Y4,5

覆土 :炭化物を混入する単一土層で、炭化物は床面直上に集中する傾向にある。

床面 :堅緻な部分や貼り床等検出されなかったものの、遺物出土の減少とそれが面的に抑えられたこと、
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第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭
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第 4章 遺構

また、その面で複数の落ち込みが確認された点を考慮し、床面と判断した。床面以下には、掘り方は確認

されず、地山を掘り下げて床面を形成している。

炉 :床面のほぼ中央に皿状のピットが検出され、その位置・形態から、このP8が炉に相当する施設であっ

た可能性も考えられる。ただし、P8は覆土中わずかに炭化物が混入するのみで、被熱痕跡や焼土堆積は見

られない。

柱穴 :壁に沿う配置形態で、12基確認された。深さは20cmに満たないものばかりだが、 2段底となるも

のや柱痕跡と想定し得る覆土の状況もあることから柱穴と認識する。

遺物の出土状況 :覆土上部を中心に分布し、集中箇所等は認められない。

時期 :本址を分布の主体とする土器のほとんどはV群に属し、また、文様不明の土器片を含めても、出土

土器全体の82%以上がV群であることから、前期末葉下島式期とする。

SB3018  位置 :Ⅳ Y10   SF3143 0 3151に 切られ、SB3030を切る

床面 :堅緻な部分や貼り床等検出されなかったものの、遺物出土の減少とそれが面的に抑えられたこと、

また、その面で複数の落ち込みが確認された点を考慮し、床面と判断した。床面以下には、掘り方は確認

されず、地山を掘り下げて床面を形成している。床面は平坦ではなく、緩やかな起伏が観察される。

炉 :床面の北西部に偏った位置に焼土堆積層を含む皿状のピットがあり、明確な被熱痕跡は認められない

ものの炉址と捉えた。また、南部に焼土粒子を含む皿状のピットが 2基あり (P10011)、 炉に関わる施設

と考えられる。なお、本址覆土で焼土粒子が混入するものは上記 3基のピットに限られる。

柱穴 :径・深さとも小規模ながら、長方形に配される。規模という点では、P6以外は、深さよりも径が上

回る。したがって、10基すべてを柱穴と判断してよいか疑間が残る。

遺物の出土状況 :平面的には南西部に多く、垂直分布では覆土上層から床面まで満遍なく出土している。

時期 :本址を分布の主体とする土器のほとんどはV群に属し、また、文様不明の土器片を含めても、出土

土器全体の76%以上がV群であることから、前期末葉下島式期とする。

SB3019  位置 :Ⅳ Y4,9,10  多数のSFに切られ、SB3030を切る

検出 :遺物包含層掘り下げの際に、豊富な遺物を出土する部分が確認された。その範囲からして、複数の

住居址の重複が予想され、 トレンチを設定し、遺構検出を試みた。その結果、多数の焼土址とそれらに切

られる住居址が検出された。検出面はどの遺構についても同様なことから、竪穴の埋没過程に焼土址を構

築したとは考えにくく、住居址覆土についても分層は不可能であっった。

覆土 :焼土粒子・ブロックと炭化物を含む単一層。

床面 :堅緻な部分や貼り床等検出されなかったものの、遺物出土の減少とそれが面的に抑えられたこと、

また、その面で複数の落ち込みが確認された点を考慮し、床面と判断した。床面以下には、掘り方は確認

されず、地山を掘り下げて床面を形成している。

炉 :な し。SF3113,SF3137に 重複する形で焼土の分布が捉えられたが、どちらの遺構に付随するか判然

としないまま調査を終えてしまった。本址の炉址とすれば、極めて偏った位置に構築されているといえる。

柱穴 :9基が壁に沿う配置形態で検出された。径・深さとも小規模である。また、中央に寄って皿状のピ

ットが 3基検出されており、柱穴とは異なった機能が想定される。

遺物の出土状況 :遺物量は豊富で、覆土中位を中心に、平面的には北部に集中する傾向が窺える。

時期 :本址を分布の主体とする土器のほとんどはV群に属し、また、文様不明の土器片を含めても、出土

土器全体の75%以上がV群であることから、前期末葉下島式期とする。
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第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭
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第 4章 遺構

SB3021  位置 :Ⅳ Y15

検出 :SQ3041 0 3042の 分布範囲と重なる部分があるが、本址のプランが検出されたことから、それらよ

りも新しいと判断した。また、SK3239を切って本址は構築されている。

覆土 :基本的に単一層だが、炉の位置する南半部には焼土粒子が多く混入する。

床面 :堅緻な部分や貼り床等検出されなかったものの、遺物出土の減少とそれが面的に抑えられたこと、

また、その面で複数の落ち込みが確認されたことを考慮し、床面と判断した。床面以下には、掘り方は確

認されず、地山を掘り下げて床面を形成している。床面は、比較的平坦であるが、若干の凹凸が見られる。

炉 :被熱痕跡を伴うしっかりとした炉は検出されなかったが、床面のほぼ中央に焼土粒子の集中する極め

て浅いくぼみが検出された。この部分を炉として捉えることとする。

柱穴 :不規則な配置で18基確認された。いずれも単一の覆土で、径15cm・ 深さ10cm前後のものが主体を

占める。深さ15cmを越えるものが 2基、北束の壁際に位置している。

遺物の出土状況 :遺物量は多く、覆土中位を中心に全体に満遍なく出土している。

時期 :本址を分布の主体とする土器のほとんどはV群に属し、また、文様不明の土器片を含めても、出土

土器全体の72%以上がV群であることから、前期末葉下島式期とする。

SB3022  位置 :Ⅳ Y12,17

覆土 :上下 2層に分層される。下層に炭化物・焼骨片の混入を見る。

床面 :堅緻な部分や貼り床等検出されなかったものの、遺物出土の減少とそれが面的に抑えられたことか

ら、床面と判断した。掘り方は見られず、地山を掘り下げ床面としている。床面は、比較的平坦である。

炉・柱穴 :な し。

遺物の出土状況 :遺物量は少なく、南東部に偏って出土。

時期 :規模も小さく、炉・柱穴とも確認されなかったので、竪穴状遺構と捉えておきたい。時期は、本址

を分布の主体とする土器のほとんどがⅦ群に属し、また、文様不明の土器片を含めても、出土土器全体の

69%以上がⅦ群であることから、中期初頭とする。

SB3023  位置 :Ⅳ Y19

覆土 :単一層で、包含層に比し、鉄分 (Fe)の沈着が少ない。覆土上面をSF3121に 切られる。

床面 :貼り床等検出されなかったものの、遺物出土の減少とそれが面的に抑えられたこと、また、その面

で複数の落ち込みが確認されたことを考慮し、床面と判断した。床面以下には、掘り方は確認されず、地

山を掘り下げて床面を形成している。ほぼ平坦な床面で、全体に堅くしまるが、タタキ状の硬化面は認め

られない。

炉 :被熱痕跡を伴う炉址は検出されなかったが、床面のほぼ中央に皿状のピットが検出された。焼土粒

子・炭化物を伴うこと、構築された位置から、この部分を炉として捉えることとする。

柱穴 :9基が壁に沿う配置形態で検出された。いずれも径・深さとも小規模のものであるが、P5に つい

ては形態が異なっており、出入口施設に関わる可能性も指摘されよう。

遺物の出土状況 :覆土上位から中位にかけて集中する。他に、 2か所の黒曜石製剥片・砕片集中範囲と 1

か所の骨片集中範囲が確認されている。

時期 :本址を分布の主体とする土器のほとんどはⅦ群に属し、また、文様不明の土器片を含めても、出土

土器全体の65%以上がⅦ群であることから、中期初頭とする。
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第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭

SB3024  位置 :Ⅳ Y18,19   SB3027を切|る

検出 :遺物包含層を掘り下げていく段階で、遺物の集中出土が確認され、遺物集中 (SQ)と判断し、調

査を進めた。調査面を水平に揃え再精査を試みたところ、一帯が土層の色調・含有物という点で周囲と異

なっていることが確認された。 トレンチを設定し、断面精査の結果、床面及び立ち上がりが確認されたこ
とから竪穴住居址と判断し、同時にSQと した遺構についても、住居址に含めることとした。

覆土 :基本的には単一層と考えられるが、竪穴の東西で混入物が異なる。東端部はSB3027と 重複する部

分であり、その影響によるものか、東半部の覆土 (1層)には焼土粒子・炭化物・骨粉が含まれている。

床面 :堅緻な部分や貼り床等検出されなかったものの、遺物出土の減少とそれが面的に抑えられたこと、

また、その面で複数の落ち込みが確認されたことを考慮し、床面と判断した。床面以下には、掘り方は確

認されず、地山を掘り下げて床面を形成している。床面には、起伏が見られる。

炉 :床面中央南東寄りに、明確な被熱痕跡を伴う地床炉が検出された。周囲に焼土粒子・炭化物が分布し、

その分布内に小ピットが 1基穿たれている。

柱穴 :9基が壁に沿う配置形態で検出された。いずれも径・深さとも小規模のものである。

遺物の出土状況 :炉址の周囲を中心に、平面・垂直分布とも竪穴内から満遍なく出土している。特に、炉

址北東部に密な集中が捉えられ、平面的には本址よりも下層にあたるSQ3043の 範囲と重なる。両者に土

器の接合関係は見られず、範囲を本址全体に広げたとしても、土器の接合関係は 1個体 (VB)し か見ら

れない。しかも、分布の主体は遺構外にある。したがって、本址とSQ3043の 関係については、層位が表

すように、新旧関係にある別遺構として捉えられる。

時期 :本址を分布の主体とする土器のほとんどはⅦ群に属し、また、文様不明の土器片を含めても、出土

土器全体の60%以上がⅦ群であることから、中期初頭とする。

SB3025  位置 :Ⅳ Y13,18

覆土 :上下 2層に分層され、下層は焼土粒子・炭化物及び骨粉の混入の度合いが高い。

床面 :堅緻な部分や貼り床等検出されなかったものの、遺物出土の減少とそれが面的に抑えられたこと、

また、その面で複数の落ち込みが確認されたことを考慮し、床面と判断した。床面以下には、掘り方は見

られず、地山を掘り下げて床面を形成している。床面は、ほぼ平坦である。

炉 :床面中央より南側に偏って、明確な被熱痕跡 (赤褐色・暗赤褐色)を伴う地床炉が検出された。

柱穴 :5基のピットが壁に沿う配置形態で検出されたが、平面精査に留まっており、詳細については不明

である。

遺物の出土状況 :覆土下層から床面を中心に集中する。

時期 :本址を分布の主体とする土器のほとんどはⅦ群に属し、また、文様不明の土器片を含めても、出土

土器全体の67%以上がⅦ群であることから、中期初頭とする。

SB3026  位置 :Ⅳ Y17,18  SB3027,SB3029を 切り、SF3141,SK3241に 切られる

検出 :北西部は、中期末葉～後期前葉面で実施した トレンチ調査のため破壊されている。 トレンチ断面で
は、本址の覆土及び立ち上がり等は注意されず、この時点で本址の検出はなされなかった。中期初頭面の

調査に至り、土層の色調及び周囲との合有物の差によって、遺構であることが推測され、前記の トレンチ

断面により、床面及び立ち上がり等を確認し、竪穴住居址と判断した。

覆土 :焼土粒子・炭化物を含む単一層。

床面 :堅緻な部分や貼り床等検出されなかったものの、遺物出土の減少とそれが面的に抑えられたこと、
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第 4章 遺構

また、その面で複数の落ち込みが確認されたことを考慮し、床面と判断した。床面以下には、掘 り方は見

られず、地山を掘り下げ床面を形成している。床面には、緩やかな起伏が見られる。

炉 :な し。

柱穴 :9基が壁に沿う配置形態で検出された。P4を 除いて、いずれも径・深さとも小規模のものである。

P4は 、覆土・形態とも他の柱穴と異なっており、柱穴以外の機能も想定できよう。また、P7に ついては、

その断面から、柱痕跡を想定することが可能と考えられる。

遺物の出土状況 :竪穴の周縁部に集中する傾向があり、特にSB3027と 重複する部分に密に集中する。

時期 :本址を分布の主体とする土器のほとんどはⅦ群に属し、また、文様不明の土器片を含めても、出土

土器全体の80%以上がⅦ群であることから、中期初頭とする。

SB3027  位置 :Ⅳ Y18  SB3024,SB3026に切られる

覆土 :焼土粒子・炭化物を含む単一層。

床面 :堅緻な部分や貼り床等検出されなかったものの、遺物出土の減少とそれが面的に抑えられたこと、

また、その面で複数の落ち込みが確認されたことを考慮し、床面と判断した。床面以下には、掘り方は見

られず、地山を掘り下げ床面を形成している。床面には、緩やかな起伏が見られる。

炉 :床面中央北西寄りに、明確な被熱痕跡及び掘り方を伴う地床炉が検出された。周囲に焼土粒子・炭化

物が分布している。検出された被熱痕跡は、炉の最終使用面 (燃焼面)であり、掘り方として捉えられる

部分については、構築及び使用時の炉の範囲と考えられる。

柱穴 :8基が壁に沿う配置形態で検出された。いずれも径・深さとも小規模のもので、底面は鋭角的であ

る。P60P8に ついては比較的深いもので、炉址をはさみ対峙する配置となっている。

遺物の出土状況 :南側の一部は住居址と判断されないまま掘り下げが進められており、床面等は欠落する

ものの、遺物は炉址を中心とした北半部に集中する傾向がある。

時期 :本址を分布の主体とする土器のほとんどはⅦ群に属し、また、文様不明の土器片を含めても、出土

土器全体の76%以上がⅦ群であることから、中期初頭とする。

SB3028  4眩 置 :Ⅱ E3,Ⅳ Y22,23

検出 :調査区境の壁面を精査し、立ち上がりを確認し、ピットの配置等を含めてプランを想定した。

覆土 :水平堆積する上下 2層に分層されるが、上層は下層の土をブロック状に混入する。

床面 :床面が残存する範囲では、床面以下に掘り方は見られず、地山を掘り下げ床面としている。ほぼ平

坦で、僅かな起伏が観察された。堅緻な部分等は確認されなかった。ただし、炉を中心とした部分と西側

1/4以外は、床面及び壁面をとばしてしまっているため、その限りではない。

炉 :床面のほぼ中央に、明確な被熱痕跡 (赤褐色・暗赤褐色)を伴う地床炉が検出され (Fl)、 それを北

端として長軸325cm、 単軸250cmの 範囲に焼土粒子が集中する。また、暗赤褐色の被熱痕跡を伴う地床炉

(F2)が焼土粒子集中範囲に東接して検出されている。

柱穴 :17基のピットが検出されたが、平面精査に留まっており、詳細については不明である。

遺物の出土状況 :床面中央部で、床面より浮いた位置に集中する。

時期 :本址を分布の主体とする土器のほとんどはⅦ群に属し、また、文様不明の土器片を含めても、出土

土器全体の70%以上がⅦ群であることから、中期初頭とする。
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第 4章 遺構

SB3029  位置 :Ⅳ Y17,18,22   SB3026に切られる

検出 :中期末葉～後期前葉面で実施した トレンチ調査のため破壊された部分が多い。 トレンチ断面では、

本址の覆土及び立ち上がり等は注意されず、この時点で本址の検出はなされなかった。中期初頭面の調査

に至り、焼土址が検出され、それを中心とした範囲に遺物・ピットが検出された。それらは、ほぼ同一レ

ベルで捉えられたため、住居址床面と判断し、調査を進めることとなった。

床面 :床面が残存する範囲では、堅緻な部分等は確認されなかった。床面以下には、掘り方は見られず、

地山を掘り下げて床面としている。

炉 :明確な被熱痕跡 (赤褐色・暗赤褐色)を伴う地床炉である。

柱穴 :5基検出された。いずれも規模の点では、深さよりも開口部径が上回る。

時期 :本址を分布の主体とする土器のほとんどはⅦ群に属し、また、文様不明の土器片を含めても、出土

土器全体の62%以上がⅦ群であることから、中期初頭とする。

SB3030  位置 :Ⅳ Y9,10   SB3018 0 3019に 切られる

覆土 :南西壁際の堆積土形成後に、骨粉が混入する土層が竪穴全面を覆う。水平堆積する覆土は上下 2層

に分層されるが、その変化は漸移的である。

床面 :堅緻な部分や貼り床等検出されなかったものの、遺物出土の減少とそれが面的に抑えられたこと、

また、その面で複数の落ち込みが確認されたことを考慮し、床面と判断した。床面以下には、掘 り方は見

られず、地山を掘り下げ床面を形成している。床面は、緩やかな起伏を伴う。

炉 :な し。

柱穴 :11基が壁に沿う配置形態で検出された。いずれも径は小規模ながら、深さは10～ 25cmで、底面が

鋭角的になっている。P20 Pllは断面形が斜位で、床面中央に向けて傾斜している。

時期 :本址を分布の主体とする土器のほとんどはV群に属し、また、文様不明の土器片を含めても、出土

土器全体の86%以上がV群であることから、前期末葉下島式期とする。なお、Ⅶ群土器の出土は皆無。
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第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭
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第 4章 遺構

構

Ｑ

遺

Ｎ
位置

規模 (cm)
面積 (r)

平面形 炉 柱穴 出土遺物 時

期 備考
長軸 短 軸 深 さ 土器   ()内 は類型 石器  ()内 は点数 その他

1165
ⅡE 8
ⅡE 9

17.761 不整円形
皿状
ピット
15基

配置不規則

NQl(Ⅶ A)。 2(Ⅶ A)。 3(Ⅶ B).4(Ⅶ B).5(Ⅶ C)。 38(Ⅶ Bl)
66(Ⅶ Bl)。 148(Ⅶ C).331(V A2aイ )。 482(Ⅵ A2)
489(Ⅶ Al)。 491(Ⅶ Al)。 494(Ⅶ Al).497(Ⅶ Al)
509(Ⅶ Al).514(Ⅶ B2)。 516(Ⅶ Bl).517(ⅦB2)
522(Ⅶ Bl).523(Ⅶ Bl)。 578(Ⅷ B)。 VAlaイ .VB.VC
VDoⅦ A.Ⅶ B

石核 (1)。剥片 (92)

砕片 (613)。石鏃 (2)

凹石 (1)。小形刃器 (2)

石錐 (1)。 UF(10)
RF(1)

骨片
礫

中

初

1166
ⅡE 4
ⅡE 9 (202) 7 (6.084) (円形 )

7基
壁に沿 う

NQ6(Ⅶ Al)。 7(Ⅶ B).8(Ⅶ Al),9(V Aaイ )。 10(Ⅶ Al)
11(Ⅶ Al)。 12(Ⅶ B)。 14(Ⅶ B2)。 29(Ⅶ A2)。 148(Ⅶ C)

153(Ⅶ B).289(VAlaイ ).482(Ⅵ A2)。 490(Ⅶ Al)
509(Ⅶ Al)。 522(Ⅶ Bl).523(Ⅶ Bl)。 V Aaア .V Aaイ
VBoⅦ A.Ⅶ B

剥片 (11).砕 片 (141)

小形刃器 (1)。石錐 (1)

UF(1)

骨片
礫

中

初

1167 588 20.306
不整

楕円形
ピット
15基

中央・壁に

沿 う

No13(Ⅶ Bl)。 14(Ⅶ B2)。 15(Ⅶ B2)。 26(Ⅶ B2)
29(Ⅶ A2)。 148(Ⅶ C)。 191(Ⅶ Al)。 289(VAlaイ )
490(Ⅶ Al).495(Ⅶ Al)。 497(Ⅶ Al).509(Ⅶ Al)
514(Ⅶ B2).516(Ⅶ Bl).522(Ⅶ Bl)。 523(Ⅶ Bl)
530(Ⅶ Bl)。 578(Ⅷ B)。 VA.VB.VC.VDoVEl
ⅦA.Ⅶ B

剥片 (63)。砕片 (104)
石鏃 (2)。小形刃器 (8)
UF(10)。 RF(1)

計
礫
中

初

1173 ⅡE 3 25.431 不整円形
地床炉
3

30基

柱穴・壁に

沿 う

M6(Ⅶ Al)。 16(Ⅶ B)。 17(Ⅶ B)。 18(Ⅶ A)。 19(Ⅶ B)
20(Ⅶ A)。 21(Ⅶ B).22(Ⅶ B)。 23(Ⅶ C)。 24(Ⅶ C)

25(Ⅵ Al)。 26(Ⅶ B2)。 27(Ⅶ Al)。 28(Ⅶ Al).29(Ⅶ A2)
38(Ⅶ Bl)。 148(Ⅶ C)。 191(Ⅶ Al)。 289(V Alaイ )
326(V A2aア )。 489(Ⅶ Al)。 490(Ⅶ Al)。 495(Ⅶ Al)
497(Ⅶ Al)。 512(Ⅶ Al).516(Ⅶ Bl)。 523(Ⅶ Bl)
553(Ⅶ )。 V Aaア .V Aaイ 。VAboVBoVC.VDoⅥ .Ⅶ A
ⅦB

石核 (4)。剥片 (121)

砕片 (235)。石鏃 (10)

打製石斧 (1)。 凹石 (1)

敲石 (1)。 台石・石皿 (1)

小形刃器 (9)。石匙 (2)

石錐 (1)。 UF(27)
RF(2)

計
礫
刻

中

初
床直に顔料
集中区有

3009
ⅢA l
ⅢA 6
ⅢA 7

22.166 楕円形
地床炉
2

13基

壁に沿 う

M30(Ⅶ )。 31(Ⅶ )。 32(Ⅶ )。 33(Ⅶ C)。 34(Ⅶ )。 35(Ⅶ )
36(Ⅶ A)。 37(Ⅶ B2)。 38(Ⅶ Bl)。 39(Ⅶ B)。 40(Ⅶ A)

41(V Aa)。 442(V Aa)。 215(VBl).284(VAlaイ )
523(Ⅶ Bl)。 578(Ⅷ B).V Aa.V Aaア .V Aaイ.VBoVC
ⅦA.Ⅶ B

原石 (1)。石核 (1)

剥片 (38)。 砕片 (302)

石鏃 (2)。 敲石 (2)

小形刃器 (2).石匙 (2)

石錐 (1).UF(13)

計
礫
断

中

初

3010
ⅢA 2
ⅢA 7

16.367 楕円形
地床炉
3

6基
配置不規則

No28(Ⅶ Al)。 43(V Alcア ).44(V Aaア )。 45(VAlaア )
46(V Aaア )。 47(V Aaア )。 48(V A2aイ ).49(V Aaア )
50(V Aaイ ).51(V Aaイ )。 52(VB)。 53(VB)
54(V A2aイ )。 55(V A2aイ )。 56(Ⅶ )。 57(Ⅶ A)。 58(Ⅶ A)
216(VDl)。 241(VAlaア ).244(VAlaア )。 249(VAlaア )

251(VAlaア )。 252(VAlaア )。 255(VAlaア )
259(VAlaア )。 328(VA2aア )。 330(V A2aイ )
337(V A2aイ )。 362(VEl).377(VBl)。 390(VB)
410(VB).421(VB)。 495(Ⅶ Al).518(ⅦBl)
523(Ⅶ Bl)。 VAlaア .V Aaア .V Aaイ.VB.VC.VD
ⅦA.Ⅶ B

石核 (1)。剥片 (44)

砕片 (19)。石鏃 (4)

磨石 (1)。 刃器 (1)

小形刃器 (4)。石錐 (1)

UF(8)。 RF(2)

計
礫
州

前

末

3013
ⅣY20
VU16 33.805

(隅丸

長方形 )

地床炉
2

15基

主柱穴 と

支柱穴

NQ38(Ⅶ Bl)。 59(Ⅶ Al)。 60(Ⅶ Al).61(Ⅶ B2)

62(Ⅶ B2)。 63(Ⅶ Bl)。 64(Ⅶ Bl)。 65(Ⅶ Bl)
66(Ⅶ Bl)。 67(Ⅶ B2)。 68(Ⅶ ).69(Ⅶ B2)。 70(Ⅵ B)

71(Ⅶ C)。 72(Ⅶ C)。 73(V Aa).182(Ⅵ B)。 192(Ⅶ A2)
330(V A2aイ )。 455(VDl)。 483(Ⅵ B)。 484(Ⅵ B)

491(Ⅶ Al)。 494(Ⅶ Al)。 496(Ⅶ Al)。 500(Ⅶ A2)
514(Ⅶ B2)。 516(Ⅶ Bl).520(Ⅶ Bl).523(Ⅶ Bl)

530(Ⅶ Bl)。 V AaoV Acア .VB.VCoVDoⅦ .Ⅶ A.Ⅶ B

石核 (2)。剥片 (50)
砕片 (48).石 鏃 (6)
刃器 (2)。小形刃器 (3)
石匙 (1)。石錐 (1)
UF(10)。 RF(2)

計
礫
酬

中

初

3014

VUll
VU12
VU16
VU17

12.297 楕円形
皿状
ピット

24基

主柱穴 ?

壁に沿 う

NQ64(Ⅶ Bl)。 74(V Aaア )。 75(V Aaア )。 76(VB)
77(VB)。 78(VB)。 234(VAlaア )。 246(VAlaア )
248(VAlaア ).274(V Albア )。 279(VAlcア )
280(VAlcア )。 298(VAlaイ ).312(VAlbイ )
323(VA2aア ).330(V A2aイ )。 V Aaア .V Aaイ。VB.VD

剥片 (17)。砕片 (58)
石鏃 (10)。小形刃器 (2)
UF(4)。 RF(3)

計
礫

ユ削

末

突出部有
(出入口部 )

3015
ⅣY20
ⅣY24
ⅣY25

14.645 楕円形
地床炉
4

13基

壁に沿 う

NQ79(V Aa).80(V Aa)。 81(V Aaイ )。82(VEl)
83(VBl)。 84(VB).85(VB).86(VCl)。 87(VCl)
193(VAlaイ ).194(VB)。 233(VAlaア ).236(VAlaア )
246(VAlaア )。 274(VAlbア )。 294(VAlaイ )
318(VAlbイ )。 332(V A2aイ )。 337(V A2aイ )。 377(VBl)
426(V Cl).463(VDl)。 478(Ⅵ Al)。 492(Ⅶ Al)
575(Ⅶ A)。 V Aaア .V Aaイ.VAboVBoVC.VD

石核 (2)。剥片 (55)
砕片 (105)。石鏃 (12)
磨石 (1)。 刃器 (4)
小形刃器 (3)。石匙 (3)
7ゴ錐 (4)。 UF(10)
RF(4)

計
礫

前

末

3017
ⅣY 4
ⅣY 5

8。 935 楕円形
皿状
ピット
12基

壁に沿 う

No88(V Alaイ )。 89(V Abイ )。 90(V Ab)。 91(V Ab)
92(V Ab).93(V Aa)。 94(VAlcウ )。 95(VB)
109(V Abイ )。 113(VB2)。 240(VAlaア )。 275(VAlbア )
318(VAlbイ ).380(VB2)。 426(VCl).428(VCl)
429(VCl)。 438(V C2)。451(VDl)。 455(VDl)
VAlaイ .V Aaア .V Aaイ 。V Abイ .VBoVCoVDoⅦ B

原石 (1)。剥片 (15)
砕片 (5)。 刃器 (3)
小形刃器 (1)

礫
前

末

3018 ⅣY10 552 16.460
不整

楕円形

皿状
ピット
10基

長方形配置

NQ96(VAlaイ )。97(VAlcア )。 98(V Cl)。 100(VAlaア )

159(VB)。 161(V E2)。 230(VAlaア )。 275(VAlbア )
283(VAlcア )。 306(VAlbイ )。 332(V A2aイ )
339(V A2bイ )。 344(VA3dイ )。 426(V Cl)。428(VCl)
451(VDl)。455(VDl).573(Ⅷ C)。 V Aaイ .V Abイ。VB
V Cl.VDl.Ⅶ B

石核 (2)。剥片 (7)
砕片 (11)。石鏃 (1)
磨石 (1)。凹石 (2)
刃器 (1)。 UF(3)
RF(1)

骨片
礫

一馴

末

3019
ⅣY 4
ⅣY 9
ⅣY10

18.387 隅丸方形
9基
壁に沿 う

NQ98(VCl)。 99(V A2aイ ).100(VAlaア ).101(V A3d)
102(V Ab)。 103(VBl)。 104(Ⅵ A)。 105(VB)
106(VDl)。 107(V Aaイ ).108(VB)。 275(VAlbア )

283(VAlcア )。 292(VAlaイ )。 307(VAlbイ )
309(VAlbイ )。 311(VAlbイ ).313(VAlbイ )
318(VAlbイ )。 332(VA2aイ )。 338(V A2bイ )
339(V A2bイ )。 344(VA3dイ ).345(V A3dイ )。 380(VB2)
426(V Cl)。 428(V Cl)。 455(VDl).472(V D3)
478(Ⅵ Al)。 480(Ⅵ A2).498(Ⅶ  A2).573(Ⅷ C)。 VAlbイ
V Aaア .V Aaイ.V Abイ。VB.VC.VDoⅦ A.Ⅶ B

石核 (1)。剥片 (41)

砕片 (36)。石鏃 (3)

打製石斧 (1)。磨石 (3)

凹石 (1)。 刃器 (4)

小形刃器 (2)

磨製石斧 (2)

装飾品 (3)

計
礫

前

末

第 8表 前期末葉～中期初頭竪穴住居址一覧表 (1)
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麟
Ｍ
位置

規模 (cm)
面積 (ぽ )

平面形 炉 柱 穴 出土遺物 時

期 備考
長軸 短軸 深 さ 土器   0内は類型 石器  ()内 は点数 その他

3021 ⅣY15 (282) (9.075) 楕円形
皿状
ピット
18基

不規則

NQ65(Ⅶ Bl)。 95(VB)。 98(V Cl)。 109(V Abイ )
110(V Abイ )。 111(V Aaイ )。 112(V Abイ )。 113(VB2)
114(VBl)。 115(VB)。 116(VB)。 117(V Cl)。 118(Ⅶ )
197(V Aaイ )。274(VAlbア )。 275(VAlbア )
280(VAlcア )。 292(VAlaイ )。311(VAlbイ )
312(VAlbイ )。 313(VAlbイ )。 318(VAlbイ )
332(V A2aイ )。 426(VCl)。 428(VCl)。 431(V Cl)
455(VDl)。 478(Ⅵ Al).523(Ⅶ Bl)。 VAlbイ。V Aaア
V Aaイ。V Ab.VBoVC.VD.Ⅶ B

石核 (2)。剥片 (28)
砕片 (15).石鏃 (2)
敲石 (1)。刃器 (4)
小形刃器 (2)
石匙 (1)。磨製石斧 (1)
UF(16)

計
礫

前

末

3022
ⅣY12
ⅣY17 (271) (6.593) 楕円形

NQl19(Ⅶ )。 120(Ⅷ )。 121(Ⅶ )。 191(Ⅶ Al)
314(VAlaウ )。 494(Ⅶ Al).530(Ⅶ Bl)。 VBoVCoⅦ B

剥片 (3)。砕片 (6)
石鏃 (1)。 RF(1)

計
礫

中

初

3023 ⅣY19 9.498 隅丸方形
皿状
ピット
10基

壁に沿 う

NQ122(Ⅶ ).123(Ⅶ )。 124(Ⅶ B)。 125(Ⅶ Al)
126(Ⅶ B2)。 310(VAlbイ )。 311(VAlbイ )。 455(VDl)
482(Ⅵ A2).492(Ⅶ Al)。 493(Ⅶ Al)。 VBoVC.Ⅶ A.Ⅶ B

剥片 (21)。砕片 (405)

石鏃 (2)。磨石 (1)

小形刃器 (7)。 UF(4)
訪
礫

中

初

3024
ⅣY18
ⅣY19

12.016 楕円形 地床炉
7基
壁に沿 う

No127(VB2)。 128(Ⅶ B)。 129(Ⅶ Bl).573(Ⅷ C)。 VB
ⅦA.Ⅶ B

剥片 (45)。砕片 (295)
石鏃 (5)。小形刃器 (2)
UF(7)。 RF(2)

計
礫

中

初

3025
ⅣY13
ⅣY18 (7.523) 楕円形 地床炉

5基
壁に沿う

NQ129(Ⅶ Bl)。 130(Ⅶ )。 131(Ⅶ )。 132(Ⅶ )。 133(VB)
274(VAlbア )。 319(VAlcウ )。 495(Ⅶ Al).515(Ⅶ B2)
517(Ⅶ B2)。 V Ab.VBoVCoⅦ B

石核 (1)。剥片 (11)
砕片 (18)。石鏃 (1)
小形刃器(2).UF(7)

骨片
礫

中

初

3026
ⅣY17
ⅣY18 (12.237) 楕円形

9基
壁に沿 う

NQ133(VB)。 134(VEl)。 135(V Aaイ )。 136(Ⅶ )
137(Ⅶ )。 138(Ⅶ )。 139(Ⅶ )。 140(Ⅶ )。 141(Ⅶ A)
142(Ⅶ Al)。 143(Ⅶ )。 145(Ⅶ Bl)。 274(VAlbア )
278(VAlbア )。312(VAlbイ )。 494(Ⅶ Al).495(Ⅶ Al)
498(Ⅶ A2)。 512(Ⅶ Al)。 515(Ⅶ B2)。 VBoVC.VD
ⅦA.Ⅶ B

剥片 (13)。砕片 (25)
石鏃 (4)。小形刃器 (3)
UF(2)。 RF(1)

計
礫

中

初

3027 ⅣY18 (543) (408) (12.550) 楕円形 地床炉
9基
壁に沿 う

NQ129(Ⅶ Bl)。 144(Ⅶ )。 145(Ⅶ Bl).494(ⅦAl)
495(Ⅶ Al)。 498(Ⅶ A2)。 512(Ⅶ Al).515(Ⅶ B2)
573(Ⅷ C).574(Ⅷ A)。 VC.VD.Ⅶ A.Ⅶ B

剥片 (13)。砕片 (37)
石錐 (1)。 UF(3)

訪
礫

中

初

3028

Ｅ

Ｙ

Ｙ

Ⅱ

Ⅳ

Ⅳ

22.948 楕円形 地床炉
壁に沿 う

NQ146(Ⅶ Bl)。 147(Ⅶ Bl)。 148(Ⅶ C)。 149(Ⅶ )
150(Ⅶ )。 151(V Aaイ )。 152(Ⅵ Al)。 231(VEl)
443(V C2)。 445(V C2)。 448(VDl)。468(V D2)
490(Ⅶ Al)。 495(Ⅶ Al).516(ⅦBl).527(ⅦBl)
529(Ⅶ Bl).537(Ⅶ )。 VAlaア .V Aaイ。VBoVC
VDoVEl.Ⅶ A.Ⅶ B

石核 (1)。剥片 (11)
砕片 (13)。石鏃 (4)
刃器 (1)。小形刃器 (1)
石錐 (1)

計
礫

中

初

3029
ⅣY17
ⅣY18
ⅣY22
483 (10。 962) 楕円形 地床炉 6基

M153(Ⅶ B)。 154(Ⅶ B)。 155(V Aaア )。312(VAlbイ )
495(Ⅶ Al)。 498(Ⅶ A2)。 520(Ⅶ Bl)。 VBoV C
ⅦA.Ⅶ B

剥片 (3)。砕片 (9)
小形刃器(1).UF(1)

計
礫

中

初

3030
ⅣY9
ⅣY10 9。 733 楕円形

11基

壁に沿 う

NQ88(VAlaイ )。 98(V Cl)。 156(V Aaア )。 157(V Aaイ )
158(VBl)。 159(VB)。 160(V A3dイ )。 161(V E2)
292(VAlaイ )。 311(VAlbイ )。 332(V A2aイ )
339(V A2bイ )。 344(V A3dイ )。 426(V Cl)。 427(V Cl)
428(VCl)。 VAlaイ .V Aaイ.V Ab.VAcoVBoVC

剥片 (27)。砕片 (53)
石鏃 (3)。石匙 (1)
UF(1)

骨片

礫

前

末

第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭

第 9表 前期末葉～中期初頭竪穴住居址一覧表 (2)

2.焼土址

調査段階では149基 を数えたが、整理作業の段階で整理統合され140基が焼土址として認識される (第 11

～14表 )。 このうち、 4基が土坑として調査され、整理作業の段階で焼土址と把握 した。平面分布では、

視覚的にも集中するブロックが幾つか捉えられ、構築・利用の際に何らかの規制が働いていたことが予想

される (第 33図 )。 中でも、SB3019周 辺、SB3010と SB3013に はさまれた部分の 2か所は、密な分布を示

している。火床面の垂直分布からは、三つのまとまりが捉えられるものの、伴出遺物が少ないため、即座

に時期差と認識することはできない。

焼土址の規模・形態はまちまちであるが、火床面という観点からすると、掘り込み底面に火床面が確認

されるもの54基、火床面が検出面となったもの64基、火床面が検出されなかったもの14基、不明 8基とな

る。 4割近くに掘り込みが確認されたことから、機能的には地面を掘りくぼめ火を焚いた施設とすること

ができよう。ただ、火床面が検出面となったものが 5割弱あり、前期中葉の焼土址と類似した状況で、消

化の際に周囲の土を利用するといったような焼土址の機能的側面を、ここでも推測させる。

また、火床面に見られる被熱痕跡は黄褐色、赤褐色、暗赤褐色に三大別される。色の変化は、被熱の度

合い、時間等によって色の差が生じることが推測される。本遺跡は冬季にも調査が実施されたこともあっ

て、 ドラム缶を利用した焚火を行っていた。調査の進展とともにドラム缶も移動していくわけだが、 ドラ
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第50図 前期末葉～中期初頭焼土址 (1)
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第51図 前期末葉～中期初頭焼土址 (2)
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第 4章 遺構

ム缶の置かれていた部分を観察すると、中央から黄褐色、赤褐色、暗赤褐色という順で同心円状に被熱痕

跡 (=焼土)が形成されていることが確認された。もちろん焼土址と同一条件下で生成された被熱痕跡で

はないにしろ、色により三大別された被熱痕跡がセット関係にあったことは注目しておきたい。実際に、

SF3056(第 50図 )やSF3143(第 55図 )な ど6基の焼土址では、 3色の被熱痕跡がセットで、同心円状に

分布している。さらに、中央の黄褐色を除いた 2色の被熱痕跡が同心円状に分布する焼土址が、SF3022

(第65図 )やSF3027(第 64図 )な ど21基ある。これらの焼土址の被熱痕跡は、平面分布のみならず、垂直

分布 =断面においても同心円状に分布 している。このような状況は、本遺跡の竪穴住居址の炉

(SBl173 0 3013等 )についても同様であり、屋内外を問わず、同様な被熱痕跡が生成されたといえよう。

以上のことから、 1回の使用 (火床の掻き出しや周辺の土による消化など手を加えない使用期間)につき

3色の被熱痕跡セットが同心円状に生成されることが想定される。したがって、 3色セットで検出される

ものについては最終使用時を示しており、、 3色セットに欠落が生じているものについては使用後に何等

かの手が加えられたと考えられることなどといった解釈が導き出される。

本遺跡の焼土址の特徴の一つとして、土層注記には便宜的に「骨粉」としたが、ミリメートル単位の粉

砕された焼けた獣骨片が大量に伴うことがあげられる。後述のように、獣骨が燃料として用いられたこと

が容易に想定される。代表的な例としてSF3115が上げられる。第51図は、水洗選別資料に基づいた分布

図で、獣骨片の総点数は7,245点 にも及ぶ。第50図 はSQ3026の水洗選別資料であるが、獣骨片の総点数

302点 で、焼土址 (SF3056 0 3057)に 近いまたは重なる部分に多く分布している。あくまでも獣肉が食料

としての第一義的存在であり、獣骨を単なる残滓のみとしては捉え切れないだろう。残滓とした場合、大

形の獣骨が遺存すると考えるからである。

一方、火を利用した対象物として検出されたものには、炭化種実 (SF3024 0 3107 0 3115 0 3137 0 3143)

と赤色顔料 (SF3028 0 3044)カ ミある。後者については、本遺跡の場合、竪穴住居址 (SBl173 0 3010 0

3013)や遺構外からも出土しているが、顔料を精製していく過程で、焼土址が利用されたことは想像に難

くない。この顔料については、lal川鉄テクノリサーチに分析を委託し、その結果、「当初、顔料塊と思わ

れた赤色塊は、顔料やその原料塊ではない。赤色の弁柄をまぶした粘土 (胎土)川 塊ヽである。」という報

告を得ている。ベンガラを顔料として用いるためには、良く焼いて純度を高める精製工程が必要であり

(徳永1994)、 本遺跡で最も多い遺構数を誇る焼土址が、これに関与していたことは十分考えられる。顔料

の出土、赤色塗彩の土器、焼土址の存在と、有機的な関連が想定されるが、さらに分析を深める必要があ

り、今後の課題の一つである。

他遺構との関連を見ると、遺物集中との関係が最も注意される。本遺跡の場合、住居址の炉と焼土址が

極めて類似 した形態であり、遺物集中が竪穴覆土の遺物、焼土址が炉という想定が成り立つからである。

SQ3026と SF3056 0 3057(第 50図)やSQ3011と SF3024(第 51図 )は、まさにその関係を指摘できる遺構群

である。後者については、遺物垂直分布と焼土址断面に差が見られるが、竪穴覆土中位に遺物が集中する

住居址もあり、否定する材料とはならない。しかし、両者とも周囲に柱穴と想定されるピットが検出され

ておらず、このことを以て、竪穴住居址とは見倣さない事とする。それぞれの焼土址と遺物集中は、屋外

において緊密な関係を持つものと解釈しておきたい。

以下、焼土址については一覧表を参照されたい。

-78-



第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭

遺構
NQ
位置

規模 (cm)

平面形 被熱痕跡の状況

出土遺物

備考
長軸 短軸

火床面ま
での深さ

掘 り込み

の深 さ
土器   ()内は類型 石器   ()内 は点数 その他

ⅡEll
Ⅱ E16

不整

楕円形

範囲不明ながら底面に赤褐
色 。暗赤褐色の被熱痕跡有

片 (1)。砕片 (3) 骨片
焼土がブロック状に

混入

1002 ⅡEll 9
不整長
楕円形

範囲不明ながら底面に暗赤褐
色の被熱痕跡有

VB.VCoVEl.Ⅶ A.Ⅶ B 片 (1)。砕片 (1)
台石・石皿 (2)

骨 片
焼土がブロック状に

混入

1003 ⅡEll 不整形
範囲不明ながら底面に赤褐

色 。暗赤褐色の被熱痕跡有
NQ541(Ⅶ )。 VB.Ⅶ B。底部

石核 (1)。 片 (3).砕片 (3)
小形刃器 (1)。 UF(1)

骨片
礫
焼土がブロック状に

混入

1004 ⅡE 6 不整

楕円形
な し VC 片 (2)。砕片 (6)。 石錐 (1) 骨片

焼土がブロック状に

混入  焼土堆積

1006 ⅡE l 不整円形 な し
No509(Ⅶ Al)。 V Aaイ .VC
ⅦA.Ⅶ B。文様不明

片 (1)。砕片 (4) 骨片
焼土がブロック状に

混入

1007 楕円形
範囲不明ながら底面に赤褐
色 。暗赤褐色の被熱痕跡有

NQ162(Ⅶ Bl)。 VBoⅦ B 原石 (1)。 片 (1)。砕片 (11)
UF(1)

骨片

礫

焼土がブロック状に

混入

1008 Ⅱ E19 0 不整形

被熱痕跡のない部分を中央に

赤褐色、暗赤褐色の被熱痕が
めぐる

骨片

1009 Ⅱ E19 0 不整形

被熱痕跡のない部分を中央に

赤褐色、暗赤褐色の被熱痕跡
がめぐる

骨片

1010 Ⅱ E20 0 不整形

被熱痕跡のない部分を中央に

赤褐色、暗赤褐色の被熱痕跡
がめぐる

骨片

Ⅱ E19 0 不整形
被熱痕跡のない部分を中央に

暗赤褐色の被熱痕跡がめぐる
骨片

3010 VU 9 不整形 な し

プランが一定しない

被熱痕跡・焼土堆積・

炭化物分布とも規則性
がない

3011
VU 9
VU14 不整形 な し

プランが一定しない

被熱痕跡 。焼土堆積 。

炭化物分布とも規則性
がない

3012 VU14 不整形 暗赤褐色の被熱痕跡

プランが一定しない

被熱痕跡・焼土堆積・

炭化物分布とも規則性
がない

3014 VUll 不整形 暗赤褐色の被熱痕跡 骨片

3015 Ⅱ E10 楕円形 被熱痕跡 (色不明)のみ検出

3016 VU18 楕円形 暗赤褐色の被熱痕跡のみ検出

3020 VU23 不整

楕円形

中央の掘 り込み周辺に赤褐色

(内側 )、 暗赤褐色 (外倶1)の被
熱痕跡

片 (1)。砕片 (4) 骨片

被熱痕跡の中央に焼
土・炭化物を混入する
掘り込み有
最下層に焼土堆積

3021 VU19 0 楕円形 被熱痕跡 (色不明)の み検出

3022 VU17 不整

楕円形
赤褐色の被熱痕跡の周囲及び

下層に暗赤褐色の被熱痕跡
片 (3) 骨片

3023
VU17
VU22 (148)

不整長

楕円形
底面に被熱痕跡 (色不明)有 片 (2)。砕片 (111)

骨片

細礫
水洗選別試料採取

3024 VU22 6 長楕円形
底面中央に被熱痕跡 (色不明)
有

文様不明 片 (2)。砕片 (500)
骨片

細礫

炭化種子

水洗選別試料採取

3026

VU 3
VU 4
VU 8
VU 9

不整

楕円形
な し

3027 ⅢA 2 楕円形
赤褐色の被熱痕跡の周囲及び

下層に暗赤褐色の被熱痕跡

NQ241(VAlaア )。 496(Ⅶ Al)
VB 片 (3)。砕片 (5)。石鏃 (1) 骨片

3028 VU22 5 長楕円形
赤褐色の被熱痕跡の周囲及び

下層に暗赤褐色の被熱痕跡
NQ179(Ⅶ C).489(Ⅶ Al)

原石 (2)。 片 (15)

砕片 (16)。小形刃器 (1)

石錐 (1)

計
礫
酬

3029 ⅣY20 0 不整形
底面にブロック状に赤褐色の

被熱痕跡

3030
VU 3
VU 4 楕円形

底面に赤褐色、その周辺に暗
赤褐色の被熱痕跡

3031
VU 3
VP23 不整形

底面 。壁面に暗赤褐色の被熱
痕跡

3032
VU 3
VU 4

4

45
53

長楕円形 赤褐色 。暗赤褐色の被熱痕跡
カマ ド煙道部に類似 し

た状況

3033
ⅣY15
ⅣY20

不整

楕円形
赤褐色の被熱痕跡の周囲及び

下層に暗赤褐色の被熱痕跡

NQ163(Ⅶ A)。 192(Ⅶ A2)
224(V Aaア )。 VAlaア

片 (10)。砕片 (14)
石鏃 (2)。小形刃器 (2)
UF(1)

骨片

礫

3034 皿Al 不整形 赤褐色の被熱痕跡

3035 VP24 不整形 な し 暁土粒子 を多量に含む

3036 VU21 楕円形

底面中央から灰、赤褐色の被
熱痕跡、暗褐色の被熱痕跡と
いう順で同心円状に分布

NQ164(Ⅶ )。 165(Ⅶ )
491(Ⅶ Al)。 496(Ⅶ Al)
V CoⅦ A.Ⅶ B

片 (6)。砕片(11).UF(1) 計
礫

3037 VU22 5
不整

楕円形
暗赤褐色の被熱痕跡

3038 V U22 不整形 壁面に被熱痕跡 (色不明)

3040 ⅡE 5 不整

楕円形

底面中央から灰、赤褐色の被

熱痕跡、暗褐色の被熱痕跡と

いう順で同心円状に分布

骨片

第10表 前期末葉～中期初頭焼土址 (SF)一覧表 (1)
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第 4章 遺構

構

Ｑ

遺

Ｎ
位置

規模 (cm)

平面形 被熱痕跡の状況

出土遺物

備考
長軸 短軸

火床面ま

での深 さ
掘 り込み

の深 さ
土器   ()内 は類型 石器  0内 は点数 その他

3042 ⅣY24 7 楕円形
赤褐色の被熱痕跡の周囲及び

下層に暗赤褐色の被熱痕跡

3043 ⅣY20 楕円形
プロック状に被熱痕跡 (色不

明 )
NQ167(Ⅶ Bl)。ⅦB 石鏃 (1)

骨片

礫

3044 ⅢA 2 5 不整形
床面から壁面にかけて被熱痕
跡 (色不明)

NQ166(Ⅶ Bl)。 492(Ⅶ Al) 片 (1)。砕片 (1) 顔 料

3045 ⅢA 6 0 楕円形 中央に赤褐色の被熱痕跡 砕片 (1)。小形刃器 (1)

3046 ⅢA 2 不整形
赤褐色の被熱痕跡の周囲及び

下層に暗赤褐色の被熱痕跡
NQ328(V A2aア )。 VB UF(1)

3047 VU14 258 不整形 な し
焼土ブロック・大形の

炭化物 を含む

3048 VU13 不整形 な し 焼土ブロックを含む

3050 V U23 不整形 な し 焼土ブロックを含む

3051 ⅢA 6 長楕円形 底面に暗赤褐色の被熱痕跡 砕片 (5) 礫

3052 V U21 長楕円形
被熱痕跡はないが焼土ブロック
の分布をもって火床面とする

V Aaア

3053 VU21 (141) 0 楕円形
赤褐色の被熱痕跡の周囲及び

下層に暗赤褐色の被熱痕跡
NQ60(Ⅶ Al)。 V Aaア 砕片 (2) SF3053→SK3139

3054 V U21 0 楕円形 黄褐色の被熱痕跡 NQ255(VAlaア ) 砕片 (3)。小形刃器 (1)

3055
VU 3
VU 8 0 長楕円形

赤褐色の被熱痕跡の周囲及び

下層に暗赤褐色の被熱痕跡
骨 片
SK3133埋 没過程でのい
使用か ?

3056 ⅡE 5 (106) 楕円形

底面中央から黄褐色・赤褐
色 。暗赤褐色という順で同心

円状に被熱痕跡が分布
片 (2)。砕片 (1) 骨片

3057 ⅡE 5 楕円形

底面中央から黄褐色 。赤褐
色 。暗赤褐色という1贋で同心

円状に被熱痕跡が分布

NQ529(Ⅶ Bl).532(Ⅶ )

VBoⅦ A
片 (8)。砕片 (35)。 石鏃 (1)
UF(1)

骨片
礫

3058
VU 7
VU 8 0 不整形 暗赤褐色の被熱痕跡 骨片

3059
VU 7
VU12 0 不整形 暗赤褐色の被熱痕跡

3060 ⅣY24 0 不整形
赤褐色の被熱痕跡の周囲及び

下層に暗赤褐色の被熱痕跡
片 (1)。砕片 (2) 骨 片

3061 皿Al 0 楕円形 暗赤褐色の被熱痕跡 骨片

3064 ⅣY25 (106) 楕円形
底面中央に赤褐色、壁際に暗

赤褐色の被熱痕跡
ヽ 463(VDl)。文様不明 片 (3)。砕片 (95)

片

礫

骨

細
SF3068→SF3064

3065 V U24 0 不整形 暗赤褐色の被熱痕跡

3066 ⅢA 2 0 不整形 暗赤褐色の被熱痕跡
骨片
礫

3067 ⅢA 2 不整形
赤褐色の被熱痕跡の周囲及び

下層に暗赤褐色の被熱痕跡
VDl 骨片

礫

3068 ⅣY25 楕円形
底面中央から黄褐色・赤褐
色 。暗赤褐色という順で同心

円状に被熱痕跡が分布

骨 片 SF3068→SF3064

3070 ⅢA 2 不整形 暗赤褐色の被熱痕跡 骨片

3071 ⅢA 2 不整形 暗赤褐色の被熱痕跡 VB 骨片

3073 ⅢA l 楕円形
赤褐色の被熱痕跡の周囲及び

下層に暗赤褐色の被熱痕跡
骨片

3074 皿Al 長楕円形
赤褐色の被熱痕跡の周囲及び

下層に暗赤褐色の被熱痕跡
骨片

3075 ⅢAll 楕円形 暗赤褐色の被熱痕跡

3076 Ⅱ E15 0 楕円形
赤褐色の被熱痕跡の周囲に

暗赤褐色の被熱痕跡
文様不明 片

‐
(1)。 RF(1) 礫 SF3079→SF3076

3077 VU22 楕円形 赤褐色の被熱痕跡 NQ337(V A2aイ ) 骨片

3079
Ⅱ E15
ⅢAll

0 楕円形
赤褐色の被熱痕跡の周囲に

暗赤褐色の被熱痕跡
SF3079→SF3076

3081
ⅢA 2
ⅢA 7

不整形 暗赤褐色の被熱痕跡

3082 ⅢA 6 不整円形
赤褐色の被熱痕跡の周囲に

暗赤褐色の被熱痕跡
片 (1)。砕片 (1)

SF3084。 SF3089→
SF3082

3083 皿A6 楕円形 暗赤褐色の被熱痕跡 砕片 (1)

3084 ⅢA 6 0 楕円形 暗赤褐色の被熱痕跡 NQ337(V A2aイ )。 V Aaイ
砕片 (1)。石鏃 (1)
小形刃器 (1)

礫 SF3084→SF3082

3085 ⅢA 2 0 不整形 暗赤褐色の被熱痕跡 骨片

3086 ⅢA 2 0 楕円形 暗赤褐色の被熱痕跡 骨片

3087
皿A2
皿A7

0 楕円形 暗赤褐色の被熱痕跡 骨片

3089 ⅢA 6 5 楕円形 壁面に暗赤褐色の被熱痕跡 骨片

3092 ⅡE 4 0 楕円形 暗赤褐色の被熱痕跡 骨片

3093 ⅣY25 0 不整形 暗赤褐色の被熱痕跡 骨片

3094 VUll 不明 楕円形 不 明

3095 ⅣT15 (247) 0 長楕円形 暗赤褐色の被熱痕跡

3096
ⅣT24
ⅣY 4

不整形 赤褐色の被熱痕跡 文様不明 片 (1)。砕片 (3) 計
礫
SF3097-→ SF3096

3097
ⅣT24
ⅣY 4

不整形 赤褐色の被熱痕跡 NQ95(VB) SF3097-→ SF3096

3098 ⅣY 3 長楕円形 壁面に暗赤褐色の被熱痕跡 V Aaイ .VB 砕片 (1) 骨片

3099 ⅣY 3 0 楕円形 被熱痕跡有 (色不明) 片 (1)。砕片 (5) 骨 片

ⅣT15 0 長楕円形 暗赤褐色の被熱痕跡

ⅣY 4 長楕円形 底面に暗赤褐色の被熱痕跡

ⅣY 8 楕円形 底面に被熱痕跡 (色不明) NQ472(V D3)

3103
ⅣY 3
ⅣY 8 (H5) (122)

隅丸方形 底面に暗赤褐色の被熱痕跡
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第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭

遺構
No
位置

規模 (cm)

平面形 被熱痕跡の状況

出土遺物

備考
長軸 短軸

火床面ま
での深さ

掘 り込み

の深 さ
土器   ()内 は類型 石器   ()内 は点数 その他

ⅣY14 楕円形 赤褐色の被熱痕跡 文様不明 砕片 (1) 骨 片

VP16 楕円形 暗赤褐色の被熱痕跡

ⅣY 3 楕円形 被熱痕跡有 (色不明) SF3116→ SF3106

ⅣY 9 (119) 楕円形 底面に暗赤褐色の被熱痕跡 NQ338(V A2bイ ) 小形刃器 (1) 炭化種子

ⅣY14 楕円形 暗赤褐色の被熱痕跡

ⅣY24 楕円形 壁面に被熱痕跡 (色不明) 片 (3)。 砕片 (7) 骨片

ⅣY19 0 楕円形 暗赤褐色の被熱痕跡 片 (2)。 石匙 (1)

3111 ⅣY 9 楕円形 底面に赤褐色の被熱痕跡

NQ105(VB)。 307(V Albイ )
311(V Albイ ).428(VCl)
480(Ⅵ A2)。 V AboV B

片 (3)。 刃器 (1) 計
礫

3112 ⅣY 9 楕円形 底面に赤褐色の被熱痕跡 NQ456(VDl)。 VB 骨片
礫

3113
ⅣY 4
ⅣY 9 楕円形 壁面に赤褐色の被熱痕跡

靴■00(VAlaア )
313(VAlbイ )。 428(VCl)
429(VCl)。 VBoVC

片 (4)
骨片

礫

3114 ⅣY 4
ⅣY 9

楕円形 な し

NQ99(V A2aイ )。 107(V Aaイ )
168(V Abイ ).292(VAlaイ )
338(VA2bイ )。 V Aaイ .VB

石核 (1)。 片 (17)。 砕片 (8)
刃器 (1)。 UF(1)

計
礫

3115 ⅣY19 242 不整

楕円形
暗赤褐色の被熱痕跡

No493(Ⅶ Al).515(ⅦB2)
522(Ⅶ Bl)。 526(Ⅶ Bl).V Aa
VBoVCoVDoⅦ B

原石 (1)。石核 (4)

片 (418)。砕片 (8743)
石鏃 (5)。 刃器 (1)

小形刃器 (1).UF(4)
RF(1)

骨片

礫

細礫

炭化種子

水洗選別試料採取

3116 ⅣY 3 5 不整形
掘り込み外にまで被熱痕跡
(色不明)が及ぶ

NQ402(VB)

3117 ⅣY13 楕円形 な し 骨片
暗赤褐色の焼土ブロッ
ク点在

3119 ⅣY 7 0 不整形 暗赤褐色の被熱痕跡 片 (1) 骨片
SK3224・ SK3226
SK3227→ SF3119

3120 ⅣY12 不 明 楕円形 不 明 骨片

3121 ⅣY19 楕円形 底面に暗赤褐色の被熱痕跡 骨片 SB3023の覆土中

3122 ⅣY 9 楕円形
底面から壁面にかけて暗赤褐
色の被熱痕跡

VAboVAcoVBoVCoVD 片 (5)。石鏃 (1).磨石 (1)
凹石 (1)。 UF(1)。 RF(1)

計
礫
SF3123→ SF3122

3123 ⅣY 9 (109) 楕円形
底面から壁面にかけて暗赤褐

色の被熱痕跡

片 (7)。砕片 (1)。石鏃 (1)
打製石斧 (2)

SF3124→ SF3123‐→
SF3122

3124 ⅣY 9 楕円形
底面から壁面にかけて暗赤褐
色の被熱痕跡

NQ98(VCl)。99(V A2a) 砕片 (1) 礫 SF3124→SF3123

3125
ⅣY12
ⅣY13

不整

楕円形
な し

NQ19 1(Ⅶ Al)。 274(VAlbア )

515(Ⅶ B2)。 VAlbイ .VC.Ⅶ B 片 (1)。砕片 (6)。 UF(2) 計礫
焼土が粒子状に混入

(赤褐色<暗赤褐色 )

3126 ⅣY 8 不整

楕円形
暗赤褐色の被熱痕跡 VAboVD 片 (150)。砕片(1164)

石鏃 (2)。 RF(1)
計
礫
躙
水洗選別試料採取

3127 ⅣY 9 不明
不整

楕円形
不明 文様不明 砕片 (1) 骨片

3128 ⅣY14 不整

楕円形
な し V Aaイ

片 (2)。砕片 (3)。石錐 (1)
UF(1)

訪
礫

3130 ⅣY 7 楕円形 被熱痕跡有 (色不明 )

3131 ⅣT19 楕円形 被熱痕跡有 (色不明 )

3132 ⅣY16 楕円形 被熱痕跡有 (色不明 )

3133
ⅣY16
ⅣY17
223 (128) 0 楕円形 壁面に暗赤褐色の被熱痕跡 V Aaイ

片 (1)。凹石 (1)
小形刃器 (1)。 RF(1)

礫

3134 ⅣY10 (168) 長楕円形 被熱痕跡有 (色不明) 骨片 底面小 ピット有

3135 ⅣY10 不整形 底面に暗赤褐色の被熱痕跡

3136
ⅣY 4
ⅣY 9 長楕円形 な し

NQ107(V Aaイ )。 169(V Abイ )
VB 片 (1)。砕片 (2)。石錐 (1) 礫

底面小 ピット有

焼土が粒子状に混入

3137

ⅣY 4
ⅣY 5
ⅣY 9
ⅣY10

長楕円形
煙道部と推淑1さ れる部分に赤
褐色の被熱痕跡

NQ100(VAlaア ).106(VDl)
160(V A3dイ )。 275(VAlbア )
283(VAlcア )。 291(VAlaイ )

313(VAlbイ )。 322(V A2aイ )
428(VCl)。 V Abイ .V Ab
VA.VB.VCoVDoⅦ A

石鏃 (2)
炭化種子
(ク ルミ)

炉穴に類似

3138 ⅣY13 0 6 楕円形 な し 骨片
焼土 (暗赤褐色)が粒子
状に混入

3139
ⅣY12
ⅣY17 楕円形 底面に赤褐色の被熱痕跡 骨片

3141 ⅣY18 (108) 楕円形 な し NQ133(VB).496(Ⅶ Al)。ⅦB 片 (1)。砕片 (2) 計
礫
焼土 (暗赤褐色)が粒

子・ブロック状に混入

3142 ⅣY 4 楕円形 底面中央に赤褐色の被熱痕跡 片 (2)
シカ歯
礫

3143
ⅣY 9
ⅣY10 (152) 円形

底面に黄褐色 。赤褐色 。暗赤

褐色 という順で同心円状に被

熱痕跡が分布

k283(VAlcア )
332(V A2aイ )。 344(V A3dイ )
466(VD2)。 V Ab.VAoVB
VCoVD

片 (7)。砕片 (4)。石鏃 (2)

骨片
礫
炭化種子
(クルミ)

3144 ⅣY17 楕円形 暗赤褐色の被熱痕跡 文様不明 石鏃 (2)

3145 ⅣY14 楕円形 な し
NQ29 1(VAlaイ )。 V Aaア
V Aaイ .V Ab

骨片
礫

3146 ⅣY 9 不 明 0 楕円形 不明

3147
ⅣY19
ⅣY24 (175) 楕円形 な し V Aaア

片 (11)。砕片 (11)。石鏃
(2)

計
礫
焼土が粒子 。ブロック

状に混入

3148 ⅣY 9 (78) 楕円形
底面に赤褐色 。暗赤褐色の被
熱痕跡がブロック状に点在

片 (1)

3149 ⅣY19 不整形 赤褐色の被熱痕跡 骨片 上部にSQ3043有

3150 ⅣY17 楕円形 暗赤褐色の被熱痕跡

第12表 前期末葉～中期初頭焼土址 (SF)一覧表 (3)
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遺構
NQ
位置

規模 (cm)

平面形 被熱痕跡の状況

出土遺物

備考
長軸 短軸

火床面ま
での深さ

掘 り込み

の深 さ
土器   ()内 は類型 石器   ()内 は点数 その他

ⅣY10 (楕円形 ) 底面に赤褐色の被熱痕跡 礫

Ⅳ

Ⅳ 不明 底面に赤褐色の被熱痕跡 骨片 底面に小 ピッ ト有

Ⅳ

Ⅳ 楕円形 底面に赤褐色の被熱痕跡

V U21
不整

楕円形
赤褐色の被熱痕跡の周辺及び

下層に暗赤褐色の被熱痕跡
骨片

3155 皿Al 楕円形 暗赤褐色の被熱痕跡 骨片

Ｋ

４４
ⅣY17

不整

楕円形
底面に赤褐色、その周辺に暗

赤褐色の被熱痕跡
砕片 (3) 計

礫
Ｋ

６３
VKll 不 明 不整形 不 明 計

礫
石囲炉状に礫 2個配置
詳細不明

Ｋ

６５

Ｓ

３‐
VP 6 278 不整形 底面に赤褐色の被熱痕跡 骨片 複数遺構の重複か ?

SK
3224
ⅣY 7 長楕円形 壁面に赤褐色の被熱痕跡 砕片 (4) 骨片

第 4章 遺構

第13表 前期末葉～中期初頭焼土址 (SF)一覧表 (4)

3。 遺物集中

掘り込みは明確ではないものの、遺物の分布が視覚的にまとまり捉えられたものを遺物集中とした。調

査段階では45か所を数えたが、整理作業の段階で住居址に含めて考えるなど整理統合され、34か所が遺物

集中として認識される (第 15016表 )。 平面分布では、住居址の周辺部に集中する傾向が窺え、焼土址が

密に分布する範囲とは重ならない。土器片がすべてのものに少なからず含まれているので、時期について

は一覧表に記した。内訳は、前期末葉 1(下島式期):6、 前期末葉 2(晴ケ峯式期):2、 中期初頭 :

26である。一覧表に絶対高を記したが、おおむね、高い標高をもつものが中期初頭に位置付けられ、低い

標高のものが前期末葉 1に位置付けられる。遺物の種類に捉われず認識していったので、検出面での遺物

組成には、土器片を主体とするもの、焼けた獣骨片を主体とするものなどといった偏差が見られる。なお、

遺物組成が二通りあるのは、「骨」が前項で記したのと同じく、ミリメートル単位の焼けた獣骨片が主体

となるため、図面上に点を落とすのみで遺物として取り上げてこなかった例がほとんどのためである。

土器片を主体とする遺物集中は、土器の出土状況から、以下のパターンが読み取れる。

① l個体の土器が破片の状態で主体的に分布するもの (SQ3011・ 30160302203023030240302903063)

②複数個体の土器が破片の状態で主体的に分布するもの (SQ3025)

③他遺構と1個体の土器片の主体的分布を共有するもの (SQ3023 0 3028)

④複数個体の土器片がそれぞれ均一的に少数分布するもの (SQ3017 0 3038 0 3041 0 3042 0 3051)

①とした遺物集中は、SQ3011は No.173、 SQ3016は No.178、 SQ3022は No.181、 SQ3023は No.180、

SQ3024はNo.182、 SQ3029は No。 190、 SQ3063はNo.209が それぞれ出土しており (第 190019101940196

図)、 時期的に見ても前期末葉から中期初頭に該当する。

②としたSQ3025は 、No.183～ 187の 5個体の土器が破片の状態で主体的に分布する。いずれも晴ケ峯式

期の土器であるが、それぞれ別々の文様・器形を有している。しかも、個体によって分布範囲も異なる点、

注目される (第 52図 )。 SQ3025は当初、その規模から竪穴住居址を想定したが、掘り込み等確認されず、

遺物垂直分布範囲の下面に焼土址 (SF3016 0 3021)が 検出されたものの (第 52図 )、 住居址と認定するに

は至らなかった。遺構分布が希薄な部分に位置しており、同時期における異なった土器が一定の区域にそ

れぞれ特有の分布範囲をもつことなど、本址を特別視する状況が窺える。土器の中には、 トロフィー形土

器や浅鉢形土器が含まれ、祭祀的な色合いが見え隠れする。いずれにしても、単なる廃棄ブロックとは考

えられず、何等かの意図に基づいて本址は形成されたと捉えておきたい。

③としたSQ3023・ 3028は、多遺構間接合土器と捉えた土器 (No。4840282)の分布の極を有する遺構で、
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第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭

前者はSB3013(第 53図 )、 後者はSK3137(第 199図 )と それぞれ土器片分布の極を共有する。このうち、

SQ3023は、前記したようにNo.180(Ⅶ B2)カミ主体的に分布することから中期初頭の所産と考えられる。

SB3013も 中期初頭の竪穴住居址であり、分有するNo。484(Ⅵ )のみが前期末葉という時期を示 している。

No.484の 接合状況を見ると、土器を縦に 2分割し、十数 m離れた地点にそれぞれを廃棄 (?)し たこと

が窺える。このことは、SB3013の埋没時期とSQ3023に 遺物が集められた時期とがほぼ同時期であること

を示すばかりでなく、No.484自 体が、土器編年上、中期初頭に組み込まれるか、今回中期初頭とした土

器群及び遺構群が前期末葉に組み込まれるかというような、大きな問題をはらんでいる。後者については

後述するとして、 1個体の土器を分割共有 (分割廃棄)す る背景について、類例を集成し分析・検討する

必要があると考える。

以下、遺物集中については一覧表を参照されたい。

遺構
NQ
位置

規模 (cm)
絶対高 (m)

遺物組成比% ()内 は検出面 出土遺物 時

期
備考

長軸 短軸 垂直幅 土器 石器 礫 骨 土器  ()内 は類型 石器  0内は点数 その他

3001 ⅣY24 345.80～ 346.20
‐４
③
79

(34)

0

(58)
NQ495(Ⅶ Al).509(Ⅶ Al)。 VAaoⅦ B 片 (2).砕片 (19)

装飾品 (1)
骨片

礫

中

初

3002
ⅣY24
ⅣY25

345.90～ 346.20
54

(20)

46

(27)

０

‐ ７

０

３ ６

No170(V Aa)。 192(Ⅶ  A2)。 309(VAlbイ )
516(Ⅶ Bl).V Aaア .V Aaイ .VB.VC.Ⅶ B

片 (5)。砕片 (4)。石鏃 (1)
軽石 (1)

骨片
中

初

3003 ⅣY20 537 345。 80～ 346.10
57

(18)

37

(13)

０

６ ‐

NQ60(Ⅶ Al).61(Ⅶ B2).167(Ⅶ Bl).171(Ⅶ )

172(Ⅶ )。 441(V C2)。 481(Ⅵ B)。 496(Ⅶ Al)
520(Ⅶ Bl)。 523(Ⅶ Bl)

片 (8)。砕片 (11)

石鏃 (1).小形刃器 (1)
UF(2)

計
礫

中

初

3004
ⅣY20
ⅣY25

345。 90～346.10
‐２
０
76

(32)

12

(14)

０

４ ５ NQ510(Ⅶ  A2) 原石 (1)。 片 (2)。砕片 (3)
骨片
礫

中

初

3006 ⅣY25 175 345.90～ 346.10
67

(9)

３３
０

０

７ ９ VC.Ⅶ A 砕片 (1) 骨片
中

初

3007 ⅣY25 345.90～ 346.10
57

(44)

43

(12)

０

３ ５

NQ191(Ⅶ Al)。 192(Ⅶ A2).522(Ⅶ Bl).VB
VC.Ⅶ A.Ⅶ B 片 (1)。砕片 (1) 骨片

中

初

3008 ⅣY25 345.90～ 346.10
89

(18)
Ｈ
③

0

(68)
砕片 (8) 計

礫
中

初

3010 ⅣY20 345.80～ 346.00
90

(73)

０

‐ ８ NQ163(Ⅶ A).182(Ⅵ B)。 192(Ⅶ A2)
石核 (1)。剥片 (5)
砕片 (42)

計
礫

中

初

3011 VU22 345。 80～ 346。 00
67

(55)

20

(19)

13

(17)
随67(Ⅶ B2)。 173(Ⅶ Bl)。 VC.Ⅶ A.Ⅶ B 片 (1).砕片 (8)

小形刃器 (1).UF(1)
骨片
礫

中

初

3012
ⅡE 4
ⅣY24

345.40～ 346.10
５

‐ ３

15

(11)

79

(2)

0。 7

(73)

NQ67(Ⅶ B2).174(Ⅶ )。 175(Ⅶ Bl)。 176(Ⅶ )
177(Ⅶ )。 492(Ⅶ Al).501(Ⅶ A2).520(Ⅶ Bl)
529(Ⅶ Bl)。 531(Ⅶ )。 VDoⅥ oⅦ A.Ⅶ B

片 (45)。砕片 (950)
石鏃 (6)。 UF(1)

計
酸
州
礫
魃

中

初 水洗選別

3013 ⅣY24 345。 80～ 345。 90
75

(16)

２５
Ｑ

０

７ ９ NQ38(Ⅶ Bl)。ⅦB 砕片 (1) 骨片
中

初

3014 ⅣY24 345,87～ 346.00
３‐
Ｑ
69

(13)

０

７ ３ NQ483(Ⅵ B).531(Ⅶ )。 VD 片 (3)。砕片 (3)。石鏃 (1)
小形刃器 (1)。装飾品 (3)

骨片
礫

中

初

3015
ⅣY19
ⅣY20

345。 90～346.00
67

(5)

33

(17)

０

７ ８ NQ496(Ⅶ Al)。文様不明 UF(1) 骨片
中

初

3016 V U23 242 345.80～ 345.90
92

(92)

NQ173(Ⅶ Bl)。 178(Ⅶ C)。 179(Ⅶ C)
410(VB)。 VB 計

礫
中

初

3017 VU23 345。 80～ 345。 90
38

(52)

23

(0)

31

(19)

８

２ ９ NQ173(Ⅶ Bl).513(Ⅶ  B2) 砕片 (3) 計
礫

中

初

3018

ⅢA 2
ⅢA 3
VU22
V U23

345.75～ 345_93
24

(14)

68

(67)

０

‐ ０

NIQ28(Ⅶ Al)。 43(VAlcア )。 179(Ⅶ C)
410(VB)。 VB

片 (10).砕片 (28)
石鏃 (1)。 UF(1)

骨片
礫

中

初

3019
皿A2
皿A3

224 345。 90～ 345。 96
‐０
０
90

(57)

０

‐ ５ NQ489(Ⅶ Al) 片 (3)。砕片 (15) 骨片
中

初

3022

VU 8
VU 9
VU13
VU14

345.70～ 346.10
100

(97)
NQ181(Ⅵ C) 礫

前

末

２

3023 ⅡE 5 345。 79～346.07
76

(71)

11

(11)

13

(16)
NQ180(Ⅶ B2)。 484(Ⅵ B).531(Ⅶ )。 VB.Ⅶ B 石核 (1)。 片 (3)。石鏃 (1) 骨片

礫

中

初

3024
VU16
VU17 345.70～ 346.00

100

(89)
NQ182(Ⅵ B)。 148(Ⅶ C).VC.Ⅶ A 骨 片

前

木

２

3025
VU18
VU19 635 533 345.66～ 345.89

84

(85)

M183(Ⅵ Al)。 184(Ⅵ C)。 185(Ⅵ Al)
186(Ⅵ A2)。 187(VDl)。 188(Ⅵ Al)
189(Ⅵ A2).323(V A2aア ).VA.VB
V Cl.VDoVEl.Ⅵ

石核 (1)。 片 (3)。砕片 (6)
石鏃 (1)。打製石斧 (1)
凹石 (1)。刃器 (1)。石錐 (1)
UF(1)。 RF(1)

骨片
礫

前

末

２

3026

ⅡE 5
Ⅱ E10
ⅢA l
ⅢA 6

345.60～ 345。 80
29

(0)

57

(0)

NQ495(Ⅶ Al)。 498(Ⅶ A2).512(ⅦAl)
V AaoⅦ  B

石核 (2)。 片 (86)
砕片 (986)。石鏃 (1)
打製石斧 (1)。小形刃器 (1)
石錐 (1)。 UF(1)

骨片

種実

礫

細礫

中

初 水洗選別

3028 ⅢA l 345。 48～ 345。 71
100

(96)

NQ55(V A2aイ )。 252(VAlaア )。 282(VAlcア )

V Aaア .VB 礫

前

末

１

第14表 前期末葉～中期初頭遺物集中 (SQ)一覧表 (1)
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構

Ｑ

遺

Ｎ
位置

規模 (cm)
絶対高 (m)

遺物組成比% ()内 は検出面 出土遺物 時

期
備 考

長軸 短軸 垂直幅 土器 石器 礫 骨 土器  ()内 は類型 石器   ()内 は点数 その他

皿Al
皿A2
VU21
VU22

345。 35～ 345。 66
7

(12)
M190(VDl)。 VB.VD 片 (1)。砕片 (3) 計

礫

前

末

１

ⅣY18
ⅣY23

172 345。 70～ 345。 81 NQ19 1(Ⅶ Al)。 VB.VC.Ⅶ B UF(1) 骨片

礫

中

初

ⅣY15
ⅣY20

345.48～ 345。 93
２

８ ９

８０
０
Ｈ
①
NQ192(Ⅶ  A2)。 311(VAlbイ )。 455(VDl)
480(Ⅵ A2).493(Ⅶ Al)。 VC.Ⅶ A

石核 (2)。 片 (97)
砕片 (39459)。石鏃 (17)
小形刃器 (4)。石錐 (1)
UF(4)。 RF(5)

計
醸
礫
搬

中

初
水洗選別

ⅣY23 303 256 345.52～ 345.69 Ｈ
０

No193(VAlaイ )。 194(VB)。 195(VAlbア )
246(VAlaア )。 495(Ⅶ Al).V Ab.VBoVC
VDoⅦ A.Ⅶ B

片 (3)。砕片 (1)。 石鏃 (1) 骨 片

前

末

１

ⅣY15 345.44～ 345.64
２‐
ｍ

Nol

199
292
426
478
VC

0(V Abイ )。 197(V Aaイ )。 198(V Aaイ )
VBl)。 200(VBl)。 201(VC)
VAlaイ )。 311(VAlbイ )。 332(V A2aイ )
V Cl).438(V C2)。 455(VDl)
ⅥAl).574(Ⅶ A)。 VAlbイ .V AboV B
VD

片 (4)。砕片 (7)。石鏃 (1)
UF(2)。 RF(1)

計
礫

前

末

１

ⅣY10
ⅣY15

345.45～ 345.57
９

１ ０

Nol

275
317
466

3(VB2)。 202(V Ab)。 203(V Aa)
VAlbア )。 292(VAlaイ )。 313(VAlbイ )

V Albイ ).327(V A2aア )。 426(V Cl)
VD2)。 V Aaイ .V Ab.VD

砕片 (4) 礫

ユ則
末

１

ⅣY19 345。 48～ 345。 72 。
３

０
99。 5

(94)
随347(VA3dイ )。 VB.Ⅶ .Ⅶ B

片 (54)。砕片(1573)
石鏃 (4)。小形刃器 (3)
UF(7)。 RF(1)

計
礫

一則

末

１

ⅢA 6
皿All

345.86～ 345。 95 NQ167(Ⅶ Bl)。 204(Ⅶ C)。 205(Ⅶ A)。 V Aa 砕片 (11)。石鏃 (1)
骨片
礫

中

初

345.71～ 345.73
Ｈ
０

Ｏ

Ｈ
NQ179(Ⅶ C)。 328(V A2aア )。 464(VDl) 礫

中

初

VU13 345。 73～ 345。 84
９ ７

‐０ ０
NQ209(Ⅶ B).VB.V CoⅦ 礫

中

初

ⅡE l
ⅡE 6
Ⅱ D10

345。 49～345.53
３３

０

０

８ ３

NQ206(Ⅵ A2)。 207(Ⅶ )。 208(Ⅶ )。 V CoⅦ A
ⅦB

石核 (2)。 片 (4)。砕片 (1)
石鏃 (1)。凹石(1).UF(1)

計
礫

中

初

第 4章 遺構

第15表 前期末葉～中期初頭遺物集中 (SQ)一覧表 (2)

4。 土坑

調査段階では114基 を数えたが、整理作業の段階で整理統合され103基が土坑として認識される (第 17～

19表 )。 このうち、 1基が焼土址として調査され、整理作業の段階で土坑と把握 した。平面分布では、

SB3018周 辺に若干集中するが、比較的散漫に分布する。複数の土坑が近接して構築されている場合が多

く見られる。時期を類推させる土器片の出土が土坑により偏っているので、時期については明示しなかっ

たが、土器片が出土する土坑については、土器片の総体が示す時期と前後することはないと考える。

土坑の規模・形態は様々であるが、相互の相関関係は認められない。覆土は単一層のものが約 8害Jを 占

め、炭化物を混入するものが多い。出土する遺物に特徴があり、石器類砕片を多量に出土しているもの

(SK3100 0 3122 0 3142 0 3175 0 3195 0 3225)、 小礫を多量に出土しているもの (SK3159 0 3170 0 3197)、

出土土器自体で器形復元が可能な大形の土器片が出土しているもの (SK3137 0 3216 0 3244)、 複数の個体

の土器片が多量に出土しているもの (SK3137 0 3170 0 3204 0 3205 0 3214 0 3215)が ある。これらのうち、

複数個体の土器片が多量に出土する土坑については、長軸が200cmを越えるものが多いと言えるだけで、

土坑の規模 。形態と出土遺物という属性の相関関係についても見出せない。また、土坑の埋没過程におい

て、焼土址が形成されているもの (SK3103 0 3134)カミあり、地表面の一定の範囲を掘りくぼめ開放して

おくことを目的とした土坑があったことが推沢Jさ れる。いずれにせよ、上記の土坑も含めて、土坑の機

能・性格を云々するには、本遺跡のみならず多くの資料集成が必要であり、さらなる資料操作が必要であ

ることは言うまでもない。竪穴住居址や焼土址などを含めた遺構群一資料として、今回は資料提示に留め

ざるを得ない。

以下、土坑については一覧表を参照されたい。
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第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭

構

Ｑ

遺

Ｎ
位置

規模 (cm 形 状
覆土の状況

出土遺物
備考

長軸 短軸 深 さ 平面形 断面形 土器  ()内 は類型 石器   ()内 は点数 その他

Ⅱ E19 楕円形 柱穴状
上下 2層。漸移的
焼土粒子.炭 fヒ物混

VB

3100
ⅢA 6
ⅢAll 楕円形 鍋底状 単一層.炭化物混

No204(Ⅶ C)。 M205(Ⅶ A)
NQ578(Ⅶ B)。 VEl

片 (4)。砕片 (867)
石鏃 (6)

炭化種子

骨片.礫
細礫

砕片 867点

3102 Ⅱ E10 楕円形 鍋底状 上下 2層 .漸移的 文様不明

3103
V U22
VU23 不整楕円形 皿状 複層 .焼土粒子・炭化物混 片 (5)。砕片 (9)

石錐 (1)
覆土中にSF3038

3122
VU22
V U23
(128) 楕円形 皿状 単一層.焼土粒子・炭化物混 片 (4)。砕片(2147)

石鏃 (1)

炭化種子

骨片。礫

細礫

砕片 2147点

3126 VP19 不整形 鍋底状 単一層。炭化物混 骨片

3127 VP23 隅丸台形 鍋底状 単一層。炭化物混

3128 VU 3 不整楕円形 皿状 単一層.炭化物混 底面に小 ピッ ト

3130
VU 3
VU 8 楕円形 皿状 単一層.焼土粒子・炭化物混 焼土粒子集中箇所有

3131 VU 4 楕円形 皿状 単一層.炭化物混 底面起伏

3132 VU 4 楕円形 皿状 単一層.炭化物混 片 (1)。砕片 (311)
石鏃 (1)

底面に小 ピット

起伏

3133
VU 3
VU 8 不整形 鍋底状 単一層.炭化物・骨粉混

3134 VU 4 楕円形 皿状 単一層.炭化物混 覆土中にSF3055
3135 VU 4 不整形 皿状 単一層.炭化物混
3136 VU13 楕円形 すり鉢状 単一層。焼土粒子・炭化物混

3137 ⅢA l 楕円形 鍋底状 単一層.炭化物混

NQ54(V A2aイ )。 NQ2 10(V Aaア )
M211(V Aa)。NQ212(VB)
No213(VB)。 NQ214(VB)
No215(VBl)。NQ216(VDl)
NQ2 17(Ⅶ Bl)。随241(VAlaア )
NQ252(VAlaア )。 NQ260(VAlaア )
NQ282(VAlcア )。 XIQ333(V A2aイ )
NQ377(VBl)。NQ443(V C2)
No429(Ⅶ Al)。 VB.VEl

片 (5)。砕片 (1)
UF(1)。 RF(1)

礫

(焼礫 )

3139 VU21 長楕円形 鍋底状
単一層 .
焼土粒子・炭化物・骨粉混 骨片 SF3053→ SK3139

3140
VUll
VU12 (楕円形 ) すり鉢状複

層。漸移的
焼土粒子・炭化物混 骨片

3141 ⅣY15 楕円形 すり鉢状
上下 2層 .漸移的.焼土粒子
炭化物 。骨粉混

NQ427(V Cl) 砕片 (1)。石匙 (1) 骨片.礫

3142 ⅣY25 楕円形 すり鉢状 単
一層.焼土粒子・炭化物
骨粉混

NQ236(VAlaア )。ⅦB 片 (6)。砕片 (218)
骨片.細
礫
水洗選別試料採取
砕片218点

3145 VU 7 楕円形 皿状 単一層.焼土粒子 。炭化物混
3147 VU 3 楕円形 皿状 単一層

3148 ⅣY25 不整楕円形 皿状
単一層
焼土粒子・炭化物・骨粉混 骨片

3150 VU 2 楕円形 皿状 単一層

3151 VU 2 不整形 鍋底状 単一層

3152 VU 7 長楕円形 皿状 単一層

3153 VU 7 不整楕円形 柱穴状 単一層 掘り込み斜位
3155 皿All 不明 楕円形 不 明 添明 No406(VB)。 VB 砕片 (1)

3156 VUll (157) 楕円形 鍋底状 単一層。焼土粒子・炭化物混 NQ59(Ⅶ Al)。 ⅦB 片 (1)

3158 皿A6 楕円形 皿状
単一層
焼土粒子・炭化物・骨粉混 骨片

3159 VU16 楕円形 鍋底状 単一層。炭化物混 V Aaイ .VB 片 (1) 礫 小礫集中 (448点 )

3160 ⅢA 6 円形 柱穴状
上下 2層。漸移的
焼土粒子・炭化物・骨粉混

骨片 SK3160→ SF3089

3162 VPll (109) 不整楕円形 皿状
単一層.焼土粒子・炭化物混
(焼 >炭 )

Ⅶ B 片 (2).砕片 (10)
石錐 (1)

骨片

3166 ⅡE 4 不整円形 柱穴状
上下 2層 .漸移的
焼土粒子・炭化物・骨粉混

NQ191(Ⅶ Al).Ⅶ A 片 (1)。砕片 (27)
UF(1) 骨片 砕片27点

3167 ⅣY25 (26) 円形 柱穴状
単一層
焼土粒子・炭化物・骨粉混 骨片 SK3168に隣接

3168 ⅣY25 円形 柱穴状
単一層
焼土粒子 。炭化物・骨粉混 骨片

3169 ⅣY25 楕円形 すり鉢状単
一層
焼土粒子 。炭化物・骨粉混

VD.Ⅶ A 石鏃 (1) 骨片。礫

3170
ⅡE 5
ⅣY20 楕円形 すり鉢状 単

一層
焼土粒子・炭化物・骨粉混

NQ323(VA2aア )。 M330(VA2aイ )

NQ465(V D2)。 NQ522(Ⅶ Bl)
VB.VDl

石牛片
^(3).UF(1)

骨片.礫 小礫集中 (195点 )

3171
ⅣY20
ⅣY25 楕円形 鍋底状

上下 2層 .漸移的
焼土粒子・炭化物・骨粉混

VBoVC.Ⅶ A
原石 (1)。石核 (1)

片 (8)。砕片 (35)
UF(2)

骨片.礫

3172 ⅣY25 不整楕円形 皿状 単一層。炭化物混 No220(VB)。 VB.Ⅶ A.Ⅶ B 片 (1)。砕片 (2) 礫 二段底

3173 VU 2 不整形 鍋底状 単一層

3174 V U21 不明 不整楕円形 不明 不明 骨片

3175 VU16 隅丸方形 皿状
単一層。焼土粒子・炭化物
骨粉混

文様不明

原石 (1)。石核 (2)

片 (19)。砕片 (14552)
小形刃器 (1).UF(1)

炭化種子

骨片。礫

細礫

水洗選別試料採取

砕片 14552点
細礫513点

3180 ⅣY18 不整楕円形 皿状 単一層。炭化物混 二段底

3181
VP 6
VPll (67) (楕円形 ) 皿状

単一層。焼土粒子・炭化物
骨粉混

Ⅶ B 片 (2)。砕片 (2)
UF(1) 骨片 底面傾斜

3182 VU 6 7 (楕円形 ) 皿状 単一層.焼土粒子 。炭化物混
3183 VU 6 101 否整楕円形 |

皿状 単一層。焼土粒子・炭化物混

3184 VU 6 (108) (楕円形 ) 皿状 単一層.焼土粒子 。炭化物混

第16表 前期末葉～中期初頭土坑 (SK)一覧表 (1)
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第 4章 遺構

構

Ｑ

遺

Ｎ
位置

規模 (cm) 形状
覆土の状況

出土遺物
備考

長軸 短軸 深 さ 平面形 断面形 土器   ()内 は類型 石器  ()内 は点数 その他

3187
VU l
VP21 (201) (120) (長楕円形 ) 鍋底状 上下 2層 (上層は炭層 )

3188 VU l (楕 円形 ) 皿メ犬 単一層。炭化物混 底面起伏

3189 VU l 楕円形 皿状 単一層。炭化物混

3190
ⅣT25
VP21 円形 すり鉢状 単一層

3191 VP21 楕円形 皿状 単一層

3192 VU 6 (楕 円形 ) 皿 状 上面に炭化物集中ブロック 底面 に小 ピット

3193 VU 2 不整楕円形 皿状 単一層。炭化物混 底面起伏

3195 ⅣY19 285 不整形 皿状 炭化物混 NQ347(V A3dイ )。ⅦB
石核 (3)。 片 (17)
砕片 (3569)。 石鏃 (3)
UF(3)

骨片。礫
細礫

水洗選別試料採取

砕片 3569点
細礫 109点

3196
VP21
VU l 楕円形 鍋底状 単一層.炭化物混

3197 ⅣY10 楕円形 皿状 上下 2層。漸移的。炭化物混
NQ283(VAlcア )。NQ449(VDl)
VB

骨片.礫
細礫

礫 1072点

3198 ⅣY12 (楕 円形 ) 鍋底状 単一層 Ⅶ A 片 (1)

3199 ⅣY24 (234) (163) (楕円形 ) 皿状
単一層。焼土粒子 。炭化物

骨粉混
NQ529(Ⅶ Bl) 砕片 (3) 骨片。礫

3200 ⅣY23 不整形 すり鉢状単一層。炭化物混 NQ231(VEl)。 NQ512(Ⅶ Al)。 VB 砕片 (1)。台石・石皿 (1) 礫 二段底

3204 ⅣY10 楕円形 皿状 単一層 .炭化物混
NQ307(VAlbイ )。 NQ332(V A2aイ )
NQ426(VCl)。 NQ523(Ⅶ Bl)
VAboVBoVCoⅦ B

片 (5) 礫

3205 ⅣY10 (209) (149) (円形 ) 鍋底状 複層.漸移的。炭化物混
NQ275(VAlbア )。 NQ306(V Albイ )
NQ3 10(VAlbイ ).NQ332(V A2aイ )
NQ455(VDl)。 V Abア .V AboV C

片 (1).砕片 (1)
UF(1) 礫

3206 ⅣY 3 楕円形 鍋底状 単一層 礫

3207 ⅣY 3 (539) 楕円形 鍋底状 上下 2層。漸移的.炭化物混 V Aaア 片 (1) 二段底

3208
ⅣY 3
ⅣY 4

長楕円形 皿状 単一層。炭化物混 NQ347(V A3dイ ) 礫 小礫散布

3209 VP17 (楕円形 ) 鍋底状 単一層

3210 ⅣT20 楕円形 皿状 単一層

3211 ⅣT19 楕円形 鍋底状 単一層。焼土粒子 。炭化物混 NQ451(VDl)。 VC.VD 片 (1)

3212

ⅣT19
ⅣT20
ⅣT24
ⅣT25

不整楕円形 すり鉢状複層。炭化物混 NQ43 1(VCl)。 VAlaイ .VDl 磨石 (1)。敲石 (1)

3213 ⅣY14 楕円形 皿状 複層.漸移的.炭化物混 砕片 (1)

3214
ⅣY19
ⅣY20

不整楕円形 竪穴状
複層.焼土粒子 。炭化物
骨粉混

m218(Ⅶ A)。 No219(Ⅶ Bl)
NQ455(VDl)。 VAboVB.Ⅶ B

石核 (1)。 片 (22)
砕片 (38)。石鏃 (1)
小形刃器 (3)。 UF(3)

骨片。礫

3215 ⅣY10 長楕円形 竪穴状 単一層。炭化物混

NQ98(V Cl)。 NQ220(VB)
NQ221(VAlbイ )。 NQ275(VAlbア )
NQ306(VAlbイ )。 NQ332(V A2aイ )
NQ336(V A2bイ )。NQ380(V B2)
NQ429(VCl)。 VB.VC

石核 (1)。 片 (1)
刃器 (1)

骨片。礫 長軸壁際にピット

3216 ⅣY 4 楕円形 皿 状 単一層 NQ222(V C2)

3217 ⅣT24 不整形 すり鉢状単一層.炭化物混
No223(V Ab)。NQ307(VAlBイ )
NQ451(VDl)。 VB 礫

3218 ⅣT24 不整楕円形 皿状 単一層.炭化物混

3219
ⅣY 4
ⅣY 9 (201) (146)

不整楕円形 皿状 単一層。焼土粒子 。炭化物混
NQ224(V A2aア )。 NQ249(VAlaア )
No313(V Albイ ).V Aaイ .VB

片 (6)。砕片 (4)
石鏃 (1)

礫

3220 ⅣY 4 楕円形 皿状
単一層。坑底・壁際に粗い砂
が薄く入る

NQ338(V A2bイ )

3221
ⅣY 8
ⅣY 9

楕円形 皿状 単一層.炭化物混
NQ225(VEl).NQ349(VEl)
NQ574(Ⅶ A)。 V C2.Ⅶ A

砕片 (2)。石鏃 (1)
磨製石斧 (1)。 UF(1)

礫

3222 ⅣY 4 円形 柱穴状 不 明 VAlaイ

3223 ⅣY12 長楕円形 鍋底状 単一層 文様不明 礫

3225 ⅡE 3 (133) 長楕円形 鍋底状 単一層 NQ226(VEl)。 V CoⅦ B 片 (32)。砕片(5027)
石鏃 (1)

骨片。礫
細礫

水洗選別試料採取

砕片 5027点
細礫 7352点

3226 ⅣY 7 円形 柱穴状 単一層

3227 ⅣY 7 楕円形 皿状 単一層.炭化物・骨粉混 骨片

3228 ⅣY24 (楕円形 ) 皿状 単一層 砕片 (1 礫

3229 ⅣY24 長楕円形 皿状 単一層 砕片 (1 骨片

3230 ⅣY24 長楕円形 鍋底状 単一層.炭化物混
NQ192(Ⅶ A2)。 NQ529(Ⅶ Bl)
ⅦB

片 (4

石鏃 (1

。砕片 (3)
骨片。礫

3231 ⅣY10 (楕円形 ) 皿状 単一層。炭化物混 SK3231-→ SK3204

3232 ⅣY10 楕円形 鍋底状 単一層
SK3234→ SK3233→
SK3232

3233
ⅣY10
ⅣY15

6 (楕円形 ) 鍋底状 単一層.炭化物混 骨片
SK3233・ SK3234→
SK3233

3234

ⅣY 9
ⅣY10
ⅣY14
ⅣY15

(156) 隅丸長方形 竪穴状 単一層。炭化物混 No427(VCl).NQ428(V Cl) 石核 (1)。 片 (1)
SB3030→ SK3234→
SK3232・ SK3233

3235 ⅣY14 円形 鍋底状 不 明

3236
ⅣY 9
ⅣY14
204 隅丸方形 竪穴状 複層.炭化物・骨粉混 V Aaア

片
Ｈ
4)。砕片(2)
)

骨片.礫

3237 ⅣY19 楕円形 皿状 単一層.炭化物・骨粉混 NQ496(Ⅶ Al) 砕片 6).小形刃器 (1) 骨片.礫

3238
ⅣY19
ⅣY24

楕円形 皿状
単一層.焼土粒子・炭化物
骨粉混

片
Ｈ
6)。砕片(16)
)

骨片。礫 底面凹凸著しい

第17表 前期末葉～中期初頭土坑 (SK)一覧表 (2)
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構

Ｑ

遺

Ｎ
位置

規模 (cm) 形状
覆土の状況

出土遺物
備考

長軸 短軸 深 さ 平面形 断面形 土器  ()内 は類型 石器   ()内 は点数 その他

3239 ⅣY15 (104) 不 明 皿状 単一層.焼土粒子 。炭化物混
NQ275(VAlbア .)NQ332(VA2aイ )
NQ426(VCl)。 VB 砕片 (1)。 UF(1) 礫 底面にピット

3241 ⅣY18 楕円形 皿状 単一層.炭化物混
No133(VB)。 NQ227(Ⅶ )
VA.Ⅶ B 片 (4)。砕片 (11) 骨片。礫

3242
ⅣY 5
ⅣY10 楕円形 すり鉢状 単一層

3243 VP 4 楕円形 皿状 単一層.炭化物混 底面偏る

3244 ⅣY23 楕円形 皿状 単一層

NQ228(V Aaア )。NQ229(V Aaア )
NQ230(VAlaア )。NQ231(VEl)
V Aaア .V Aaイ。VB.VC.VEl

土器片集中

3245 ⅢA 2 不整楕円形 不 明

3246 不整円形 柱穴状
単一層。焼土粒子・炭化物
骨粉混

骨片

SF
3118
ⅣY23
ⅣY24 長楕円形 皿状 単一層。炭化物多混 No413(VB)。 VB 破片 (4)

第18表 前期末葉～中期初頭土坑 (SK)一覧表 (3)

X=64,000

第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭
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第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭
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第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭
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346.00 A          B~   SF3029  ~

10YR%(にぶい黄橙)
焼土粒子3% 炭化物2% 骨粉12%混

346.00 A         B
SF3033

1:赤褐色焼土 赤褐色の被熱痕跡
2:赤褐色焼土 焼土ブロックー多
3:暗赤褐色焼土 暗赤褐色の被熱痕跡 骨粉混

第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭

346.00 A     B
SF3042

1:赤褐色焼土 赤褐色の被熱痕跡
2:赤褐色焼土 焼土ブロックー多
3:暗赤褐色焼土 暗赤褐色の被熱痕跡

B346.00 A SF3060
346.00 A       B

SF3043

::震圭る早γ負花競.暦難
・骨粉混

346.00 A・~~  SF3068 B
SF3064     ~~~~

:2.5Y/(オ リーブ褐) 焼± 2% 炭化物 3%
:2.5Y%(浅黄)黄褐色の被熱痕跡 焼±4%
:2.5YR%(橙 )赤褐色の被熱痕跡 焼±75%
:5Y%(灰 褐)暗 赤褐色の被熱痕跡 焼±60%

骨粉 2%
炭化物 5% 骨粉8%
炭化物・骨粉 3%
炭化物 7% 骨粉 3%

346.00A B 346.00 A

SF3121

灰色土

焼土粒子・炭化物一微 骨粉一多

346.00A B

オリーブ褐色土

焼±2% 炭化物7%

346.00A

345。80A ′

B

SF3148

~~===ミ
こ
======7~2.5Y%(暗

オリーブ褐)
焼±6% 炭化物8% 骨粉3%
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骨粉2%

345。80A B

SF3171

1:2.5Y%(暗 オリーブ褐)炭化物50% 灰15% 焼土粒子・ブロック2%
2:2.5Y/(オ リーブ褐)炭化物5% 焼土粒子1%未満 骨粉3%

346.00A

1:暗黄褐色土 焼土粒子一多 炭化物一微 骨粉一少
2:黄褐色土 黄褐色砂質土混

第60図 前期末葉～中期初頭遺構図 3断面図
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骨粉10%

B

345。80 A         B

SK3237

暗黄褐色土

炭化物一多 骨粉一少 黄褐色砂質土一微

~~べく
==II圭

坐
=至<壬至

ンー
1:焼土層 赤褐色の被熱痕跡
2:焼土層 暗赤褐色の被熱痕跡
3:焼土粒子・骨粉混

1:10YR%
2:2.5Y%
3:2.5YR%
4:2.5Y%

SF3147

暗黄褐色土
2:暗黄褐色土

(にぶい黄褐)焼 ±7% 炭化物・骨粉4%
(浅黄)黄褐色の被熱痕跡 焼土・炭化物5% 骨粉7%
(橙 )赤褐色の被熱痕跡 焼±75% 炭化物4% 骨粉3%
(オ リーブ褐) 焼±10% 炭化物15% 骨粉3%

B

焼土粒子―多 炭化物―少 骨粉混
焼土粒子・炭化物・骨粉一微
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第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭
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第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭
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第 2節 縄文時代前期末葉～中期初頭
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第 4章 遺構

概要

分布 :調査区の中央部から南部にかけて、 7軒

の住居址が検出された。特に、南部には 5軒の

住居址が集中しており、 3軒及び 2軒がそれぞ

れ切り合っている。

時期 :中期末葉から、後期初頭称名寺式期、前

葉堀之内式期の住居址であるι

検出 :平面精査でプランが明確に捉えられた住

居址はSB3003の みで、他の住居址は、周囲と

の合有物の差や他の遺構調査時の断面・平面に

よって、また トレンチによる断面精査によって

判断し、プランを確認した。

規模・構造 :床面積から大型、中型、小型の三

種に分けられるが、時期による差異は見られな

い。南部の切り合っている3軒と2軒は、前者

が床面積 9ぽ前後の小型で、後者が12ぽ前後と

中型の住居址である。住居址の形状は不整円形

～不整楕円形を呈し、覆土は炭化物・焼土粒子

を含むものが多く、またSB3003が複層のほか

は単一層であった。なお、住居址の深さは断面

図から最深の値を求め、文中に記した。

炉については、石組みなどの構築物はどの住

居址においても検出されなかったが、住居址の

中央付近に炭化物・焼土粒子が集中している箇

所があり、そのほとんどが不整形を呈し掘り込

みも浅く、内部には炭化物・焼土粒子を多く含

むことなどから、炉址と判断した。

床については、貼り床は検出されず、多少の

凹凸はあるがほぼ平坦である。ただ、SB3003

では炉址の周囲の一部に堅い床が検出されてい

る。壁は、斜めに傾いて立ち上がるものが多い。

なお、文中の壁高の値は、断面図・平面図から

求めた壁高のうち最も大きな値を記した。柱穴

は 7軒すべての住居址で検出されたが、大き

さ・深さ・傾きなどはそれぞれ異なり、時期に

第 3節 縄文時代中期末葉～後期前葉

1 竪穴住居址

O                           m

第77図 中期末葉～後期前葉遺構分布図
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第 3節 縄文時代中期末葉～後期前葉

よる傾向等は特にない。

遺物の出土状況 :ほ とんどが覆土から出土しており、出土量は住居址により異なる。

その他 :住居址の埋没状況は、覆土等から判断して自然埋没と思われる。

SB3001 位置 :Ⅲ Al～ 2  SB3002を 切る

検出 :土器等の遺物出土状況、炭化物の

分布状況により判断、炉址の位置により

プランを確認した。

規模・形状 :径 4。2mの 隅丸方形ないし

は不整円形を呈 し、深さは41cmを 測 り、

床面積はおよそ11.71ポ 。覆土 :し まり、

淘汰の良い褐色土の単一層である。

床面・壁 :床面は多少の凹凸はあるがほ

ぼ平坦で、壁は北側で高さ20cmを 浪Jり

斜め傾いて立ち上がる。

炉 :床面のほぼ中央に90cm× 80cmの範

囲で焼土が散在 しており、炉址とした。

内部は炭化物・焼土粒子が混入し、深さ

22cm、 不整方形に掘り込まれている。 A  347.00

柱穴 :柱穴はPl～ P9の 9本検出され、

径

“

～Ю吼 彫 程 す乙 Lは深さ
・

〇
〇
．卜
ヾ
∞
　
Ｏ

15cm丸底で直に立ち上がっている。

遺物の出土状況 :覆土上部～半ばに集中

し、住居址の北東区及び炉址周辺や

SB3002と切 り合っている部分に多く出

土している。土器はほとんどが破片であ

る。

出土遺物 :[土器]称名寺式期の土器

(第 336図 1～ 5)が最も多く出土 してお

り、中期後半の土器 (第 336図 6)も 多い。

堀之内式期 ものが数片出土 している。

[石器]打製石斧、黒曜石の剥片・細片

が出土している。 [そ の他]骨片が 2点

出土。

時期 :後期初頭称名寺式期

SB3002    位置 :Ⅲ Al
～ 2  SB3001に 切られる

検出 :周囲との含有物の差や、SB3001

の断面・平面観察によリプランを確認。

1

347.00  G H   2

3

U 4

:10YR/(褐 )し まり。淘汰良好
:10YR%(暗褐)しまり。淘汰悪
炭化物 7% 焼土粒子 5%
:10YR%(にぶい黄褐)
炭化物・焼土粒子全面混

:10YR%(暗褐)

E 347.00      F

・ ‐………・ ヽ

=〔
三二EEEこ :〔

[:::III:i:::;;''フ

ラ・ =ヨ "…
……………・

ml

:|

(1:60)

0◎
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規模・形状 :径 4。 2～ 4.5mの不整円形

を呈し、深さ34cm、 床面積12.70ぽ で

ある。

覆土 :し まり、淘汰の良い砂質のにぶ

い黄褐色土の単一層|である。

床面・壁 :床面はほぼ平坦で、壁は北

側で高さ29cmを 測り、斜めに立ち上

がる。

炉 :検出されなかった。

柱穴 :径 13～ 18cmの柱穴が 9本、径

20～ 25cmの柱穴が 2本、 2つ以上の

小ピットの集合と思われる柱穴が 1本、

計12本の柱穴が検出された。深さは約

15～ 23cmを 測る。断面調査をした 7

本の柱穴のうち、底が丸いものは 4本、第79図 SB3002遺構図・遺物分布図

二段落ちのものは 2本であった。

遺物の出土状況 :覆土中～下部に多く、住居址の北東半分に散在するが、SB3001調査時に切り合ってい

る部分の遺物を取り上げたことを考慮すると、全体に分布していたと思われる。

出土遺物 :[土器]中期末葉～称名寺式期のもの (第 337図 7～ 8)カミほとんどを占め、堀之内式期のもの

は 2片だけであった。 [石器]剥片・細片出土。

時期 :中期末葉
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第 3節 縄文時代中期末葉～後期前葉

Pl
10YR%
(暗褐)
粘質

(暗褐 )
粘質

P4
10YR%
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炭化物
わずか

L  L′
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粘質    粘質

P2     P3
10YR/  10YR%
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(褐 )

炭化物 3%炭 化物
わずか
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｀ア  U 
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U…
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10YR/    10YR/  10YR%
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炭化物わずか     炭化物10%

P lo
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346。40 M  M′   N  N′    0 0′

P「 :y・ F
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七UE9 〇
〇
．Φ
寸
∞
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粘質

粘質 炭化物10%
焼土粒子 1%未満
2:lCIYR%(黒褐)
粘質 炭化物40%

c′
焼土粒子 1～ 2%

比燎%鯖初34a40
炭化物3% 炭化物わずか 焼土粒子
I    I′   K  化黎クずか

‐‐

11::::::::::::::::::;7"¨
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10YR%
(暗褐)
粘質
炭化物10%
焼土粒子 1%
(1:60)

10YR%
(暗褐)
粘質
炭化物20%
焼土粒子3%
2m

第80図 SB3003 遺構図

SB3003    位置 :VU 7 012

検出 :検出面上で周囲との合有物の差により落ち込みを検出、プランが明確に確認された。

規模・形状 :長径4.8m×短径3。7mの楕円形を呈し、深さ28cm、 床面積12.66ぽである。

覆土 :粘質でしまりが良く、炭化物、焼土粒子を含む暗褐色土の 1層と、粘質でしまりの良い、炭化物や

焼土粒子を多く含む黒褐色土の 2層からなる複層である。

床面・壁 :床面はほぼ平坦で、西側はやや高くなる。炉址とP9付近には堅い部分がみられた。壁は南東

側で高さ26cmを淑1り 、斜めに立ち上がる。

炉 :住居址の中央やや西寄りに120cm× 90cmの不整楕円形状に焼土が散在した深さ25cmの掘り込みが検

出され、炉址とした。炉址内には数力所焼土の塊が検出された。

柱穴 :径18～ 24cm・ 深さ17～ 26cmの柱穴が 7本、径26～ 30cm O深 さ20～ 30cmの柱穴が 4本、計11本の

柱穴が検出された。円～楕円形を呈し、断面形状はほとんどがU字状で、
`Plの
みV字状であった。傾き

はそれぞれ異なる。柱穴内覆土は粘質の褐色～暗褐色土で、P10P6以外は炭化物を含む。

その他の施設 :炉址の北側に72cm× 64cm・ 深さ25cmの不定形の土坑 (P9)カミ、東側に70cm× 64cm・ 深

さ30cmの円形の土坑 (P7)が検出された。ともに覆土は炭化物・焼土粒子を含む粘質でしまりの良い暗

褐色土である。

遺物の出土状況 :覆土上部から土器片が数点出土したのみである。

出土遺物 :[土器]加曽利 E式土器 (第 337図 9)と 、称名寺式土器が出土。

時期 :中期末葉
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第 4章 遺構
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第 3節 縄文時代中期末葉～後期前葉
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第82図 SB3004 0 3008 遺物分布図

SB3004       位置 : Ⅱ E10   SB3008に切られる

検出 :周囲との含有物の差や土の粘性の違いによリプランを検出。

規模・形状 :4。 lm× 3.3mの不整円形を呈し、深さ22cm、 床面積9.16ぽである。

覆土 :粘質でしまりの良い、炭化物・焼土粒子を含んだにぶい黄褐色土の単一層である。なお、覆土より

包含層の方がより粘質である。

床面・壁 :床面はほぼ平坦で、壁は西側で約22cmを測り、斜めに立ち上る。東壁側はSB3008に切られて

いるが、一部わずかに立ち上がりが検出された。

炉 :住居址の中央西側に、80cm× 50cm O深 さ14cmの不整楕円形を呈する掘り込みがあり、表面には炭・

焼土粒・焼けて変色したと思われる土がみられ、内部にも炭・焼土粒子が混入している。以上のことから

炉址と捉えた。

柱穴 :径32～ 45cmの柱穴が 3本、径18～26cmの ものが 5本、径12～ 16cmの ものが 2本、計10本の柱穴が

検出され、北西―南東を軸にほぼ平行に並ぶ。平面形状は円～楕円形を呈し、深さは13～ 34cmを 淑Jる 。

断面形状や傾きはそれぞれ異なる。

遺物の出土状況 :覆土上部～下部にかけて、壁から炉址にいくにしたがってより下方に、帯状に出土して

いる。また、住居址の北西部と炉址周辺に集中している。

出土遺物 :[土器]炉址周辺には10012(第 338図)の土器片が集中している。北西部の集中箇所には、11

(第 338図 )が出土している。なお11の土器はSK3099か らも%～%個体分の土器片が出土し、互いに接合し

ている。 [石器]黒曜石の剥片・細片が出土している。

時期 :後期前葉堀之内式期
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第 4章 遺構

SB3005    位置 :Ⅱ E 5 010,

ⅢA106   SB3008,SK3048に 切られる

検出 :ト レンチによる精査、周囲との含有物

の差、他の遺構の平面・断面調査によリプラ

ンを検出。

規模・形状 :4.Om× 3。2mの不整隅丸長方形

を呈し、深さ32cm、 床面積9。 55ぽである6

覆土 :炭化物・焼土粒子が混入するにぶい黄

褐色土の単一層である。

床面・壁 :床面は西側にやや低くなるが、ほ

ぼ平坦である。壁は トレンチにより数箇所切

られて不明な部分があるが、南側で28cmを

測り、斜めに立ち上がる。

炉 :炭化物・焼土粒が集中して残っていると

ころが 2か所検出され、含有物などから炉址

とした。住居址中央北寄りにある炉址 1は、径34cm、 深さ10cmの 円形に掘り込まれており、内部には炭

化物・焼土粒子を多く含んでいる。炉址 2はほぼ中央に位置し、55cm× 20cm、 深さ8cmの不定形の掘り

込みがあり、炭化物・焼土を含み、特に表面に焼土が集中していた。

柱穴 :主柱穴はPlγ P6の 6本で、P10P2,P6° P5が左右対称に並ぶ。径30cm前後、不整円形～不

整楕円形を呈し、P3は深さ30cm,P6,は 深さ12cmを淑Jる 。柱穴内覆土は炭化物を含む砂質のにぶい黄

褐色土である。

遺物の出土状況 :住居址の中央部炉址 2付近に集中して遺物が出土している。また、覆土上部～床面まで

分布している。

出土遺物 :[土器]出土した土器片のほとんどが14(第 338図)の もので、胴部の一部がないほかは口縁部

から底部まであり、復元を試みた。その他、中期末葉～後期前葉の土器片が数点ずつ出土している。中で

も中期末～後期初頭に比定される新潟県に分布の中心をもつ土器片が出土しており、復元された二十稲場

式土器とともに本址の性格を探る上で興味深い。[石器]打製石斧、剥片・細片が出土している。

時期 :後期初頭

SB3008 位置 :Ⅱ E10, ⅢA6   SB3005,SB3004を 切る

検出 :ト レンチによる精査、周囲との合有物・土質の差によってプランを検出したが、不明確である。

規模・形状 :3.7m× 3。 lmの不整楕円形を呈すると推定される。深さ20cm、 床面積はおよそ8。 64ピである。

覆土 :炭化物・焼土粒子を多く含む暗褐色土の単一層である。

床面・壁 :床面は、多少の凹凸はあるがほぼ平坦である。壁は、 トレンチや住居址との切り合いにより

所々不明であるが、南側で高さ15cmを淑Jり 、斜めに立ち上がる。

炉 :住居址の南西に偏って85cm× 75cm、 深さ24cmの不整楕円形の掘り込みがあり、内部には炭化物
0焼

土粒子が混入しており、炉址とした。

柱穴 :9本の柱穴が検出された。 P馬は径32cmの不整三角形を呈するピットで、焼土の塊が検出され柱穴

ではないと思われる。P7,P16は径12～ 14cmの 円形を呈する小柱穴で、P8,P10,P ll,P13,P14は径16

IIⅢ 5° 。

，

ヽヽ　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
九

A  347.00 B

O

o    (1:60)    2m

第83図 SB3005 遺物分布図
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第 3節 縄文時代中期末葉～後期前葉

～20cm、 深さ13～ 28cmの

SB3012

19024

位置 :VP

検出 :周囲との合有物の差や他の遺構

調査時の断面・平面によってプランを

確認。同 じグ リッ ド内にSF3017,

SF3019が あるが本住居址より上層に

位置するので、直接の切り合い関係は

ない。

規模・形状 :5。Om～ 5.5mの不整円形

を呈 し、深さ12cm、 床面積はおよそ

18。 62ピ と 7軒の住居址の中で最大規

模である。

覆土 :し まり・淘汰の良い、炭化物・

焼土粒子を少量含んだ、にぶい黄褐色

土の単一層である。

床面・壁 :床面は不明確であるが、ほ

ぼ平坦である。また、住居址南部に約

2。 lm× 1.3mの範囲で焼土粒の広がり

が見られた。壁は東側で高さ12cmを

沢Jり 、緩やかに立ち上がる。

炉 :住居址中央の西寄り奥に、114cm×

80cm、 深さ12cmの 焼土が散在した不

定形の掘 り込みがあり、炉址とした。

IVP016 ち
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第 4章 遺構

内部の土は、しまり・淘汰の良い、炭化物・焼土粒子を含んだ暗褐色土であった。

柱穴 :柱穴と思われるピットが 7本検出されたが、いずれも径10cm～ 15cm,深 さ5cm～ 10c血の楕円形な

いしは円形の小さいピットである。

遺物の出土状況 :覆土上部から床面にかけて、特に炉址周辺に集中して出土している。

出土遺物 :[土器]炉址及びその周辺に22(第 339図・堀之内1式)の土器片が多量に出土。23(第339図・堀

之内1式)は炉址とその周辺の覆土上部～半ばに散在している。25(第 339図・加曽利EⅣ式)の土器片は住

居址北東部に、覆土上部～下部に散在している。称名寺式期の土器片は炉址の周辺に数片出土 している。

[石器]凹石が 1点出土。 [その他]骨片が 3点出土。

時期 :後期前葉堀之内式期

2 焼土址

調査区の中央部を帯状に分布するように34基の焼土址が確認された。とりわけVL,VP,VQ区 に集

中している。ⅢA,Ⅱ E区の焼土址は竪穴住居址とほとんど同じ面で検出されている。プランは、焼土粒

子 0炭化物の集中範囲や、周囲との含有物の差により検出した。規模
0形状はまちまちである。火床面や

焼痕が確認された焼土址は 8基のみで、他は、焼土塊や焼土集中・炭化物集中が確認されたり、覆土に焼

土粒子や炭化物を含んだものがほとんどであった。遺物の出土した焼土址は 4基のみで、そのうち時期の

わかるものは 2基あり、後期初頭に比定される。他の焼土址もおそらく中期末葉～後期前葉の所産と思わ

れる。また、調査段階で後期後半のものと想定した焼土址13基から、抽出した 6基 (sF3501,3502,3508,

3510,3512,3514)に ついて、炭化物を対象とした放射性炭素年代測定をパリノ・サーヴェイにて依頼した

ところ、縄文後期に相当するという結果が出ている。これら13基のうちSF3508か らは後期初頭の土器が

出土しており、他の12基からは出土遺物がないため、ここで扱うことにした。焼土址の機能・用途に関し

ては、住居の炉と思われるものもあるが、ほとんどは火を焚いた跡あるいはその残滓を捨てた跡ではない

かと推測されるだけで詳細は不明である。以下、特記される焼土址を説明し、他は一覧表に表す。

SF3001 位置 :V U21

検出 :焼土粒子の集中分布範囲をもってプランを検出した。

覆土及び焼土の堆積状況 :覆土は焼土粒子・焼土ブロック・炭化物を含んだ褐色土の単一層で、掘り込み

は 8cmと浅く、底面は緩やかな凹凸がある。

被熱痕跡の状況 :覆土上限に赤褐色及び暗赤褐色の焼痕が輪状に確認できた。

他の施設との関連 :本址の周囲に11箇所落ち込みが検出されたが、本址との関連は不明。

遺物の出土状況 :周辺からは中期末～後期初頭の土器片が出土している。

時期 :不明

SF3006 位置 :Ⅲ Al・ 6

検出 :焼痕が確認され焼土・炭化物の集中分布によリプランを検出した。

覆土及び焼土の堆積状況 :覆土は焼土粒子・炭化物を含む、しまり・淘汰の悪い 1層 (暗褐色土)、 2層

(褐色土)か らなる。 2層上限、とりわけ本址南部分には焼土粒子が集中していた。

被熱痕跡の状況 :本址北部分、 1層上限に不整形の焼痕が見られた。

他の施設との関連 :本址の東側に、54(第 344図 )の土器が出土したSK3067が あり、周辺からも土器が多

く出土していることなどを考えると、住居の炉址とも思われる。 (SK3067参照)
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第 3節 縄文時代中期末葉～後期前葉

遺物の出土状況 :覆土及び底面近くから土器 3片が出土しているが、多くは検出面より上位の出土である

出土遺物 :[土器]中期後半から後期初頭称名寺式期の土器片が出土している。

時期 :後期初頭と思われる。

SF3017    位置 :V P24～ 25

検出 :焼土粒子・炭化物の分布範囲によリプランを決定した。

覆土及び焼土の堆積状況 :600× 430cmの広い範囲に炭化物が散在し、その内側に炭化物集中・焼土粒集

中・焼土が検出された。炭化物集中範囲とおおよそ一致するように落ち込みがあり、その覆土は二層に分

かれる。 1層はしまりやや良く淘汰の良い炭化物・焼土粒子を含むにぶい黄褐色土で、 2層はしまり・淘

汰の悪い炭化物・焼土粒子・焼土ブロックを含む暗赤褐色土である。 1層より2層の方が、炭化物・焼土

粒子の合有量が多い。

被熱痕跡の状況 :炭化物集中範囲の中に暗赤褐色の焼土が 3か所確認された。この焼痕は、大きいものは

160× 85cmの不整形を呈 し、小さい 2つは長径約40cm前後の不整楕円形を呈する。また、焼土粒集中も

4か所で確認された。

他の施設との関連 :炭化物散布範囲と炭化物集中範囲の北西側一部がSB3012と 重なるが、調査段階では

SB3012が より下層で検出されており、直接の切り合い関係等は確認できていない。

遺物の出土状況 :土器片が数片検出時に出土している。

時期 :不明

SF3041    位置 :VU8

検出 :焼土粒子・炭化物の集中範囲によりおおむねプランを検出したが、サブトレンチによる断面観察を

併用し、プランを確定した。

覆土及び焼土の堆積状況 :覆土は三層に分けられ、 1層は焼土粒が混じる褐色土、 203層はにぶい黄褐

色土である。上層ほど焼土粒子・炭化物の合有量が多く、 2層には破砕小礫が含まれる。

被熱痕跡の状況 :1層上限に径20cmの 不整円形を呈する焼痕が確認された。

他の施設との関連 :本址の周囲にはピット状の落ち込みが 9箇所検出された。また、本址を中央に6.8×

6.2mの 不整楕円形状の落ち込みが検出され、住居址かと思われたが壁は確認できなかった。本址は住居

の炉と思われるが推浪Jの域を出ない。

遺物の出土状況 :本址からは出土していないが、周辺から土器片が出土している。

時期 :不明

SF3508    位置 :V K200 V L16

検出 :炭化物の集中範囲をもってプランを検出した。北東側は一部分SF3509に切られる。SF3505は本址

より上層で確認され、切り合いはない。

覆土及び焼土の堆積状況 :覆土は単一層で、炭化物が北壁に沿って検出された。

被熱痕跡 :な し

他の施設との関連 :SF3509に切られるが、特に関連はないと思われる。

遺物の出土状況 :覆土の中～上層にかけて、土器片が出土している。

出土遺物 :[土器]称名寺式期の土器 (第340図28)が出土。

時期 :後期初頭称名寺式期。覆土中の炭化物を採取 し放射性炭素年代測定を実施したところ、3560±
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第 4章 遺構
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第 3節 縄文時代中期末葉～後期前葉
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第88図 焼土址遺構図 (4)
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第 3節 縄文時代中期末葉～後期前葉

:火床
:灰褐色粘質土
:暗褐色粘質土

C 346.50 346.30A

SF3518

B

B
く

0

+Q
Ell

ツ

′

346.80A

346.80C

°‐
・ ｀

ミ
ここIIIIII:[7:::::::I【

【:::::::ラ

フ

ア
ロい °

プ     SF3517

A 346。 40   B

°“口~■ミξ:::::::ニニニ
'ラ

フフ"・・・

1:灰褐色粘質土

B

D A 346.40

1:暗褐色粘質土
2:灰褐色粘質土
3:灰褐色粘質土

346.00A B

1:灰褐色粘質土
2:暗褐色砂質土

o   (1:40)  lm

:灰褐色粘質土

SF3514

A 346.00

1:灰褐色粘質土
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第 4章 遺構

100y.B.p(Gak-17577)と いう結果が得られた。

SF3513   位置 :V Q12

検出 :焼土粒子・炭化物の集中範囲によリプランを決定した。

覆土及び焼土の堆積状況 :覆土は四層に分けられ、 1層は火床面、 2層は地山に近い灰褐色粘質土、 3層

は炭・焼土粒子が多く混入する暗褐色粘質土、 4層は黒味がかった灰白色粘質土である。南側には硬い粘

質土の広がりが確認され、ボソボソした灰褐色粘質土の単一層よりなり、焼けた粘土の塊と思われる焼土

ブロックが混じる。なお、本址北部分には火床、南部分には硬い粘質部があり、断面も考え合わせると住

居の炉址とも思われる。

被熱痕跡の状況 :覆± 1層の火床面は 2～ 5cmの厚さで焼けているのが確認された。

他の施設との関連 :特になし。   出土遺物 :な し。   時期 :不明。

SF3521    位置 :VU8

検出 :後期面再精査中に、焼土粒子・炭化物集中範囲を 5箇所検出 (a～ e)、 互いに近接しているので

ひとつのまとまりとして、SF3521と して扱った。

覆土及び焼土の堆積状況 :a, c,eで は覆土上限に焼土粒の集中箇所が確認された。覆土には焼土粒

子・炭化物が全体に混入している。

被熱痕跡の状況 :dでは赤褐色を呈する焼土が確認された。

他の施設との関連 :特になし

出土遺物 :e及びその周辺には骨片が出土している。

時期 :不明

Ｓ

Ｎ
位置

規模(cm)
形状 覆土の堆積状況 被熱痕跡の状況 出土遺物 時期 備 考

長軸 短軸 深 さ

3001 V U21
不整

楕円形
焼土粒子 。焼土ブロック・炭化物を多量に

含む

1層上限に赤褐色～暗赤褐
色び焼痕

な し 不明
周囲に落 ち込み11個検出

本址との関連不明

3002 V U17 (233) (175) (不整形 )
焼土粒子・炭化物が混入。焼土ブロック

大形の炭化物 も一部見られる
な し 土器片 2個 不 明

既知倶|。 東側 を トレンチ

に切 られ る

3003 VU14 不整

楕円形

焼土粒子・炭化物の混入量が下層にいくに

したがい減少
な し な し 不明 トレンチに切 られる

3004 V U7
隅丸

長方形

1層は焼土粒子・焼土ブロックが多く混入 ,

2層 。3層 と焼土粒子の混入は減少
な し な し 不明

焼土粒子 。炭化物分布

範囲150× 80cmま で拡大

3005 V L4
不整

楕円形
な し な し 不明 北側不明

3006
Ⅲ Al
Ⅲ A6

楕円形
焼土粒子 。炭化物が覆土に混入、下層ほど

減少。 2層上限に焼土粒集中
1層上限に暗褐色の焼痕有

中期後半～後期称名寺

式期の土器片
後期初頭

SK3067と 関係があると思
われる

3007 Ⅲ A2
不整隅丸

三角形
上限に焼土粒がやや集中 な し な し 不明

3008 Ⅱ E10 円形
焼土粒子・炭化物を含む。中央下層に焼土

粒子が集中
な し な し 不明

西半分を トレンチに切ら
れる

3009 V U4 不整形
層

層
焼土粒子 。焼土ブロック・炭化物

上限に多量の炭化物が見られる

1層に暗赤褐色の焼痕が見
られる

な し 不明
液状化現象による砂層が

見られる

3017
VP24
V P25

不整形
焼土粒子 。炭化物が全体に混入。 1層では
炭化物集中、 2層では焼土粒子集中有

2層に暗赤褐色の焼痕が見
られる

検出時に土器数点出土 不 明
炭化物分布範囲は
SB3012よ り新しい

3018 VP20 不整円形
焼土粒子が混入。特に底面ピット内に焼土

粒子が集中
赤褐色土が混入 した部分有 な し 不 明

3019 VP24 9 不整形
1層に焼土粒子・炭化物が混入
2層では焼土粒子は少量、炭化物はない

1層に暗赤褐色を呈 し、赤
紫色土 も見られる

な し 不明 SB3012の 上層で検出

3041 V U8 7
隅丸

三角形

焼土粒子・炭化物の合有量は下層にいく|
したがい減少。 2層 :破砕小礫混入

1層に焼痕有 な し 不 明 周囲に落ち込み 9ヶ 所有

3501
VK 9
VK14 (226) 楕円形

1層 :炭化物混入。 2層 :炭化物 。焼土粒
子多量に含まれる

な し な し 不明
3900± 90y.B.P

(Gak-17575)

3502

VP13
VP14
VP18
VP19

不整形 炭化物が全体に分布 な し な し 不明

掘り込みごく浅い

3660± 100y.B.P

(Gak‐ 17576)

3503 V P9
不整

楕円形

1層 :多 量の焼土ブロック・小豆大の炭粒
混入。 2層 :小指～小豆大の焼土混入

な し な し 不明

3504
VK25
V L21

不整形
炭混じりの暗褐色土～灰褐色土

硬い焼土ブロックが上層に有
な し な し 不明

第19表  中期末葉～後期前葉焼土址一覧表 (1)
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Ｓ

Ｎ
位置

規模 (cm)
形状 覆土の堆積状況 被熱痕跡の状況 出土遺物 時期 備考

長軸 短軸 深 さ

3505
V K20
VL16

不整

楕円形
小指頭大の炭が全体に散在 な し な し 不 明

底面のプラン不安定

SF3508は 下層で検出

3506
VQll
VQ12

不整

楕円形
焼土粒子若干、炭化物多量に含む な し な し 不明 底面のプラン不安定

3507 VP22 不整形 な し な し 不 明

3508
VK20
VL16 不整方形 炭化物を多量に含む な し 28,18の 土器片 9個

後期初頭
称名寺式期

SF3509に切 られる
3560± 100y.B.P

(Gak‐ 17577)

3509 VL16 (138) (135) (円形 ) 焼土は見られない な し な し 不明
北側プラン不明
S円 508を切る

3510 VQ 3 不整形
プランの輪郭に炭のブロックが入る

比較的大きなブロック状の炭が混入
な し な し 不明

3350± 210y.BoP

(Gak-17578)

VQ 2 (148) 不整

楕円形
2層 :炭粒が混入 な し な し 不明 東側プラン不明

3512
VL18
VL23

不整

楕円形
板状炭化材・炭が平面的に分布 な し な し 不明

北西側プラン不明
3560± 100y.BoP

(Gak-17577)

3513 V Q12 (148)
不整

楕円形
3層 :炭化物・焼土粒子が多量に混入

厚さ2～ 5cmの火床が検
出された

な し 不明
南側に硬い粘質部有

焼けた粘土の塊が入る

3514 VP 4 (143) (100) (不整

楕円形 )
1層 :焼土粒子・炭粒子が多く含まれる な し な し 不 明

北西側プラン不明
3680± 90y.B.P

(Gak-17580)

3515 VQ 9 (不整

楕円形 )
焼土粒子・炭化物が混入

特に 2層は炭化物を多量に含む
な し な し 不明 北半分プラン不明

3516 VQ 5 (35)
(不整

楕円形 )
焼土粒子混入。炭化物を多量に含む な し な し 不明 北半分プラン不明

3517 VP l (55) 不整形 な し な し 不明

3518 VP 6 不整

隅丸台形
焼土粒子若干、炭化物多量に含む な し な し 不明

3519 VP18 楕円形 な し な し 不明

3520 VL l (106) 不整

楕円形

層

層
上限に焼土ブロックがある

炭化物・炭ブロックを多量に含む
な し な し 不明

3521
Fl
VL 8 不整

楕円形

焼土粒子が全体に分布

焼土粒子集中有
な し な し 不明

3521
F2
VL 8 不整

楕円形
な し な し 不明

3521
F3
VL 8 隅丸

三角形
焼土粒子集中有 な し な し 不明

3521
F4
VL 8 隅丸

長方形

焼土粒子・炭化物を含む

2層 :焼土粒子が混入
1層上限(表面)に赤褐色
を呈する焼土が見られる

な し 不明

3521
F5
VL 8 不整

楕円形
焼土粒子集中有 な し 骨片がP5内外に散在 不明

第 3節 縄文時代中期末葉～後期前葉

第20表  中期末葉～後期前葉焼土址一覧表 (2)

3 遺物集中

調査段階で遺物集中として捉えた遺構はない。該期に属する遺物の出土量そのものが他の時期に比べて

少ないことも一つの要因となろうが、整理作業の段階で遺物分布図を作成したところ、遺物が集中して出

土している箇所がいくつかあり、それらの部分を遺物集中と捉えることとした。遺物集中と焼土址・掘立

柱建物址・杭列状遺構など、他の施設との関連は不明である。なお、文中、杭列状遺構○列とあるが、第

97図 を参照されたい。

SB3011 位置 :V Pll～ 12016～ 17

当初周囲との合有物の差により落ち込みを検出し住居址と想定したが、炉や柱穴が確認できなかったの

で、遺物集中として捉えた。なお当初プランの規模は、平面6.0× 5。 4m、 深さ4～ 9cmの不整楕円形を呈

し、覆土は焼土粒子・炭化物を含んだ暗褐色粘質土であった。

遺物の出土状況 :5× 4.5mの楕円形状に平面分布し、標高346。20～ 346。 37mに集中して出土している。

出土遺物 :[土器]後期初頭称名寺式期から前葉堀之内式期の土器片が出土。特に、29(第340図・堀之内

2式)が中央南側に集中して出土している。 [石器]覆土から剥片・砕片 8点・刃器 1点 ・石鏃 1点が出

土。 [その他]礫。

SQ3052    位置 :V L20・ 24～25

遺物の出土状況 :平面約13× 8mの楕円形状に広範囲にわたって主に土器が分布し、標高346.7～ 347.Om、
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第 4章 遺構

特に346.8～ 346.9mに集中出土している:ま た、集中分布範囲の中に焼土集中・炭化物集中・骨集中箇所

が検出された。骨集中は土器集中と同じ標高にあるが、平面分布を見ると骨集中の周辺では土器の出土は

あまりない。焼土集中は 3箇所確認され、遺物集中より下層で検出されており、土器集中は住居の名残り

で焼土集中はその炉址とも推測される。

出土遺物 :[土器]36(第 340図 0堀之内1式)の土器が集中して出土しており、他に32～ 35な ど堀之内 2

式期の土器片が出土している。

SQ3053    位置 :VMl1016

遺物の出土状況 :平面8.5× 5mの楕円形状に分布し、標高346.5～ 346。8mに、主に土器が集中出土。

出土遺物 :37(第 341図・堀之内1式 (称名寺Ⅱ併行))の土器片が多く出土し、他に38039の土器なども出土

している。

SQ3054    位置 :Ⅳ Y8

遺物の出土状況 :平面2.8× 1.5mの楕円形状に礫が集中分布しているのが検出された。垂直分布では標高

346。71～ 346。82mに集中している。なお、北西側に炭の集中箇所があるが、本址より30～ 40cm下層で検出

されており、関連はない。

出土遺物 :礫はほとんどが破砕されている。種類は凝灰岩と安山岩で、凝灰岩は一部接合ができ、元は一

個の石であったと思われる。

SQ3055    位置 :Ⅳ Y 8 013～ 14

遺物の出土状況 :平面4。 2× 1。4mの楕円形状に分布し、標高346。74～ 346.86mに 集中出土している。

出土遺物 :安山岩の破砕礫がほとんどで、同一個体と思われる。

SQ3056    位置 :Ⅳ Y9

遺物の出土状況 :平面6。 0× 3。2mの長楕円形状に分布し、標高346.24～ 346.8m、 特に346.38～ 346.50mに 土

器片が集中している。本址の東側には、杭列状遺構 I列が検出されている。両者に時間差はほとんどない

と思われるが、関連は不明である。

出土遺物 :40(第 341図・称名寺式)の土器片が散在している。

SQ3057    位置 :V G14～ 15019～ 20

遺物の出土状況 :V G19の北東部からV G20の北西部にかけて平面約10× 8mの楕円形状に、標高345。 6

～345。8mに土器片が集中分布している。

出土遺物 :41(第 342図・堀之内1式)の土器片がV G20北東部に集中分布し、42(第342図・堀之内1式)は

V G19北西部からSQ3058にかけて分布している。45(第 342図 )の土器はV G19-30～ 31周辺からSQ3058,

SQ3059に わたって広く分布している。他に44の土器片も出土している。

SQ3058    位置 :V G20・ 25

遺物の出土状況 :V G20南中央部からV G25北部にかけて、平面 7× 5mの楕円形状に土器集中が検出さ

れた。標高345.49～ 345。 79m,、 特に345.62～ 345.75mに集中している。

出土遺物 :43044(第 342図・堀之内2式)の土器が出土している。
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第4章 遺構

SQ3059 十+t位置 :V H16

遺物の出土状況 :同一個体の土器片が一ケ

所 に集 中 して出土 し、標高 345.63～

345。 69mに分布している。

出土遺物 :45(第342図 )の土器片が出土。

SQ3060

100 14-15

位置 :VK9～

遺物の出土状況 :杭列状遺構 B列とC列に

囲まれた部分に土器片が集中して分布して

いる。標高346.1～ 346。 4m、 特に346.1～

346。 24mに集中している。

出土遺物 :分布している土器は主に46(第

342図・加曽利EⅣ式)の土器片が多く、同

一個体の土器片はⅣ T24,SB3012で も多

く出土している。

SQ3061    位置 :Ⅳ T190

24

遺物の出土状況 :杭列状遺構 I列 とG列の

間、ピットが検出されなかった部分に土器
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第 3節 縄文時代中期末葉～後期前葉

片が集中出土している。標高346.4～ 346.55mに 特に集中している。

出土遺物 :主に47(第343図・称名寺式)、 他に40046な どの土器片が出土している。

他の施設との関連 :47の胴部はVP240 VKに 、46は SQ3060,SB3012に 多く出土しており、SB3012 0 V

P24、 及び杭列状遺構との関連も考えられるが、詳細は不明である。

SQ3062    位置 :Ⅳ T20025

遺物の出土状況 :杭列状遺構 I・ G・ 」・N列に囲まれた部分に礫が集中出土した。垂直分布を見ると、

分布幅が 2極あり、上部は標高346.3～ 346。5m、 下部は346.15～ 346.2mの 幅で集中している。

出土遺物 :礫は重さ5～ 100gの被熱していない完形礫がほとんどで、砂岩が多い。破砕礫は 5～ 15gの も

のが多い。土器片は10点ほどであった。

他の施設との関連 :杭列状遺構との関連は不明である。杭列状遺構 I列をはさんで西側にはSQ3061が あ

るが、これも関連は不明である。

4 土坑

調査段階では100数基確認されたが、整理の段階で検討した結果84基 となった。平面分布状況を見ると

ⅣY,VU,Ⅱ E,Ⅲ A区に多く検出されている。また、ⅦS区において加曽利 E式期の遺物包含層が確

認され、土坑 1基が検出された。遺物が出土した土坑は15基のみで、時期を推測できるものは少ない。規

模・形状はまちまちで、柱穴と思われる小型のものもあるが、明らかにわかるものは除き、他は土坑とし

て扱った。以下、特記される土坑を説明し、他は一覧表に記した。

SK3001    位置 :Ⅳ Y25

検出 :炭化物などの分布範囲や遺物の出土状況等からプランを確認した。

覆土 :し まりやや良く淘汰良好の褐色土の単一層で、炭化物を多く含むが、焼土粒子はほとんどない。

遺物の出土状況 :覆土の中ほどから土器片などが多量に出土している。

出土遺物 :[土器]後期初頭称名寺式期の土器、 2(第 336図 ),48～ 51(第 343図 )な どが出土している。

なお、SB3001,SB3002出 土の土器と同一個体のものもあり、流れ込みと思われる土器も多く、検討の結

果48～ 51を本址のものとした。 [石器]剥片・刃器・石錐。

その他 :南側にSK3033が 検出されるが、本址の底面より下の面で検出確認されているので、切り合いは

ないと思われる。

時期 :後期初頭称名寺式期

SK3004    位置 :Ⅲ A6

検出 :土器の出土及び炭化物・焼土粒子の分布状況により、プランを確認した。

覆土 :し まり・淘汰の悪いにぶい黄褐色土の単一層で、焼土粒子 0炭化物を含む。覆土の中ほどには炭化

物の集中箇所が見られた。

遺物の出土状況 :検出面上から覆土の中ほどにかけて、土器が出土している。

出土遺物 :[土器]52(第 343図・堀之内2式)の土器片が出土。

時期 :後期前葉堀之内式期
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第 4章 遺構

SK3048    位置 :Ⅱ E50Ⅲ Al

検出 :SB3005の プラン確認の際に落ち込みを検出、炭化物・焼土粒子の分布範囲等によリプランを確認

した。一部分不明箇所があるが、SB3005を切って構築されている。

覆土 :炭化物・焼土粒を含む褐色土の単一層よりなる。

遺物の出土状況 :覆土上層から底面近くにかけて土器片が出土しているが、出土量はあまり多くない。

出土遺物 :[土器]中期末葉～後期前葉の土器片が出土している。SB3001や SB3004,SB3005な どで出土

している土器と同一個体のものが多く、本址のものであるかは不明である。

時期 :後期前葉か。SB3005よ りは新しい。

SK3067    位置 :Ⅲ A20607

検出 :遺構検出面上で土器片が集中して出土し、周辺の検出面の土の相違について精査したところ、焼土

粒子・炭化物など含有物の量に差がみられ、プランを確認した。

覆土 :し まり・淘汰良好の粘性のある褐色土の単一層である。焼土粒子・炭化物を含み、特に焼土粒子は

検出面上に多く分布しており、炭化物は検出面上と中間層に集中し、全体に散在している。また、土器の

底部下の覆土中には骨片が含まれていた。

遺物の出土状況 :土器の胴部下半から底部にかけて、正位の状態で覆土の中ほどまで埋没していた。

出土遺物 :[土器]54(第 344図 )後期初頭称名寺式期の土器。なお、ⅡE・ VU・ ⅢA O SB3001な どから

はこの土器と酷似した上半部が出土しており、同一個体として捉えた。

その他 :土器下から採取した骨片を含んだ土について、後日パリノ・サーヴェイに科学分析を依頼 した。

その結果、土坑外・土坑内・土器直下の試料の間に、リン酸カルシウム成分の合量について有意な差は認

められなかったという報告を得た。

SF3006の項でも記したが、本址の北西50cmの ところにSF3006が確認されており、また周辺では遺物も

多量に出土している (第 93図 )。 遺構の標高や遺物の垂直分布状況などを検討してみると、SF3006は炉址、

SK3067は住居内土坑と考えられ、住居の名残と考えられる。また、周辺出土遺物としては、 105055

と同一個体の称名寺式期の土器片が出土している。これらのことから後期初頭称名寺式期の住居址であっ

たと推浪Jさ れる。

時期 :後期初頭称名寺式期

SK3091    位置 :V P23

検出 :遺構検出時に土器の集中が検出され、炭化物・焼土粒子の分布範囲等によリプランを確認した。

覆土 :し まり・淘汰の良い砂質のにぶい黄褐色土の単一層で、炭化物・焼土粒子を少量含む。

遺物の出土状況 :検出面上から覆土中層にかけて、同一個体土器片が出土している。

出土遺物 :[土器]56(第 344図 )。 接合の結果、口縁部から胴部上半分の大きな破片となった。

時期 :中期末葉

SK3099    位置 :Ⅳ Y14

検出 :遺物の集中出土、及び焼土粒子・炭化物の分布状況によリプランを確認した。

覆土 :102層 は、粒子の細かい、しまりやや悪く炭化物をやや多く含む暗黄褐色土で、 1層には焼土粒

子が少量含まれる。3層は、しまり良い、粒子の細かい炭化物をわずか含む暗黄褐色土である。

遺物の出土状況 :遺構検出面より上層から、覆±1層及び3層上部にかけて土器片が多く出土している。
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出土遺物 :[土器]出土した土器のほとんどが11(第 338図)の同一個体破片であった。他に、検出面より

上層から中期後半と思われる土器片が出土している。

土器の接合関係について :11の土器片は、SB3004か らも多量に出土している。接合作業の結果、縦に大

きく分割されたように、SK3099で は底部～口縁部、SB3004か らは胴部～口縁部が出土している。SB3004

での出土状況は、平面分布を見ると住居址の北西部に集中しており、垂直分布は検出面上から住居址内に

かけて、覆土の中ばまで帯状に分布 している。これを見ると、SB3004に流れ込んだように考えられる。

また、SB3004では11のほかに10012な ど堀之内 1～ 2式期の土器片も出土し、同期の住居址と考えられ

ることから、11の土器はSB3004所属のものとも考えられる。あるいは、本来は他のところにあったもの

をSB3004と SK3099、 あるいはその近辺にそれぞれ大破片を廃棄したか。また、自然営力の所産と捉えて、

それぞれのところに流れていったのか、というように様々な推測ができる。客観的な事実は、SK3099と

SB3004が平面上では約33m離れており、土器出土地点の標高差は約30cmと 、SB3004の方がやや高いとい

うことである。標高差については、平面での距離を考慮すれば標高差30cmはほとんどとるに足らない数
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第 4章 遺構

値といえようが、当時の原地形も把握できていない現段階では、いずれにせよ、どれもみな推淑Jの域を出

ないものである。

時期 :後期前葉堀之内 2式期

Ⅶ S加曽利 E包含層内SK    位置 :Ⅶ S24025

検出 :縄文前期末～中期初頭面検出の際に、中期後半に比定される土器が出土し、精査の結果、攪乱を受

けているため一部ではあるが、中期後半の包含層及び土坑が確認された。

覆土 :包含層の覆土は三つの層に分かれ、 1層 03層はブロック状に 2層に入り込んでいる。 3層は根痕

と思われる。 405層 は、 2層下の落ち込み部分の覆土である。

遺物の出土状況 :平面分布では土坑及びその周辺に集中しており、垂直分布を見るとほとんどが 2層中か

ら出土している。

出土遺物 :[土器]58(第344図 )。 回縁部及び底部を欠く、中期後葉加曽利 E系の同一個体土器片が数点

出土。

時期 :中期後葉～末葉

Ｓ

Ｎ 位置
規模(cm) 形 状

覆土の状況 底面 。壁の状況 出土遺物 時期 備考

長軸 短軸 深 さ 平面形 断面形

3001 ⅣY25 20～40
不整

楕円形
竪穴状 炭化物を含む

底面ほぼ平坦

壁斜め傾 く

48,49,50,51等
の土器

後期初頭
本址の底面より下層で

SK3033が検出される

3002 ⅢA l 105 10～ 20 隅丸方形 鍋底状 炭化物の集中有。焼土粒子少量含む
底面ほぼ平坦
壁斜め傾く

覆土から土器片
出土

不明

3004 ⅢA 6 卵形 すり鉢状 炭化物 。焼土粒子を含む
底面丸い

壁斜め傾く

52(堀之内 2式 )
の土器片

不 明 覆土中炭化物集中有

3005 Ⅱ E15
不整

楕円形
鍋底状 炭化物多量に、焼土粒子わずかに含む

底面 2箇所凹む
壁 2段落ち 。斜め傾く

な し 不 明

3009 ⅣY24 円形 柱穴状 炭化物多量に、焼土粒子わずかに含む
底面丸い 偏る
壁ほぼ直～斜め傾く

な し 不 明
炭化物上限～15cm多 い
炭化物の塊有

3021 ⅡE 4 楕円形 柱穴状 炭化物多量に含む。集中箇所有
底面丸い

壁ほぼ直～斜め傾く
な し 不 明

3024 ⅡE 4 不整円形 す り鉢状
炭化物含み、特に覆土上限～15cm下 に
多い

底面丸い 。壁斜め傾く な し 不 明

3026 ⅡE 4 不整円形 柱穴状
炭化物含み、覆土上限・覆土内炭化物
集中有

底面丸い

壁ほぼ直～斜め傾く
な し 不明

3027 ⅡE 4
不整

楕円形
すり鉢状

炭化物含み、覆土上限。覆土内炭化物
集中有.焼土粒子わずかに含む

2段落ち・偏って凹む
壁斜め傾く

な し 不明

3028 ⅡE 4
不整

楕円形
柱穴状

炭化物やや多く含み、特に覆土上限～

5cm下に多い
2段落ち 。偏って凹む
壁ほぼ直

な し 不 明

3031 ⅡE 4 楕円形 不明 炭化物多量に、焼土粒子わずかに含む 不明 な し 不 明

3032 ⅡE 4
不整

楕円形
すり鉢状

炭化物少量含む、特に覆土上限～ 5cm
下に多い

底面丸い

南西側 2段落ち
な し 不 明

3033
ⅣY25
ⅡE 5

不整

楕円形
竪穴状 炭化物少量含み、焼土粒子多量に含む

底 全 面 か た く平 坦 で 、

焼 土 ・ 炭 が 分 布

壁 斜 め傾 く

覆土中に土器
1片出土

不 明 SK3001よ り下層で検出

3034 ⅡE 4 不整円形 すり鉢状
炭化物、覆土上限に多い
焼土粒子わずか含む

底面丸い

壁斜め傾く
な し 不明

3036 ⅡE 4 不整円形 鍋底状 炭化物は少量、焼土粒子わずかに含む
底面ほぼ平坦
壁斜め傾く

な し 不明

3037 ⅡE 4 不整円形 柱穴状
炭化物やや多く含み、特に上層に多い
焼土粒子わずか含む

底面丸い

西壁オーバーハ ング状
な し 不 明

3038 V U23 不整円形 鍋底状
炭化物・焼土粒を多量に含む土が層状
に覆土中～下層に入る

底面ほぼ平坦
壁斜め傾く

な し 不 明

3039 VU18 隅丸

長方形
竪穴状

炭化物・焼土粒少量含む

東隅に炭化物集中箇所有
底全面かたく平坦
壁斜め傾く

な し 不 明

3040 VU19 H～ 16 不整
隅丸方形

鍋底状 炭化物含み、全面に分布

底全面かたく平坦

北壁ほぼ直 。南壁斜め

傾 く

な し 不 明
下層にST3004,ST3005C
ピットが検出 される

3041 VU16 不整

楕円形
鍋底状 炭化物多量に含み、全面に分布

底全面かたく平坦
壁斜め傾く

な し 不明

3042 VU13 不整

隅丸方形
鍋底状

炭化物少量含み、覆土上限に炭化物集
中箇所有

底全面かたく平坦
壁斜め傾く

な し 不明

3043 ⅣY25 (110) 10～ 20 不整形 鍋底状 1層 :炭化物多量に含む
底全面硬く平坦
壁斜め傾く

な し 不 明
東側一部 トレンチにより

不明

3044
VUll
VU16

不整

楕円形
鍋底状

層

層
炭化物多量に含む

炭化物少量含む
底全面かたく平坦
壁斜め傾く

な し 不 明

第21表 中期末葉～後期前葉土坑一覧表 (1)
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第 3節 縄文時代中期末葉～後期前葉

Ｓ

Ｎ 位置
規模 (cm) 形 状

覆土の状況 底面 。壁の状況 出土遺物 時期 備考

長軸 短軸 深 さ 平面形 断面形

3048 ⅡE 5 (200) 15～ 18 不整円形 鍋底状 炭化物は多量に、焼土粒子を少量含む
底全面ほぼ平坦
壁緩やかに斜め傾く

中期後半～後期
前半の土器

後期前半

堀之内式 ?

トレンチに一部切 られ、
SB3005を 切る

3049 ⅢA 6 楕円形 鍋底状 炭化物含み、上部に多い
底全面ほぼ平坦

壁緩やかに傾 く

53・ 99の土器
3片出土

後期初頭 ?
周辺広範囲に土器片が散
在している

3050 Ⅱ E15 不整円形 鍋底状
層

層
炭化物多量、焼土粒子少量含む

炭化物少量含む
底面平坦 。壁斜め傾 く な し 不 明

3053 V U12
不整

楕円形
皿状 不 明

底面不明確
壁緩やかに斜め傾く

な し 不明 プラン不明確

3060 V U22 楕円形 すり鉢状 炭化物・焼土粒子少量含む 底丸い 。壁斜め傾 く な し 不明

3062 V U23 円形 柱穴状 炭化物少量含む
底面ほぼ平坦・傾斜
壁ほぼ直～斜め傾く

土器 1片出土 不明

3064 ⅡE 5 (150)
不整

楕円形
鍋底状

炭化物多量に合み、中央部に多い

焼土粒子少量含む
底全面かたく平坦
壁斜め傾く

な し 不 明
中央に集中している炭化
物は長さ約 l cm

3066 ⅣY20 楕円形 鍋底状
覆土上限に炭化物有
焼土粒子少量含む

底全面かたく平坦
壁ほぼ直～斜め傾く

な し 不 明

3067 25～30 不整円形 すり鉢状
炭化物全体に分布、覆土上限に一部集
中.焼土粒子少量含む

底 2段落ち、西北側に
偏る。東壁緩やか、西
壁斜め傾く

土器 (54)

土器下に骨片
後期初頭

土壌サンプル採取、科学
分析実施。人為埋没 ?

3068 ⅣY20 楕円形 鍋底状
炭化物多量に含む、覆土上限に大粒の

炭化物分布

底全面かたく平坦
壁ほぼ直

な し 不 明

3069
VL 7
VL 8 楕円形 鍋底状 炭化物含む。焼土粒子少量含む

(底面平坦 )
(壁斜め傾く)

な し 不 明

3070 VL 7 楕円形 すり鉢状 炭化物少量含む
(底面丸い )

(壁斜め傾 く)
な し 不明

3071 VL19 楕円形 鍋底状 炭化物 。焼土粒子少量含む
底面平坦
壁緩やかに斜め傾く

な し 不 明 西側プラン不明

3076 ⅢA 6 円形 柱穴状
底付近に炭化物少量有

焼土粒子少量含む

底面西側に偏り、一部
堅い。 2段落ち
西壁オーバーハング

な し 不 明

3077 VU13 不整

楕円形
鍋底状 炭化物わずか含む

底全面かたく平坦
壁ほぼ直

な し 不 明

3078
VU13
VU14 不整円形 鍋底状 炭化物・焼土粒子少量含む

底全面かたく平坦
壁斜め傾く

土器 1片
グリッド取り上げ

不 明

3079 VU 7 隅丸方形 鍋底状
炭化物を少量含み、覆土中層やや下に

炭化物集中有
底全面かたく平坦

壁斜め傾 く
な し 不明

3080 ⅢA 2 (110) (楕円形 ) 鍋底状
炭化物わずかに、焼土粒子少量含む
上限 。中央部に多い

底面平坦
壁斜め傾く

な し 不明 南部分プラン不明

3084 VU 9 不整

楕円形
鍋底状

1層 :焼土粒子少量含み、 1層上限に
焼土粒・紫色がかった土有

底面平坦
壁緩やかに斜め傾く

な し 不 明

3085 VU 9 不整

楕円形
鍋底状 炭化物少量含み、 1層上限に集中 底面平坦   

｀

壁緩やかに斜め傾く
な し 不 明

3086 VU 5 楕円形 皿状
炭化物・焼土粒子少量含み、 1層上限
特にSPAから20～40cmに多い

底面平坦
壁緩やかに斜め傾く

な し 不 明

3087 VU 4 23

(35)
不整円形 鍋底状

炭化物少量含み、上限～深さ10cmに集
中、一部分下部まで混入

底面凹凸
壁斜め傾く

な し 不 明

3088 VU 4 不整円形 すり鉢状
炭化物少量含み、全体に散在
焼土粒子わずかに含む

底面丸い

壁斜め傾く
な し 不明 ピッ トと思われる

3089 VU 4 (楕円形 ) 皿状
炭化物少量含み、上限に集中
焼土粒子わずか含む

底面凹凸

壁緩やかに斜め傾 く
な し 不明

西半分深掘 トレンチによ

り不明

3090 VU 2 不整

楕円形
鍋底状

1層 :炭化物 (上限～10cm下集中)、 焼
土粒子 (上限集中)少量含む

底面ほぼ平坦
壁斜め傾く

な し 不 明

3091 VP23 不整

隅丸方形
鍋底状
炭化物を少量、焼土粒子をわずかに合
む

底面 ほぼ平坦
西壁 :ほぼ直
東壁 :斜傾

土器 (56) 中期末

3092 VU 3 円形 鍋底状
炭化物含み、上層及びSPAよ り10～ 20
cmの地点に集中

底面ほぼ平坦
壁ほぼ直

な し 不 明

3093 VU 4 楕円形 皿状 炭化物を含み、特に上限に多い
底面丸い

壁緩やかに斜め傾く
な し 不明 ピッ トと思われる

3094
ⅣY 4
ⅣY 5

15～ 20
不整

五角形
皿状
複層 炭化物を含む。焼土粒子 。骨片
を含む

底面 2箇所凹む
壁緩やかに斜め傾く

骨片・炭出土 不 明
土器 1片出土しているが
検出面より上

3095 VP 7 176 不整

楕円形
皿状

層

層
小豆大の焼土粒 。炭化物含む

炭化物わずか含む
底面凹凸
壁緩やかに斜め傾く

凹石・礫 不 明

3096 VP 7 不整

楕円形
皿状 親指大の炭多く混入

底面凹凸

壁緩やかに斜め傾 く
な し 不 明

3097 ⅣY 3 (150) 2～ 10
不整

楕円形
皿状
炭化物 。焼土粒子少量含む

焼土粒子の集中箇所有
底面凹凸
壁緩やかに斜め傾く

な し 不 明

3098 ⅣY 3 不整

楕円形
皿状 炭化物やや多く含む

底面凹凸
壁緩やかに斜め傾く

な し 不 明

3099 ⅣY14 20～ 30 不整形 鍋底状

1層 :焼土粒子少量含む
1～ 3層、炭化物を含むが 3層はわず
か

底面凹凸.壁ほぼ直
11(検出面上～

覆土上層)
後期前半
堀之内 2式

11の 土器はSB3004か らも
出土 している

自然埋没

3101 V P24 (210) (楕円形 ) 不明 不 明
(底面平坦 )
壁緩やかに斜め傾く

57の土器
覆土～底面

不 明 南西側プラン不明

第22表 中期末葉～後期前葉土坑一覧表 (2)
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位置
規模(cm) 形 状

覆土の状況 底面・壁の状況 出土遺物 時期 備 考

長軸 短軸 深 さ 平面形 断面形

3104 ⅣY 9
不整

楕円形
皿状 炭化層・焼土粒子少量含む

底浅く、中央部に凹み

壁わずか有、緩やかに

斜傾
礫 不 明

3105 ⅣY 9 (楕円形 ) 柱穴状
層

層
炭化物やや多く含む

炭化物わずか含む
(底 2段落ち ?丸い)
壁ほぼ直～斜め傾く

な し 不 明
北東半分、あぜのため不
明

3106 ⅣY12 8～ 23
不整隅丸

五角形
鍋底状 複層 (1・ 2層 ) 底面凹凸.壁斜め傾く な し 不 明 『根の跡』と図面記載

3107 ⅣY12 不整形 不 明 炭化物やや多く、焼土粒子も多く含む
底面凹凸
北西壁ほぼ直
南東壁緩やか

な し 不 明

3108 ⅣY14
3

6
楕円形 不 明 炭化物やや多く含む 底面小凹み有 な し 不明 盛 り土状

3109 ⅣY15
22
33

不整形 皿状
焼土層 :炭化物わずか含む

下層部は焼土粒の合有量が減少

底面凹凸
北西壁緩やか

南東壁斜傾

な し 不明
南東側に焼土ピットが 2
つ検出された

3110
ⅣY19
ⅣY24 5

不整

楕円形
皿状 炭化物は多く、焼土粒子を少量含む

底面丸い

壁緩やかに斜め傾く
な し 不明

3111 ⅣY23
隅丸

長方形
すり鉢状 炭化物多く含む 底面丸い。壁斜め傾く な し 不明

3112 ⅣY23
不整

楕円形
皿状 炭化物やや多く含む

底面 2段落ち、凹む
壁斜め傾く

な し
不 明

3113 ⅣY17 (不整形 ) 鍋底状 炭化物やや多く含む
(底面凹凸)
南壁ほぼ直

な し 不 明 井戸址に切られる

3114
ⅣY18
ⅣY23

5 不整形 皿状
層

層
炭化物少量、焼土粒子多量含む

炭化物・焼土粒子やや多く含む
底面ほぼ平坦
壁緩やかに斜め傾く

な し 不 明

3115 ⅣY 3 12～ 25 不整瓢形 鍋底状
炭化物やや多く、焼土粒子少量含む

炭化物集中箇所有

底面 2ヵ 所凹む

南壁斜傾
北壁直～オーバーハング

な し 不 明

3116 ⅣY 4
不整
楕円形

皿状 炭化物やや多く、焼土粒子少量含む
底面斜め傾く
壁緩やかに斜め傾く

な し 不 明

3117 ⅣY 4 5 楕円形 皿状 炭化物やや多く含む
底面丸い

壁緩やかに斜め傾く
な し 不 明

3118
ⅣY13
ⅣY14 円形 鍋底状

複層 (1～ 3層 )
1・ 3層 :炭化物やや多く含む

底面丸い、鍋底状
壁緩やかに斜め傾く

な し 不明
平面図の石斧は検出面よ
り上で出土している

3119 ⅣY13 不整方形 皿状 炭化物は多量に、焼土粒子わずか含む 底面凹凸。壁斜め傾く な し 不明

3120
ⅣY16
ⅣY17

35
46
105
8～ 19 不整瓢形 皿状

層

層
炭化物やや多く含む

炭化物わずか含む

底面凹凸、 3ヵ 所凹む
2段落ち
西壁緩やか、東壁斜傾

な し 不明

3121 VU 4 不整

楕円形
鍋底状 複層 (1～ 3層 )よ りなる

底面ほぼ平坦
壁斜め傾く

な し 不 明
SK全体に川砂土がスポッ
ト状に散在する

3123 VP22 不整形 鍋底状
層

層
炭化物・焼土のプロック混
炭化物・焼土粒少量含む

底面平坦
壁緩やかに斜め傾く

石器
土器片(グ リッド)

不 明

3143 ⅣY12 不整瓢形 すり鉢状
層

層
炭化物・焼土粒多く含む

炭化物少量 。焼土粒わずか含む

底面凹凸

中央深 く凹む

壁緩やかに斜め傾 く

な し 不 明 炉址か ?

3176 ⅣY19 (150) (110) 不整形 不 明 炭化物・焼土粒子少量含む 不明 な し 不 明
西側掘り下げ、南側区域
外のためプラン不明

3177 ⅣY19 (160) (110) 不整形 不 明 炭化物を少量 。焼土粒子わずかに含む 不 明 な し 不明
西側掘り下げ、南側区域
外のためプラン不明

3178 ⅣY19 (140) (130) 不整形 不 明 炭化物 。焼土粒子少量含む 不明 な し 不明
西側掘り下げ、南側区域
外のためプラン不明

3179 ⅣY24 (130) (120) 不整形 不 明
炭化物はやや多く、焼土粒子を少量含
む

不明 な し 不明
西側掘り下げ、南側区域
外のためプラン不明

加曾利
E式
包含層

SK

ⅦS24
ⅦS25 (550) (272) 不整形 皿状

1層 :炭化物わずか含む
2層 :炭化物わずか含む、青灰色粘土
少量含む
3層 :炭化物やや多く含む
4・ 5:炭化物わずか含む

底面凹凸
(壁緩やかに斜め傾く)

58の土器
検出面～覆土内
出土、特にピッ
トの上層に多い

不 明 北側プラン不明

加曾利
E式内
ピット

ⅦS24
ⅦS25 (楕円形 ) すり鉢状

底 2段落ち
壁斜め傾く

中期後半
加曾利 E式

南側プラン不明
4・ 5層はピット内覆土

第 4章 遺構

第23表 中期末葉～後期前葉土坑一覧表 (3)

5 掘立柱建物址

縄文後期面の再精査時に多数の小さい落ち込みを検出、弧あるいは円を描くように列状に並んでいると

思われる部分があり、掘立柱建物址として捉えてみた。柱穴の並び方・大きさ・深さを参考に、発掘調査

時の遺構把握を重視して検討した結果、10基の掘立柱建物址を確認した。すべてVU区 に集中している。

柱穴の断面形状や傾きなどはST3005の P10P3の ほかは、詳細は不明である。柱穴内覆土は、ST3001～
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第 3節 縄文時代中期末葉～後期前葉

S■003について [A:暗褐色土 (炭化物を多く含む) B:に ぶい黄褐色～暗褐色土 (炭化物・焼土粒子を少

量含む)]に大別できる。また、遺物の出土がほとんどなく、遺構の時期は不明である。以下、一覧表に

記した。なお柱穴間の距離は柱穴の中心と中心を結んだ間の値とした。

S TNO。

位置
柱穴
NO。

規模(cm)
形 状 覆土

底面標高
(単位m)

柱穴間隔
(単位cm)長軸 短軸 深 さ

ST3001
VU 5
V U10

楕円 346.28
137
)84
) 80

) ras

l++
l+z
Iss
167
)+o
) sa

) o+

I rs+

楕円 346.28

円 346。 28

円 346.27

P5
P6

13

10

10

8

8

5

楕円

楕円

346.26

346。 28

P7 円 346.21

楕円 346。 24

円 346.24

円 346_24

楕 円 346。 24

5 楕円 346.25

円 346.20

楕円 346.25

ST3002
VU 2
Pl
P2
10

9

10

9

4

5

円

円

346.21

346.22

不整円 346.15

不整円 346.20

P5 不整円 346.22

不整円 346.05

楕円 346.22

不整円 346.21

不整円 346.18

楕円 346.21

ST3003
VU 2
VP22

Pll

P12

18

16

15

12

14

10

楕円

楕円

346.21

346_28
}80
}138

} 32

} 53

} 82

} 45

} 68

} 52

} 50

} 53

}133

不整円 346.27

楕円 346.25

楕円 346。 27

不整円 346.24

円 346.25

7 楕円 346.23

7 円 346.22

不整円 346.20

不整円 346.21

ST3004
VU19
P65 楕円 346.23

}48
} 60

} 36

} 98

} 98

} 52

}103

} 56

} 78

不整円 346.25

楕円 346.26

円 346.24

楕円

不整円 346.29

円 346.29

楕円 346。 25

円 346.24

不整楕円

ST3005
VU18
VU19

楕円 断面図有 り 346.27
}56
} 45

} 42

} 52

} 60

} 50

}100

} 72

} 32

} 46

} 90

} 46

} 50

} 45

} 55

} 48

} 50

円 346.24

円 断面図有 り 346。 22

楕円 346.24

楕円 346。 21

円 346.06

円 346.22

円 346.20

楕 円 346.18

楕円 346.15

楕円 346.16

7 楕円 346。 17

円 346。 18

7 楕 円 346.20

7 円 346.21

楕 円 346.22

楕円 346。 24

円 346.21

S TNO.
位置
柱穴
NO。

規模(cm)
形状 覆土

底面標高
(単位m)

柱穴間隔
(単位cm)長軸 短 軸 深 さ

ST3005
VU18
VU19

一
Ｐ‐９

一
Ｐ２〇

一
Ｐ２‐

一
Ｐ２２

一

庁」」師」」
い物
)1,P3C

焼土超

師」」師」」
醸』
単一層10Y
どなし
R3/3(暗褐(1)し まり `

}52
} 50

} 46

} 54

} 50
淘汰良

ST3006
VU18
VU19

楕円 346.27
}42
} 46

} 46

} 56

11:}79
}45
} 44

} 45

} 45

} 48

} 48

} 46

} 50

} 53

) 45

} 58

} 50

} 52

} 46

} 48

} 65

円 346.26

楕円 346.25

P26 円 346.32

P27 楕円 346。 20

Px 楕円 346.26

円 346.27

7 円 346.29

7 円 346_29

6 楕 円 346.30

円 346.28

円 346。 26

P34 円 346.28

円 346.30

P36 1 円 346.33

P37 楕 円 346.31

円 346。 26

楕円 346.32

P40

P41

15

13

14

13

8

15

円

円

346.28

346.25

P42 楕円 346.31

楕円 346。 22

楕円 346.29

ST3007
VU18
VU19

円 346.28
}58
} 50

} 48

} 50

} 47

} 45

} 46

} 48

} 60

} 60

} 56

楕円 346.27

円 346.30

円 346。 31

円 346.25

P50

P51

12

12

8

10

7

6

楕円

楕円

346.24

346.24

円 346.26

円 346.21

円 346.25

円 346.26

楕円 346.30

ST3008
VU19
P57 不整円 346.24

}50
} 50

} 50

7 円 346.30

円 346_27

不整円 346.26

ST3009
VU18
VU19

楕 円 346.27
}60
} 52

} 49

P62 楕円 346.30

円 346.30

P64 7 円 346.28

ST3010
VU 8

楕円
}46
} 54

} 80

} 65

1::}64
}68
} 26

不整円 346。 11

円 346.05

不整楕円

不整円 346.07

不整円 346.17

不整円

不整円 346.12

不整円 346。 16

(備考)覆土A:暗褐色土、炭化物を多く含む
覆土B:にぶい黄褐色～暗褐色 土、炭化物 。焼土粒子を少量含む
覆土C:その他

第24表 堀立柱建物址柱穴一覧表
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第 3節 縄文時代中期末葉～後期前葉

6 杭列状遺構

調査経過 :縄文中期末葉～後期前葉の遺物包含層を、遺構検出・調査と遺物取り上げを並行させながら掘

り下げていくと、最下層近くになって、径15cm前後のピットが列をなすように検出された。形状が均一

的なこと、列をなすように分布することなどから、集合体を遺構と捉え、調査に取り組むこととした。検

出されたピットは、総数1851基 (調査が先行した③-2区の同種のピットについては調査方法が異なっているため数

値からは除外してある)に も上る。これらはすべて半割し、断面の観察結果より類型化を試みた。加えて、

遺構分布図を作成し、分布状況から小さく円形または半円形に配置されるものと、列状に配置されるもの

とに分類した。このうち、前者については建物遺構と想定し、前項で扱った。なお、調査中、小林達雄國

學院大学教授、宮本長二郎奈良国立文化財研究所建造物室長 (現、東京国立文化財研究所国際文化財保存修復協

カセンター長)の両先生に、遺構の機能・性格等についてご指導をfr「ぃだ。

概要 :ピ ットの平面形は、上記の類型等に拘らず、円形を基本とし、隅丸方形を呈するものも若干見られ

る。最大径15cm、 最小径 7cmで、径12～ 14cmの ものが主体を占める。深さは、10cm以下のものから

30cm前後のものまであるが、50cmを 越えるものは検出されていない。ただし、覆土が該期の遺物包含層

を基調としていることから、検出面よりも上位に施設構築面があったことは明白である。また、断面観察

から、掘り方の確認されたピットは検出されていない。断面形は、第97図に模式図で示したような3タ イ

プに収束する。このうち a・ bと した底面の鋭角的なものが大半である。また、検出面に対して垂直では

なく斜位に掘り込まれているものが少なからず存在する。

所見 :ピ ットには掘り方が無く、いずれも径15cmを 越えないこと、底面が鋭角的なものが多いことなど

から、個々のピットは、先端部を尖らせた木材を打ち込んだ痕跡であることが容易に想定される。集合体

として見た場合、視覚的に15列 を想定した (第 97図 )。 ピット間の間隔はいずれも40cm以上あり、同じ杭

列の中ではほぼ等間隔で規則的に並ぶ。杭列は 1列のものが大半であるが、B列やG列、 I列の一部のよ

うに2列で構成されると考えられるものがある。これらについては、いずれも平行線上に対称にピットが

配されるのではなく、平行線上に互い違いになるように配されている点が留意される。また、直線的に並

ぶものもあるが、基本的には弧状もしくは環状を意識していると思われる。これら杭列の配置・方向性か

ら便宜的に4群に分類した (第 97図 )。 I群はⅡ群と対峙するように分布するが、E・ F列 とH列が交差

するため、時間差を想定する必要があるだろう。また、Ⅱ群は居住域を囲続するかのように配置している

ことから、 I群の北西方向 (調査区外)に居住域が存在する可能性も指摘されよう。あるいは、 I群とⅡ

群の杭列構造が異なっていることから、祭祀域と居住域、もしくは生産域と居住域といった空間の分割も

十分考えられる。一方、Ⅲ群は、 I群 とⅡ群の接点部分から直線的に発せられており、三者合わせて検討

の必要があるだろう。Ⅳ群については、前三者とは若千状況が異なり、地形的な観点も必要となることが

予想される。以上のように現段階で、結論を出すことは困難であり、遺物の出土状況やその種類、遺構分

布と合わせた「場」の問題、微地形の復原等々、総合的な検討を今後の課題としたい。

ともあれ、一大土木工事があったことは明白であり、今回検出された居住域の構成員のみでは到底困難

なことは自明で、複数の集団による共同作業を想定する必要が生じてくる。したがって、当時の社会構

成・構造を考えていく上でも、本址は重要な位置付けがなされることと考える。
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第 1節 縄文時代早期末葉～前期後葉

第 5章 遺物

第 1節 縄文時代早期末葉～前期後葉

1。 土器 (第98～ 124図 )

本遺跡より出土した早期末葉～前期後葉土器群は、前期中葉土器群を主体に以下の様に分類される。第

I群及び第Ⅳ群は、遺物の総量が少ない為に細かな分類を避け、一括して扱うこととした。

第 I群土器 早期末葉土器群

第Ⅱ群土器 前期中葉土器群

A類 :口縁部文様帯を持つもの

1種 :櫛歯状工具による連点状刺突文を施文する一群

2種 :半裁竹管による平行沈線を施文する一群

3種 :半裁竹管による爪形文を施文する一群

4種 :棒状工具による単沈線を施文する一群

5種 :1～ 4種の文様を併用して施文する一群

a:菱形・三角形などの文様を構成するもの

b:口縁部に平行する直線的な文様を構成するもの

c:その他の文様を構成するもの

B類 :全面に縄文を施文するもの

1種 :横位施文で、羽状あるいは菱形を構成する一群

2種 :口縁部に縦位又は斜位施文し、胴部は横位施文で羽状あるいは菱形を構成する一群

3種 :縦位施文で、羽状を構成する一群

4種 :横位施文で斜構成になる一群

a:無節縄文

b:単節縄文

c:附加条縄文

ア :口縁部形態が平縁を呈し、頚部が括れるもの

イ :口縁部形態が平縁を呈し、頚部が括れないもの

ウ :口縁部形態が平縁を呈し、胴上部が膨らみ口縁部が直立するもの

工 :口縁部形態が 4単位波状口縁を呈し、頚部が括れるもの

オ :口縁部形態が 4単位波状口縁を呈し、頚部が括れないもの
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口縁部形態が丸みを帯びた 4単位波状口縁を呈し、頚部が括れるもの

口縁部形態が 2単位波状口縁を呈するもの

第Ⅲ群土器 第Ⅱ群に併行する他型式の土器

A類 :半裁竹管による崩れたコンパス文を施文する一群

B類 :肋骨文を施文する一群

C類 :無文の一群

D類 :爪形文を施文する一群

E類 :縄文或いは沈線を施文し、無繊維で内面に指頭痕を残す一群

F類 :縦位沈線・刺突文・崩れたコンパス文を併用する一群

G類 :刺突文・縄文を施文する一群

第Ⅳ群土器 前期後葉土器群

(1)第 I群土器 (1～ 5、 14)

早期末葉の土器群は、図示した 6点が出土した。遺構出土資料、遺構外資料の順で概観したい。

SF8006 (14)

14は口縁部で、回縁部上端が緩やかに屈曲し、その屈曲部に貝殻背圧痕文が施文されている。調整は、

器面状態が悪く不鮮明であるが、ナデ調整と思われる。

遺構外出土資料 (1～ 5)

1は、 1条の横位隆帯を持つ口縁部で、隆帯及びその上・下部と、回唇部に絡条体圧痕文を施文する。

内面はナデ調整が行われるが、器面に若干の凹凸が残る。 2～ 4は、胴部の破片である。 2は、絡条体圧

痕文が矢羽状に施文されていると思われるが、小破片の為に判然としない。内面の調整は、ナデ調整であ

る。 3は、撚糸文 Lが斜位施文される。 4は、撚糸文あるいは絡条体条痕と考えられるが判然としない。

いずれも内面は、ナデ調整が行われている。5は、 1条の横位隆帯が貼付される口縁部で、隆帯を押圧す

る。内面の調整は、横方向のナデ調整である。

岸2 3     4

第98図 早期末葉土器 (I群 )
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第 1節 縄文時代早期末葉～前期後葉

(2)第 Ⅱ・Ⅲ群土器 (9・ lo 0 12・ 13、 15～ 28、 30～ 274)

第Ⅱ・Ⅲ群は前期中葉土器群で、SB OSFOSQ OSKの遺構出土資料の他、遺構外から良好な資料が出土

した。第Ⅱ群は、口縁部に文様帯を有するA類と器面全面に縄文を施文するB類とがあり、A類は施文具

及び文様構成の差異から、B類は縄文原体及び施文構成の差異からそれぞれ細分した。更に、A・ B類 と

もに器形が判明する土器については、器形分類も合わせて行った。また、第Ⅲ群については第Ⅱ群に併行

する他型式の土器群を一括し、それぞれの系統及び文様構成から分類を行った。遺構出土資料、遺構外出

土資料の順で概観し、遺構外出土資料については分類に沿って触れていきたい。

SB8001(9・ lo)

9は、口縁部で、爪形文により菱形あるいは三角形の文様を構成する。爪形文は、平行沈線施文後、器

面に対 してほぼ垂直に刺突する事が特徴である。10、 は胴部で、縄文 L及び Rに よる羽状構成の土器で

ある。 9は ⅡA3a、 10は ⅡBlaに 、それぞれ分類 されよう。

SK8015(12・ 13)

本SKは、住居址 と考えられる遺構である。12は 、口縁部で、平行沈線により菱形あるいは三角形の文

様を構成 し、回縁部上端には縦位沈線を施文する。13は、日縁部で、横位の爪形文と刺突文で文様 を構

成する。12は ⅡA2a、 13は第Ⅳ群に、それぞれ分類 されよう。

SF8010 (15)

15は、頚部付近で、櫛歯状工具による連点状刺突文及び条線で文様を構成 し、胴部には縄文 LRを施

文する。ⅡAlに分類 されよう。

SF8011 (16)

16は、口縁部で、平行沈線により文様を描 く。ⅡA2aに 分類 されよう。

SF8018 (17018)

17は 、平行沈線施文後、器面に対してほぼ垂直に刺突する手法の爪形文で文様を構成する。18は、頚

部が括れて口縁部が外反する平縁の土器で、口唇部の4個所に三角形の突起が貼付される。突起は 2個ず

つ貼付されるが、 3個の突起を持つ部分が lヶ 所見られる。文様は、縄文LR及びRLで羽状を構成 し、

また、同一施文帯の中で原体を変える為に菱形を構成する部分がある。17は ⅡA3a、 18は ⅡBlbア

にそれぞれ分類されよう。

SF8024 (19)

同一個体の 4点 を図示した。 4単位波状口縁で、頚部が括れず、胴部から口縁部に向かって直線的に開

く器形を呈すると思われる。文様は、 0段多条の縄文LR及びRLを交互に施文して羽状を構成する。ま

た、19-4に貫通しない孔が認められる。ⅡBlbオ に分類されよう。

SF8025 (20)

20は、口縁部及び頚部付近で、平行沈線により文様を施文するが、細片のため文様構成は不明である。

胴部は、縄文 LRが施文される。ⅡA2分類 されよう。
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SF8038(21～ 24)

21は、頚部で括れて口縁部が外反する平縁の土器で、平行沈線で回縁部上端及び頚部を区画 し、連続 7

する菱形を構成する。22は、波状口縁で、胴上部がやや膨 らみ頚部で括れ口縁部が外反する器形を呈す

る。平行沈線で回縁部上端及び頚部を区画し、三角形を描いているが、区画と三角形の線が合体した様な

状況である。また、胴部の縄文は、RLを施文している。23は、胴部から回縁部に向かって直線的に開

く平縁の土器と思われ、単沈線で文様を構成する。口縁部を横位に分割し、方向を上下で変えた矢羽状の

斜位沈線を施文するが、さらに、同一施文帯の中で方向を変えて菱形を構成する部分が認められる。胴部

には、縄文 LRが施文されるようである。24は、底部で、附加条の原体により羽状を構成する。21は Ⅱ

A2aア 、22は ⅡA2a工 、23は ⅡA4Cに それぞれ分類されよう。

SQ8002(25～ 28)

25は 、日縁部で、平行沈線により文様が描かれる。26・ 27は、底部で、26は縄文LRを 、27は縄文L

R及びRLに よる羽状縄文を施文する。28は、胴中央部が膨 らみ頚部が若干括れ、回縁部が外反する平

縁の土器で、口唇部から刻みを持つ縦位隆帯を貼付する。文様は、口縁部上端及び頚部を平行沈線で区画

し、横位多段の崩れたコンパス文を施文する。胴部は、縄文LR及びRLに よる羽状縄文が施文され、全

体で菱形を構成する部分が看取される。25は ⅡA2、 26は ⅡB4b、 27は ⅡBlb、 28はⅢAに、それ

ぞれ分類されよう。

SQ8004(30)

30は、胴部から口縁部に向かって直線的に開く平縁の土器で、口縁部に狭い文様帯を構成 し、数条の

横位平行沈線を施文する。胴部の縄文はLRで、斜構成となる。ⅡA2bイ に分類 されよう́。

SQ8005(31)

図示した12点は同一個体であるが、接合できなかった。器形は、それぞれの破片から推定すると、胴上

部が膨らみ頚部が若千括れ、口縁部が外反する平縁の土器と考えられ、平行沈線で口縁部上端及び頚部を

区画し、連続する菱形あるいは三角形を描くと思われる。胴部には、縄文LR及びRLが施文され、羽状

または全体で菱形を構成するようである。ⅡA2aア に分類されよう。

SK8003(32)

32は、口縁部で、口唇部に刺突が見 られる。器面状態が悪 く、不鮮明であるが、単節縄文を施文する

と思われる。ⅡBlbに 分類 されよう。

SK8023(33)

33は、日縁部で、櫛歯状工具による連点状刺突文を施文する。ⅡAlaに 分類 されよう。

SK8049(34・ 35)

34は、胴上部～口縁部で、平行沈線により菱形を描き、胴部には縄文 LRを施文する。35は、波状口

縁の波項部で、垂下隆帯を貼付 し、隆帯の両側には数条の平行沈線を施文する。34は ⅡA2aに 、35は

ⅡA2に分類されよう。
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SK8014(36)

36は、 4単位波状口縁の土器で、胴部～口縁部に向かって直線的に開く器形を呈すると思われる。縄

文LR及びRLを施文するが、数単位毎に原体を変えている為、上下ではなく全体で羽状を構成する。Ⅱ

Blbオ に分類されよう。

SK8020(37・ 38)

37は、やや内湾する波状口縁の土器で、

形文によって文様を描く。38は、胴部で、

力、38は ⅡBlbに 分類されよう。

平行沈線施文後、器面に対してほぼ垂直に刺突する手法の爪

縄文LR及びRLで羽状又は菱形を構成する。37は ⅡA3a

SK8021(39040)

39は口縁部、40は胴部で、両者ともに縄文LR及びRLを施文し羽状を構成する。40の原体は、 0段

多条の原体と思われる。39は ⅡBlbイ 、40は ⅡBlbに 分類されよう。

SK8024(41・ 42)

41は、波状口縁の土器で、 304種 の文様が併用されており、口縁部上端には 5条の爪形文が、その

下部には 3条の横位沈線が施文される。爪形文は、平行沈線施文後、器面に対してほぼ垂直に刺突される

手法である。42は、波状口縁の土器で、口縁部上端に 2列の爪形文及び 1列の平行沈線を、頚部に 2列

の爪形文をそれぞれ施文し、その中に数条の崩れたコンパス文を描いている。爪形文の施文手法は41と

同様であり、また、コンパス文は、支点が上下 2列に並び、90度以下の角度で描く手法による。41は Ⅱ

A5b工 に、42は ⅢA類に分類されよう。

SK8036(65)

65は、頚部～底部で、 0段多条の縄文LR及びRLに より羽状または菱形を構成する。また、頚部に

平行沈線が確認でき、ⅡA2に分類されよう。

SK8050(43・ 44)

43044は 、口縁部で、43は連点状刺突文により菱形あるいは三角形を構成する。44は平行沈線で菱形

あるいは三角形の文様を構成するが、44-2か ら渦巻き状の文様が組み合わさるようである。43は IA

laに、44は ⅡA2aに 分類されよう。

SK8053(45～ 49)

45は、胴上部がやや膨らみ頚部が括れ、日縁部が直立～内湾気味に立ち上がる平縁の土器で、口唇部

全体に三角形の突起が貼付される。文様は平行沈線施文後、器面に対してほぼ垂直に刺突される手法で、

口縁部に平行する7～ 8条の爪形文が描かれるが、平行沈線の施文が弱く所々消えており、爪形文の下書

き線のようにも見える。胴部は、縄文LR及びRLで羽状を構成するが、部分的に菱形を構成するようで

ある。46は、胴部～口縁部にかけて直線的に開く平縁の土器で、口縁部上端及び頚部を数条の平行沈線

で区画し、横位多段の崩れたコンパス文を施文する。コンパス文は、支点が上下に移動し、直角以下の角

度で孤を描く手法によって描かれる。胴部は、縄文LR及びRLで、羽状を構成する。47は波状口縁の波

項部で、口縁部に沿って条線及び連点状刺突文を施文し、菱形或いは三角形の文様を描いているようであ

―- 149-―



第 5章 遺物

る。48049は 、器面全面に縄文を施文する土器である。48は、回縁部及び胴部で、器面状態が悪く不鮮

明であるが、縄文LRを施文すると思われる。49は、胴部で、縄文LR及びRLに より羽状を構成する。

45は ⅡA3bア 、46は ⅢA、 47は ⅡAla、 48は ⅡB4b、 49は ⅡBlbに 、それぞれ分類されよう。

SK8051(50)

50は、頚部で、平行沈線及び縄文LRが施文される。ⅡA2に分類されよう。

SK8054(52～ 55)

52は、頚部が括れ口縁部が外反する平縁の土器で、口唇部に三角形の突起が貼付される。文様は、沈

線の間隔が揃わない点から単沈線で描いていると思われ、突起の位置から2本の縦位沈線を施し、その両

側に鋸歯状文を描いている。また、口縁部を横位沈線で埋め、上端は縦位の短沈線を引く。53は、口縁

部で、平行沈線により文様を描く。54は、頚部で、平行沈線及び縄文LRORLを 施文する。55は、完

形個体で、底部～口縁部に向かって直線的に開き平縁を呈する土器である。縄文LRが施文され、全体で

斜構成となる。52は ⅡA4bア 、53は ⅡA2a、 54は ⅡA2、 55は ⅡB4bイ に、それぞれ分類されよ

う。

SK8055(51)

51は、頚部付近で、平行沈線及び縄文が施文される。器面状態が悪く不鮮明だが、縄文は単節縄文で

あろう。ⅡA2に分類されよう。

SK8059(56～ 61)

56は、日縁部で、連点状刺突文により菱形等の文様を構成する。57は、平縁の土器で、口唇部に三角

形の突起が貼付される。口縁部に平行する 5条の爪形文が観察されるが、全体の構成は不明である。58

は、口縁部で、爪形文により菱形あるいは三角形の文様を構成する。57058の爪形文は、平行沈線施文

後、器面に対してほぼ垂直に刺突する手法による。59は、頚部で、平行沈線及び縄文RLが施文される。

60061は口縁部または胴部で、斜構成の縄文RLが施文される。56は ⅡAla、 57058は ⅡA3a、 59

はⅡA2、 60061は ⅡB4bに 、それぞれ分類されよう。

SK8060(62063)

62は、口縁部で、崩れたコンパス文及び平行沈線を交互に施文する。焼成が良好な比較的薄手の土器

で、器面調整が丁寧であり、ⅢFに類似する。63は、口縁部及び胴部で、斜構成の縄文LRを施文する。

62は ⅢA、 63は ⅡB4bに 、それぞれ分類されよう。

SK8061(64)

64は、胴上部がやや膨らみ頚部が括れ、口縁部が強く外反する波状口縁の土器と考えられ、口縁部に

円形突起を貼付し、器面全面に羽状及び菱形を構成する縄文LR及びRLを施文する。縄文原体は、 0段

多条の原体である。ⅡBlb工 に分類されよう。

遺構外出土資料 (66～ 152)

遺構外出土資料を一括するが、多遺構間で接合関係が確認され、遺構に帰属できない資料も本項に含め
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o遺構出土

△遺構外出土

o遺構外出土で遺構と地点が重なる土器
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NO.133接合関係図

浙

VrY7‐ 13

SK801l SK8023

NO.115接合関係図

ml計

107

NO.107,112接 合関係図

徹鵡 1

Ⅷ l鵡 6

・ 遺構出土

▲遺構外出土

NO.107

。遺構出土

・ 遺構外出土

NO.112

△遺構出土

▲遺構外出土

第99図

Ⅷl計

多遺構間接合土器接合関係図 (S=1/150)
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て分類を行った。多遺構間接合の確認される資料は、890107011201150133で あり、89は SK8048 0

8054 0 SF8024、  107は SB8001 0 SQ8002、 112は SB8001 0 SF8022 0 SK8053、  115は SB8001 0 SQ8002 0

8004 0 SF8015 0 8022 0 SK8008 0 8053 0 8054、 133によSK8010-801308021-802408034-8036・ 80530

8054 0 SF8022の 遺構間で、それぞれが接合関係を持つ (第 99図 )。 これらは、SB8001 0 SK8054を 中心とし、

その周辺の遺構と接合関係にある事が特徴で、集中して多遺構間接合資料が検出された事が注目されよう。

以下、分類に沿って概観したい。

IA類 :口縁部文様帯を持つもの

1種 (66～ 82)

口縁部文様帯へ、櫛歯状工具による連点状刺突文及び条線を施文する一群を本種とする。66～ 69は 、

口縁部上端に連点状刺突文を縦位刺突し、その下部に連点状刺突文と条線で菱形を構成する。菱形の内側

には、69の様に波状口縁の波項部から1条の連点状刺突文を縦位刺突するものがある。70は、口唇部に

三角形の突起を貼付する平縁の土器で、 5条前後の連点状刺突文を横位施文する。71は、波状口縁で、

波項部の内側から外側にかけて、短隆帯を貼付する。口縁部に沿って連点状刺突文を施文するが、刺突の

圧痕が揃わず乱れている点から、施文原体の歯が 1～ 2本の可能性がある。75～ 77079080は、口縁部

上端及び頚部を横位の連点状刺突文と条線で区画し菱形を構成する土器で、菱形の交点へ連点状刺突文を

縦位刺突するものも見られる。連点状刺突文は、条線の中に刺突する事が特徴であるが、80は条線が弱

く、刺突の区画線の様な感じを受ける。また80は、波頂部・波底部に縦位沈線が残るが、文様施文時の

割付線であろう。78は、条線を伴わず、連点状刺突文のみで文様を構成する土器で、口縁部上端及び頚

部を区画し、弧状の文様を描いている。波項部及び波底部の位置から縦位の刺突が行われ、波底部付近に

は、更に曲線及び円形刺突が施される。また、口縁部の内面には、 1条の沈線が施文される。81は、口

縁部上端に横位の連点状刺突文を、頚部に条線を施文し、連点状刺突文を起点とする斜位条線を組み合わ

せて、多くの菱形を構成する。口縁部文様帯が条線で充 されており、こうした文様施文は、有尾式にお

いてはかなり特異である。82は、底部で、横位及び縦位の連点状刺突文を施文している。以上の土器に

は、 4単位波状口縁・平縁を呈するものがあり、 4単位波状口縁の土器は波底部に突起を持つものが存在

する。 66071 082は ⅡAl、 67～ 69072～74076077079は ⅡAl a、  70は ⅡAl bイ 、 75080は Ⅱ

Ala工 、78は ⅡAlc工 、81は ⅡAlcに 、それぞれ分類されよう。

2種 (83～ 107)

口縁部文様帯へ、半裁竹管による平行沈線を施文する一群を本種とする。85～ 87は、菱形以外の文様

を構成する土器で、85は横位の集合沈線を、86087は横位沈線間に斜位沈線を施文する。87は、縦位沈

線の両側で、斜位沈線の方向を変えている。85は ⅡA2b、 86087は ⅡA2cに 、それぞれ分類されよ

う。83084088～ 980100～ 10201050106は 、口縁部及び頚部を数条の平行沈線で区画し菱形あるい

は三角形を構成する土器で、菱形の内側へ89091092のように、横位沈線・十字状の沈線・縦位沈線を

施文するものが存在する。また、101に は渦状の文様が描かれており、菱形との組み合せが予想される。

97は、菱形を構成するが、口縁部上端及び頚部の区画線と菱形の文様が合体している。105は、菱形の描

き方が特異であり、横に長い。口縁部は平縁、4単位波状口縁、波項部が丸みを帯びた 4単位波状口縁が

あり、口唇部に三角形の突起を貼付するものが幾つか見られる。1050106は、波状口縁の波項部から口

縁部中央にかけて、刻みを有する隆帯を貼付している。また、波項部が丸みを帯びた土器は、菱形等の文

様が口縁部に合わせて描かれるために丸みを帯びる。83092093095098は ⅡA2a力 、84094096・
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990100は ⅡA2a、 88089は ⅡA2aア 、900910102は ⅡA2a工 、97は ⅡA2aオ 、101は ⅡA2

cに、それぞれ分類されよう。10301040107は、口縁部上端に幅の狭い文様体を構成する土器で、口縁

部上端に縄文施文帯を有しその下部へ菱形を描く103、 口縁部上端に鋸歯状文を施文し下部の区画内を無

文にする104、 口縁部上端に横位沈線及び縦位の短沈線を施文しその下部へ菱形を描く107が存在する。

103の縄文は、胴部と同様の原体で施文して羽状を構成し、また、107は短隆帯を貼付する。1030107は

ⅡA2aア 、104は ⅡA2cア に、それぞれ分類されよう。

3種 (113～ 124、 126・ 1270129)

口縁部文様帯へ、半裁竹管による爪形文を施文する一群を本種とする。基本的な文様構成はⅡA2種 と

同様で、数条の爪形文で口縁部上端及び頚部を区画し、菱形あるいは三角形の文様を構成するが、1130

116の ように平縁と平行する直線的な文様を描く土器、122の ように口縁部上端に文様帯を構成 し三角形

を描く土器、123の ように口縁部上端の区画を持たず波状口縁に合わせた鋸歯状文と3条の爪形文を施文

する土器も存在する。113は、平行沈線と爪形文を交互に施文しており、116は口縁部上端に 1条の爪形

文を施文する。また、1140129に は、菱形の交点及び口縁部上端の区画にV字状あるいは円形の附加文

が見られる。爪形文の施文手法は、①器面に対してほぼ垂直に刺突し平行沈線を伴わないもの、②平行沈

線施文後、器面に対してほぼ垂直に刺突するもの、③平行沈線施文後、器面に対して斜め方向から椋欄状

に連続刺突するものがあり、②・③の手法で施文するものが多い。①の手法によるのは113等 、②は

11101120114等、③は11501190124等である。③の手法は、波頂部が丸みを帯び口縁部が直立または

内湾する波状口縁の土器に多く看取される。器形は平縁、4単位波状口縁、丸みを帯びた4単位波状口縁、

2単位波状口縁があり、口唇部に三角形の突起を貼付するものが存在する。117は、波項部が把手状を呈

する。111は ⅡA3aキ 、112・ 11501190124は ⅡA3a力 、1130116は ⅡA3bイ 、114は ⅡA3a
工、11701180120～ 122は ⅡA3a、 123は ⅡA3c力 に、それぞれ分類されよう。

4種 (lo8～ 110)

口縁部文様帯へ、棒状工具による単沈線を施文する一群を本種とする。沈線の間隔が不揃いで、乱れて

いる点から単沈線と判断した。1080109は 、口縁部上端に縦位刺突を行う土器で、108は横位の集合沈線

を、109は横位沈線及び横に長い菱形を描く。110は、平縁の土器で、 4条の沈線で区画した口縁部文様

帯を3分割し、矢羽状の斜位沈線を施文する。110-1は 、 1条の縦位沈線を施文する部分があり、沈線

の左右で方向を変える為に菱形構成となる。108は ⅡA4bア 、109は ⅡA4aア 、110は ⅡA4cイ に、
それぞれ分類されよう。

5種 (125・ 128)

口縁部文様帯へ、 1～ 4種の文様を併用して施文する一群を本種とするが、併用が認められるのは、 2

種平行沈線と3種爪形文である。125は、口縁部上端に縦位沈線を施文し、爪形文で文様を描く。爪形文

の刺突手法は、平行沈線施文後、器面に対してほぼ垂直に刺突する手法である。128は、横位及び斜位の

平行沈線とともに、 2列の爪形文を施文する。125・ 128は、ⅡA5cに分類されよう。

IB類 :全面に縄文を施文する一群 (130～ 152)

1種 (1300132・ 133・ 1350136・ 138、 140～ 146、 148)

横位施文で、羽状あるいは全体で菱形を構成する一群を本種とする。縄文LR及びRLを交互に施文し、
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羽状または菱形を構成することが基本であるが、138のように交互施文の羽状構成ではなく、全体で羽状

を構成するものが存在する。原体の末端を縛るものは少数あるが、結束の原体は見 られない。また、

1410148等 、 0段多条の原体が見受けられる。1300132013301430144は ⅡBlbイ 、1350146は Ⅱ

Blb工 、136は ⅡBlbウ 、138は ⅡBlbア 、140～ 14201450148は ⅡBlbに 、それぞれ分類され

よう。

2種 (134)

口縁部に縦位または斜位施文し、胴部は横位施文で羽状あるいは菱形を構成する一群を本種とする。

134は、附加条の縄文が施文されるが、胴下部の施文が乱れており、附加された縄の圧痕が強く残る。Ⅱ

B2cウ に、分類されよう。

3種 (150)

縦位施文で、羽状を構成する一群を本種とする。150は、胴部で、節の細かいLR及びRLの原体を交

互に縦位施文する。ⅡB3bに 分類されよう。

4種 (131・ 137・ 139・ 1470149・ 151)

横位施文で斜構成になる一群を本種とする。1310149は RLを 、137・ 147は LRを 、151は Rを施文

するが、単節の中に 0段多条の原体が存在する。131は ⅡB4bイ 、13701390147・ 149は ⅡB4b、

151は ⅡB4aに 、それぞれ分類されよう。

Ⅲ群 :第 I群に併行する他型式の土器 (153～ 174)

A類 (153～ 165)

半裁竹管による、崩れたコンパス文を施文する一群を本類とする。コンパス文は、口縁部へ横位多段に

施文する事を基本とし、平行沈線又は爪形文と併用する1620164、 刻みを持つ縦位隆帯を貼付する1540

156等が見られる。コンパス文の描き方には、①支点が1列に並び半円を描くもの (1600161)、 ②支点が

上下2列に並び、直角以下の角度で描くもの (1530154等 )、 ③支点が上下に移動し、直角以下の角度で弧

を描く山形を呈するもの (1560162等 )があるが、②・③の手法によるものが多い。。なお、162の爪形文

は、平行沈線施文後、器面に対してほぼ垂直に刺突する手法により施文される。

B類 (170・ 171)

本類は、口縁部文様帯へ肋骨文を施文する一群で、黒浜式を一括した。肋骨文は、細い棒状工具による

単沈線で描く170と 、半裁竹管で描く171と がある。胴部は単節縄文が施文され、170は RLを 、171は R

L及びLRの羽状を構成する。

C類 (166～ 168)

無文土器の一群を本類 とする。166は平縁で、頚部が括れ口縁部が外反～直立気味に立ち上がる器形を

呈する。167は、底部である。ともに無繊維で、器壁が薄 く器面に指頭痕を若干残す点から、東海系の土

器群 と思われる。168は平縁で、胴部が膨 らみ頚部でやや括れ、口縁部が外反する器形を呈する。器壁が

厚 く繊維を含み、内面にはナデ調整が観察される。また、外面は器面が粗く、剥離が認められ、詳細は不

明である。
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D類 (169・ 175～ 177)

爪形文あるいは細い隆帯を貼付する一群で、関西系の土器群を本類とする。177は北白川下層Ⅱa式で、

口縁部に平行する幅広の連続爪形文を施文する。1690175は、北白川下層Ⅱb式。169は、 0段多条の縄

文LR及びRLで羽状を構成し、口縁部に 3条の爪形文を施文する。176は北白川下層Ⅱc式で、刻みを

持つ細い隆帯で文様を構成する。

E類 (173)

無繊維で、内面に指頭痕を残し、縄文或いは沈線を施文する一群を本類とした。本類は、長野県諏訪地

方～山梨県に分布の中心を持つ、阿久Ⅲ期 1群あるいは釈迦堂 Z3式と思われる。173は器壁が薄く、内

面に指頭痕を残す無繊維の土器で、縄文 Lを施文し、平行沈線で弧状及び円状の文様を描いている。

F類 (172)

本類は、縦位沈線・刺突・崩れたコンパス文を併用する一群で、新潟県に主たる分布の中心をもつ「根

小屋式」 (寺崎1997)に類似する。172は、焼成良好、器壁が薄く調整が丁寧で、口縁部上端に縦位沈線

を施し、櫛歯状工具による刺突・崩れたコンパス文を組み合わせて文様を構成する。「根小屋式」そのも

のではないが、文様構成及び器面調整の点から、「根小屋式」に類似する土器とした。

G類 (174)

本類は、刺突及び縄文を施文する一群で、北陸地方に分布の中心を持つ朝日C式に類似する。174は 、

平縁で、頚部が括れ口縁部が大きく立ち上がる器形を呈する。頚部及び口縁部上端に 2列の刺突を行い、

地文の縄文はLR及びRLで羽状あるいは菱形を構成する。縄文は、口縁部上端の刺突下には及ばない。

(3) 第Ⅳ群土器 (1～ 3、 6・ 24、 175～ 188)

本群は、前期後葉の諸磯 b式を一括する。 S B 3016 0 8002、 S Q 8003の遺構出土資料及び遺構外出土資

料があるが、総数は僅かである為細かな分類を避け、一括して扱いたい。なお、遺構外出土資料のうち、

185～ 188は該期の遺構が検出されていない③-20⑦ 地区からの出土である。

SB3016(6～ 8)

浮線文を貼付する 3点が出土 した。 6は縄文 RLを地文とし、矢羽状の刻みを有する 4条の浮線文を貼

付する。 708は 、小破片の為に判然としない。

SB8002(11)

11は口縁部で、「く」の字に屈曲する。器面状態が悪く詳細は不明であるが、浮線文を貼付すると思わ

れる。

SQ8003(29)

ほぼ完形 となる 1個体分の土器片が出土 した。29は口唇部に突起を有する平縁の土器で、爪形文・円

形刺突文・刺突文により文様を構成 し、胴部は縄文 RLを施文する。
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遺構外出土資料 (178～ 188)

爪形文系 (1800186)・ 沈線文系 (181～ 185)・ 浮線文系 (17801790187)の 各土器群と「格子目文土器」

(188)が 出土している。

180は、横位の爪形文及び刺突文を交互に施し、縄文LR及びRLで羽状を構成する。胎土に微量の繊

維を含む。186は、地文の縄文RL?上に、爪形文で曲線等を描いている。1810182は、狭い口縁部に縦
位の区画あるいはモチーフを平行沈線で描出する。183は 、横位多段に平行沈線により区画する土器で、

胴部の主文様となる曲線文には沈線脇に羽状となるように爪形の刺突文が施される。184は、屈曲口縁の

器形をとる土器の口縁部片で、縄文RL上に横位平行沈線を施文する。178は浮線上に半裁竹管による連

続押し引き、179はヘラ状工具による刻みが施される。187は、口唇部と口縁部下端に「刻目梯子状粘土

紐」 (小杉1985)が付されている。188は 、日縁部上下端に爪形文を施文することで施文域を区画し、そ

の中に平行沈線で斜格子を描き、交点には円形竹管の刺突文を施したもので、「格子目文土器AⅢ型」 (寺

崎1991)に該当する。
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2。 石器・石製品 (前期)

①概論

調査より得た資料は合計4,039点に及ぶ。この内3,683点 が石器製作に伴い石屑として弾き出された資料

で、356点が道具として認定できた石器である。石器の内訳は101点 (28%)が狩猟を司る石鏃で、70点 (20%)

が調理・加工用の磨石類及び台石・石皿である。刃器類は146点 (41%)あ り、この内の35点が石匙である。

打製石斧は僅かに 2点 (o.6%)で ある。器種組成など石器群の内容から設定できる文化的な位置付けは、狩

猟・採集の段階にあり、とりわけ磨石類など採集に伴う調理具の増化が看取できる。限定された調査区

③-3区の第Ⅲ層中の遺物であり、出土土器の90%が前期中葉の土器群であることから、ほぼ該期の所産

であると推定できる。

第25表 石器の組成 (前期中葉)

以下出土資料について報告するが、記述は 7つの項目につき実施する。

1材質、 2製作法、 3A分類 (形態的類別)03B(機能的類別 )、 4法量 (大 きさ)、 5遺存状態、 6出土

状況・出土地区 (遺構 )、 7科学分析である。

1については益富壽之介『原色岩石図鑑』(保育社1984)に従って肉眼判定した。 2は石材選定後、素材が

形成・剥離加工されるまでの技術に関してふれ、 3Aで遺物の形態的視点からの観察・類別を、 3Bで機

能的側面からの観察・類別を実施した。詳細は次頁のとおりである。 405については、器種別に石器観

察表 (第 39表～第52表 )及び石器属性表 (第 26表～第37表 )に まとめた。計測は実資料の値であり、石器が完全か

欠損か等、遺跡に残されたことの真実を追究したものではなく、形態上、明らかに欠けていると判断でき

る資料のみを欠損と呼び、( )値で表記した。実浪J法・計測法は町田199501996に 基づく。 6に関しては

本文遺構の概要で記述し、器種別に出土分布図(s=1:40001:800)を別途作成した (第 127図～第165図 )。 分

布図は4m× 4m以下の調査区内で作成しており、これより大きな調査区内で収集された遺物あるいは表面

採集例は、原則として分布図には表示していない。 7は石器表面の使用・装着の痕跡及び付着物について、

分析機器を用いて観察した。詳細は次頁のとおりである。なお、本報告文は原則として本節 (第 1節 )に報

告のスタイル・凡例を提示したので、以下第 3節・第 4節の石器・石製品の表記は簡略化した。

景J片ほか・景JA

3,597 0 2
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第 1節

3A.分類法

記述 1。 原材から製作用素材の獲得までを、その方法により区分する。

(礫素材と景J片素材、加工と無加工 )

2。 素材獲得時の諸属性について観察、表として掲載。

(礫 と景J片、剥片の縦長・横長 )

3.形態的特徴により区分する。分類は全体形を基本とし、形の構成要素に準じて細別。

例)打製石斧・・全体形～、頭部～、刃部 (平面形・断面形)～

4.機能的観察を機器観察に基づき計測、表として掲載。

例)打製石斧・ 0機能部値 (刃幅・刃角・刃部角etc)、 使用痕跡 (長 さ・幅・痕跡型 )。

但し、表中( )は平均から除く。

5。 欠損状態について観察、表として掲載。欠損の部位は黒塗りを残存部とし、器種ごとにアル

ファベットで、状況 (欠損断面)はカタカナで記載。

3B.観察法

機器 1.ル ーペ (V破en× 3.5、 コクヨメタルホルダー×20、 ほか)・ ・・・全資料

2。 顕微鏡 (実体顕微鏡Nicon SMZ10× 60ま で)・ ・・・ 000。 ・打製石斧・磨製石斧

(金属顕微鏡OLVIPUS BX60M× 500ま で)。 ・・・ 00全資料

※ (走査電子顕微鏡 OSEM× 1000ま で)・ ・・・・・・・ 。打製石斧・刃器類

※ (電解放射型電子顕微鏡 O FE一 SEM× 1000ま で)・ ・・刃器類

図化 1.写真実測※ (長焦点撮影)・ ・・・・・・・・・・・・・・・・全資料

写真 1。 顕微鏡撮影装置 (撮影倍率 )

(Nicon SMZ10× 3.30× 100×200× 40ま で)・ ・・・・・・打製石斧・磨製石斧

(ODttTUS BX60M× 12。50×250× 500× 125ま で)・ ・ 000石鏃・石錐・刃器類・装飾品

※ (SEM× 1000× 5000× 1000まで)・ ・ 00000。 ・・・・打製石斧・刃器類
※ (FE一SEM× 1000× 5000× 1000ま で)・ ・・・・・・・・・刃器類

7。 分析法

使用痕分析

a痕跡のタイプ分析 (3B観察法機器の 2.顕微鏡に基づく)

b痕跡部の元素解析 (電子顕微鏡SEM OFE―SEM)

付着物分析

a付着物の元素解析 (Hl― IR=フ ーリエ変換赤外分光分析・島津日 ―IR4200型 )

(電子顕微鏡SEM・ EDX=エ ネルギー分散型分光器)

※は委託事業である。詳細は第 1章第 2節 2整理作業の方法に明記してある。また分析結果は、第 5分冊『総論編』に掲載する予定

である。

町田勝則1995「石器研究法一報告文作成に伴う観察・記録法②一」長野県埋蔵文化財センター 紀要 4

町田勝則1996「石器研究法一報告文作成に伴う観察・記録法①一」『長野県の考古学』長野県埋蔵文化財センター研究論集 I
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第 5章 遺物

②原石 (第 167図 Nol～ 5、 PL78No l～ 5)

景J片景J離に供される原材で、一度も景J離作業の実施されなかった資料。自然面 (景J離面及び節理面の風

化面)に覆われた転石で、総数15点を収集。黒曜石材14点・チャート材1点である。形状は主に石核状の例

が主体で、黒曜石材の法量平均値は2.5× 3。 4× 1.4cm,15.lg、 チャー ト材で3。 2× 3.9× 3.Ocm,46。 9gを計浪J

する。

③石核 (第 167図 No6。 70第 168図 No8～ 15、 PL78No 7～ 9。 11～ 15)

景J片の最J離生産を主目的とした個体群で、一回以上景J離作業が実施された資料。黒曜石材65点、チャー

ト材4点の計69点 を収集する。法量は平均値で黒曜石2.0× 2。 7× 1.2cm,6.3g、 チャー ト3.4× 4.4× 1.8cm,

35.Ogを 計浪Jする。景J片景J離は自然面を打面とし、以下 2種 4類の方法に基づき実施されている。

第 1種一原石から直接あるいは分割後に直接景J片景J離を行う例40点 (第 167図No6・ 7,第 168図 No8～ 12)。

第 2種一原石または石核から景J片 を剥離し、これを石核として剥片景J離を行う例29点 (第 168図No13～ 15)。

各々で、

A類一打面転移のない例で、 1打面 1作業面36点 (第 167図No6・ 7,第 168図 No8・ 9013)。

B類一打面180度の転移を伴う例で、 2打面 1～ 2作業面 4点。

C類一打面90度の転移を伴う例で、 2打面 1～ 2作業面18点 (第 168図 No10～ 12・ 14)。

D類一打面転移はなく、打点の移動に伴う作業面の転移のある例、 1打面 2作業面11点 (第 168図No15)。

打面は転移率が30%(21点 )、 再生はなく、転移に伴う作業面の移動は同一面あるいは表裏 2面が主体で

ある。作業面に残された景J離痕の形状は、縦長と横長がほぼ 1:4の割合である。

(cm)

4.0

―――――チャート 35.Og

(g)

3.0

長さと幅

4.0

(原石)

第126図 計沢1法
(g)

12.0

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

3.0      4.0

長さと幅 (石核)ン

5.0(cm)

第125図 原石
重さとイ固数

石核法量相関

4(個 )

(原石)

作業面
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第 1節

(単位 :g)

《個体数》

出 分  類
原 石

石 屑 大 形 景J 片

工

地 器 種 名 石 核 剥 片 A 剥 片 B 剥 片 (1) 剥 片 (2) 砕 片 原 石 剥 片 砕 片

S  B 38 2,607

S  D

S  F

S  K

S  Q

遺構外 470

合  計 616 2,629

《重さ》

出 分  類
原 石

石 屑 大 形 剥 片

工

地 器 種 名 石 核 景Jtt A 剥 片 B 景J片 (1) 剥 片 砕 片 原 石 剥 片 砕 片

S  B 31.7 16.8 8.73 136。 06 143.88

S  D 16。 2 11.44 56.29 0。 45

S  F 15。 0 11.3 8.70 84.52

S  K 46.9 53.0 18。 9 17。 1 7。 89 6.53

S  Q 15。 0 13。 0 2。 18 0.78

遺構外 206。 3 429.5 7.7 324。 2 437.1 239。 9 293.27 405。 00 684。 30 18.11

合  計 258。 2 545。 4 374.1 484.1 273.5 332。 21 405。 00 961.17 169。 75

第26表 原石・景J片類遺構別出土数量

Ｏｕο　『

S==1 :400
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ら Qg/

原石
■ 黒曜石

▲ チャート

石核
● 黒曜石

△ チャート

第127図 原石・石核・景JttA類出土分布 (遺構内)
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第 5章 遺物

④剥片・砕片 (第 168図 No16.17、 PL79)

剥片景J離作業に於いて加工の施される属性を担った対象を剥片とし、これが景J離される過程に於いて産

出された石器製作に不適な資料を砕片とする。具体的には石鏃を第一義的な製作物とする目的的な素材景J

片から、刃器そして石錐にいたる道具類の生産に用する剥片までを包括し、製作途上での出現段階と素材

部位を考慮し、2種 2類に区別する。すなわち原石の表皮が片面%以上認められる剥片を1種、表皮が%
以下の剥片を2種とし、各々で両極景J離痕を有する景J片をA類、石鏃製作などに関与する素材用剥片をB

類 (PL79)と して抽出した。剥片A類については石核ないしは楔としての位置付けが可能であり、他と区別

しグラフを作成する。

A類は 2点あり、石質はいずれも黒曜石である(第 168図 No16 0 17)。 法量は平均値で2.3× 1.9× 1。 lcm,

3.9gを計測する。打撃に基づく形状変異は上下両端部形の組み合わせにより類別するが、 2点共に面状と

面状の組み合わせである。

B類総数は81点 (374g)、 剥片 1種95点 (484g)、 2種78点 (274g)、 砕片616点 (332g)で ある。打製石斧や大

形の刃器など、大形の景J片石器製作に関わる石屑にも同様な類別を与える。原石は頁岩 1点、景J片は98点

(961g)、 砕片では2,629点 (170g)がある。

( )内は重量〈g〉 を示す

螢分類 景J tt B類 剥 片 1種 剥 片 2種 片

苑石 材 黒曜石 チャートチャート・赤 頁岩 頁岩0茶 黒曜石 チャート 黒曜石 頁岩・茶 黒曜石 チャートチャート・赤 頁岩 頁岩・茶
S B 3(16。 8) 1(2.4) 3(6。 4) 11(6.37) 73(2.33) 2(0。 03)

S K 1(4。 0) 1(14。 9) 3(17.1) 2(4。 9) 18(5。 92) 2(1。 97)

S F 1(1.2) 2(10。 1) 2(3.9) 1(1.7) 17(5。 57) 1(3.12) 1(0。 01)

S Q 1(1。 9) 5(15。 0) 7(13.0) 3(2。 18)

S D 1(1.0) 3(8.6) 2(7.6) 17(11.16) 1(0.28)

Ⅶ一 S 2(4。 5) 1(37.9) 1(3.9) 2(17。 8) 6(22.7) 4(18。 3) 33(17.38) 2(2.73) 1(1。 56) 2(6。 28)

一 T 1(0.94)

― X 9(15。 6) 3(9。 2) 1(21。 8) 8(35。 0) 21(87.0) 2(132。 0) 12(38.3) 1(5.5) 105(61.78) 1(1.59) 1(0。 65) 2(4。 16) 6(6。 75)

一 Y 27(5105) 3(50。 1) 1(7.1) 11(69。 8) 52(195。 4) 45(153.7) 1(24。 1) 307(177.86) 2(1.30) 3(4。 87) 1(2.34) 2(1.33)

③-1 1(1。 75)

合 計 41(75。 7) 10(114,0) 2(25。 7) 26(147.6) 93(352.1) 2(132。 0) 76(243.9) 2(29。 6) 512(289。 16) 81(13。 04) 7(9.11) 3(6。 5) 13(14.4)

第27表 小形景J片遺構別出土数量 (石材別)
( )内は重量〈g〉 を示す

些分 類 景J 片 砕 片

苑石 材 粘板岩 頁岩 安山岩 凝灰岩 花商岩 粘板岩 頁岩 安山岩

S B 3(25。 6) 35(110。 4) 2,607(143。 9)

S K 4(6。 5)

S F 1(2.2) 1(82.3)

S Q 1(0。 8)

S D 1(24。 8) 1(31。 5) 1(0。 5)

Ⅶ一 S 1(6.1) 1(6.5) 1(27。 7)

一 X 1(7。 2) 2(65。 7) 7(76。 5) 1(1。 9)

一 Y 15(154。 7) 3(19.3) 23(289.7) 1(29。 9) 1(1.3) 1(1.1) 12(12。 7)

③-1 1(2.1) 1(1.2)

合 計 22(220。 6) 5(85。 0) 69(599。 0) 1(27.7) 1(29。 9) 2(2。 5) 2(3。 0) 2,625(164。 4)

第28表 大形景J片遺構別出土数量 (石材別)第28表 大形剥片遺構別出土数量 (石材別)            第129図 剥片計浪1法

⑤石鏃 (第 169図 Nol～ 19、 PBONol～ 19)

刺突・殺傷が想定できる資料。製品84点・失敗品17点、計101点を収集。火成岩を主体とし黒曜石80

点・チャート5点・頁岩3点・安山岩12点・タンパク岩1点である。

形態的には基部が無茎な例に限られ、 2類に細別する。

《形状》

A類一平らで直線的な基部を呈するAl類 5点と基部が突出したA2類 3点がある。
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